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Wed 央 時 給 さ 千 ト さ 所 SR 直上 


宇 ぶ 慰 寺 へ ふく 野中 税 小 相反 他 條 本 NR の 人 由 用 へ 写り 生 で 壮 


<( 王 ) 


kutu 時 講 n さ 叶 二 K ミ ビ 簡 弟 IA 1 入 現さ ミレ: の 生ま 
Ri 越 < へ 忌 、 喪 く 朱 季 さく ペー マト 昌 菩 く 人 K 起り ン ョ 聞 : 憲明 撤 


息 ( 王 ) 
党 よ さき ホ 紅 了 K? 尿 央 9 人 へ 天明 中 く 選 NT 且 H A*N の 日 詩人 ? SNKー? 
4 旨 に に kh に た さ コ りな の 活 環 記 記 餅 笠 区 筐 祭 G 居 人 を の の 定 り 会 届 針 
① 叶 状 宮 落 ? 
⑪ 閉環 表 装 守 午 嘩 人 征 球 臣 更 還 > ( 半 )【 守 呈 ビ 宗二 人 で こつ モ ペ 系 ぐさ ロモ 


邊 円 慌 慰 吾 填 1 | 次 


り 約 ぐ キ / 選 時 ゃ 雪 あ じ 息 6 事 謀 つ お 中" (織部 )) 


1 ロロ WWN ミ 湯 UNIN ュ ーー く NAT 所 柚 く 所 前 生 正 か 1 中 く 介 身 で 藻 


の N ト 心 入 


中公 す 人 く 罰 N へ 感 " 1k 中 く 要 へ ? 加 を 避 局 < く 親 中 人 へ 昭和 忠明 下 雪 さき 7 玉 


INK -ー“ 


^ 季 密 王 EEESEEP 
可 叶 限 因 選 装 中 民 区 Nm 遇 記 K 盾 > 較 紅 TEN me TS 和朗 司 本 へ 下 
素 計 IE ヘーK くし へ 可 の 7 析 静 HAS 邊 丁 N 玉 SHIN 和 ホーン 9 朗 
2 連 毅 中 へ " 詞 小 往 


和 。 家 


NNH < 中間 政 K7 を へ 闘 り 較 和 旧 唄 :>ーK? 加 加 時 中 民 く 男 埋 生 拒 


く ( 手 ) 
va へ 中 No h へ 1 図 邊 抽 届 前 人 1 て 処 < の 尽き 人 ホー と 5 


WP 呈 さ ビ 彫 の MM 明和 公 o 色 NMEN 表 へ 中 当て 回 濁 改 癌 さ ビ 中 
KG 拓 
さ マ YS 拓 の 季 喘 沿 引 思 > へ 7 朱 組 竹下 本 KT TA 相生 地 呈 


き 記 mmー に ハー ” 細 民 中 知 中 更生 ム 拓 叶 く 明 か H 静 導く 衣 h 


AN 


っ 私 応 中 "光田 宙 >2 団 一 思 躍 押 さ ミー そく 昌 7 陣 里 本 尽く さき る 


. 香 や 人 K。 選 人 屋上 明 改 絢 NV DS 肪 り 拘 層 起 邊 絡 宮 NO 固 っ 抱 回 


N) 宙 叶 敵 思 一 思 思 生 時 凌 KK 団 選 公 玉 ぃ 矢 民 是 生 和 矢 中 採 折 員 拓 
弱 書 表記 穫 問 。( 硬 理 宮 終 ) 才 - 


機 春 東 当 旧 線 N 思 十 昌 エ 
下記 
、 へ 紀和 か ホー さ " 地 早 導 中 手 可 へ 散 ホ 中 回 員 へ 7 田無 本 か る 
上 束 恵二 還 穫 者 折 負 半 で 根 ホ (計量 や うーKS 折 症 半 昭 市 江 け 


>( 玉 ) 収 ( 王 ) 


SA 呈 6 軸 中 へ 生還 強者 人 器 K ビ 人 人 選 7 皿 馬 所 由 紙 似 日 衣 や さか SS 
麗 h へ 邊 記 ら の aj 中 器 ーーwO の ペ ュー ン 』 嘱 へ 燃 中 組 ホ 票 く さ ? 


< di 3 を 本 ホ 3 
現 敵 表 中 く 選 人 炎 キ る < 4h 明 居 毅 < へ 押下 いき 邊 喘 > ヘ SE 
( 皇 ) 
か か 太 を る 虹 A" 尊 中 せり 坦 へ 如 か K 谷 ふ 半 机 選 の 線 党 詳 
*( 寺 り 
ホス AN ャ ヤル 人 へ 所 や 要 ヘ っ K7 放り 秒 か 記 代 全く 華 * 3 RA 武昌 人 鍛 
選 q。( 三 ) ま 


と に 御幸 肝 洋 N 圭 ) 幼 宙 和 かう 間際 "イキ 畑 の "克夫 中 押 


ププ も o 名 名 電 か 補 く 屋 細 人 知 かー さ RK 培 紅 か 綿 中 蛍 悪く べく か や 天 し < の 
県 店 h < | 本 疫 補 履 失 肌 邊 訓 さ 1 AE、 紛 ” 癌 中 相思 幼 全 天 
計れ 9 補 年 枝 ペーKP 折 嘱 上 玉 公 へ 選 長 A” 下 引 時 
眉 た 中 を 環 揚 血 く ヘ ー バ さか 世 へ "で ロ ーー 記 中 條 華 キ サン トー 
2AN mo 壌 包丁 ネト 日 坦 人 倍 : へ 杉 人 群 く 記 ヽ 答 り 部 っ 皿 中 二 か 人 
議員 独 IS ホ NN 移 代 間 和 り ト 和合 NN さ 和 か か 公 ホ 太っ 香 生 守 


股 ャ 生 中 ARK" 表 ト くく ホン 上 天 尺 状 穫 ? 宜 毅 和 ホ 親 人 中 半 折 か 


舞 紀 " 装 中 弄 本 FNNRKW 軸 さき 宮 更 東 当 和民 人 替 や へ へ 球 呈 衰 各 
SN 東 章 中 隔 ミ ・ 和 ST 議 拉 IN く 補 ヘ ー 夫 KA 缶 居 NTNRS" 字 事 時 
県 記 ヽ 妹 中 A 照 ミ < ビ ホキ ビ 邊 抑 T 

選 ぐ 門司 叶 訟 m ュ セ 宇 中 帳 き ? 

で 聞 堂 ” 球 詩 十 則 窯 ′ 電 氷 寄 
賞 守 羽 K 吉 皿 前 症 団 困 べ 婁 中 折半 さ 人 昌明 っ 傘 補 町 K" 東 対 距 
NN 上 的 六 剖 さく ヽ 午 用 可 中 承 ホ ミ マ ハー" 四 中 械 中 論 中 趣 ふ 中 7 縮 


守っ 省 連 < 中 尽く 買 工 1 く キ ロー ホム ペッ 己 天 全て 有り る 棚 綴 INH SA 生 鞭 く 2 O 
・ 天 物 名 江 人 隊 証 畠中 っ nt1 2 ー 1 が て 、O Oo 
細 上 中 折 中 く 計 財 演 中 獲 抵 較 中 衣 泊 尽 人 回民” ト ・ 直 十 ト = 
ぐ 月 営 べ 足守 中 訟 よ 還 "中 呈 回 AX 下 湊 記 ト 人 色 給 記 用 和 や AX 生 る 宛 料 配 えん 玉生 る ホ 代 下 坪 ^ 誕 皿 国 ^ K 志 倍 T A 素 民 欠 
問 中 電 放 Yo 諾 っ で く 則 虹 区 旬 生計 や お 0 へ 六 中 私 で 月 必 ホ 人 9 


到 県 や 岳 ? 届出 絆 ? 閥 KK 填 1 中 
く 征 由 守 時 直 填 国 敵 ′ 坦 素 宏 ? 


愛 ( 互 ) 
殆 玉 尿 昌 寺社 SS 折 末 る 圭 K7 穴 や 寺田 ? 
Oo ex Pe 月 
志 半 年 楽 選定 敵 半 へ | へ 虹 求 ト く さく 吐 邊 包 >mme 加 / 世 改 害 さ 昌 雪 き に 、 


摘 守 表 記 年 艇 ( 写 互 可 注 ) 困 
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給 球 で 加 NE 


Jo 


癌 > 涼 機 語 ヽ 惨 品 所" 党 中 却 ト 1 団 い 製 ゆ 控 組 へ 
旨 党 上 思 生 所) 県 症 や 庄 
デ 可 敵 師 へ 皿 m 公 上 ト 展 総 m= 府 量 父 中 編 能 中 部 人 K” 当 並 表 表 へ 必 牌 箇 邊 績 中 1 
NM > 計 コ ン T 9 工 - ゆ ヽ ホ ふ ? 憧 上 月 必 = 災 ト T ゝ 証 
" 敵 昌 半球 へ 屋 再 咽 S 人 % 机 近 り 掛 N 選 避 中 中 軍 所 中 白く ヘー 
計れ NN 生還 いき 守り 選 
NE も: た NN 
ぐ を 許 量 紀北 K ミ 導管 中 直 中 邊 還 * 編 へ ゴゴ へ 北 : 引 除 量 代り 咽 
SS 下 当 必 量 ー-K く 生玉 ホキ ロー 邊 敵 中 - 同 柳 区 昌和 中 閲 く " 父 へ っ ま べ いく 維 
。 旋 及 中 綱 く 作品 泌 二 映 剖 へ 坦 理 詳 屋 中層 生 戦 て w11 十 衣 思 梁 中 鎧 K" 
、 半 時 や ふさ 世 ト ヽ く まま 
rw い へ ? 電 2 品 藤 4 窟 : ビ ネ ー ヘ と 還 園 中層 私 計 中 時 電 K7 表 箇 亡 x 選 朋 剛 
心 守 :」| 向 潟 KK 


1 生 NN 用 . 球 補填 S 准 、 志 求 , 


“ ギ 


悦 ( 牛 ) 


夫 田中 抽 計 へ SHEW 思 K 神 時 還 二 1 


、( 和 き 思う 「 完 演 半 還 「 記 晶 年 N 上 寺下 還 還 地球 還 年 還 圭 1 講 」 和 」 具 剖 還 ” 補語 思 ) 帳 」 貼 玉 天 [ 演 十 戦 ” 入所 氏 、 尿 演 mW 


補 1 "」 
① 電 導 国土 川間 7 ( 穴 装 ) 


皿 叶 号 ” 昧 料 十 論 た 
EMINENSIUNEI に もこ いい りす RY* 也 球 時 宏 中 三 基 枯 て 角 千 中 拘 が 下 間 1 
憶 旭 > ト ネ 転 区 革 K ざ 基 衝 か 玖 ト 四 例 軸 と KI 

加里 送 人 SR 屋上 さ " 
三 呈 宮 肖 > 世 帝 千 ロ 症 QS ( 表 ) 


肌 遇 党 軸 昧 震 | ] 午 1 庄 


ーー テー Mc 失 自 六 人 KK 和 神 軍 中 公 く 中 屈 前 装 介 中 直 人 NT 中 


ふっ 征 札 中 マル 気 夏 玉 JN 人 KK 一 状 ? 
(忠恒 ) を 碁 家 守田 対地 贅 る りく っ 9 雪 笑 閑 対 埋 償 Q 上 の 居 り 5 款 ペン ロ 甘 守 <wGO ( 明 ) 


1 年 四 本 dl は は 1 ESS 
抑 応 前 包 3? 毛 菜 暫 居 員 人 ト っ 9 時 、" ホ 本 店 暗 キ さら 持 い 1 


凡 押 へ 家中 哨 当 く 獲 必 態 Dー 和 か AA SS 中 計 四 水 負 NN 盤 。 天主 * 還 」 


欄 都 思 対 和 間 ( 巨 盾 出 導 ) ・ 中 
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村 究 球 記 dd 補 更 委 氏 千 1| ぐ 
< ( 王 ) か テ 
h ふ 足 ヽ 他 ヘ キ " 尿 弄 還 祥 呈 く 由 昌 仁和 呈 注 中 季 導 NT を 症 人 中 下 
ト ( を ) 


& 還 中身 KA く / 選 下池 SNAS 本 N 培 生計 中 K ミ く 
hn く 重 ヽ 問 鹿 ” 癌 Rmー キ へ 所 画 本 ミ く < 机 及 議 


ーー くさ の 
0 人 冠 


。 泌 導 曳 品 7 We っ 條 玉 ミ ” 編 :Nh さか せき や マル 所 判 舞い ミ 


2 


ビ 、 当 * 選 回 リ 納 1 の 入選 て * 計 寺 ・ すこ 
時 ーー ル 邊 編 : ト 央 か 因り 緒 思 KK" 


時 則 選 | 財 財 穫 3 
地 畔 邊 NJKS 月 琶 中 貞 生 KK 抵 明 措 征 本 中 栓 中條 や に い 生 MNLAIASM: 
= 財 = 肌 球 中 玉 く < 


Ke 話さ 忠 股 的 條 季 映 生 問 くう 掲 半 中 玩 く ビリ 問 や まく 邊 SN 


き e 編 宣 宗 呈 中 > 村人 きい 
を 窟 鹿 考 泣 回避 N" 鼓 論 回 く 素 所 宇 団 也 へ 環 層 ” 皇 慰 前 寺 中 浴 四 | 


旋 中 NN” 県 半 品 抱 上 お 記さ 王 昌 設 K" 


⑪ 恋 室 悪 創 癌 人 1 土手 ロ 「 < Yo 守る SQ 当 豆 つっ? 直る て つ ? ( 穴 革 ) 


半 崩 男 昧 計 KK 竹 


回 、 邊 ) 


鬼 問 下野 回 ” 択 弄 か 国 い て 苑 トー? 粒 突 末 1 拉 和 生き 1 還 結 引 総 さき 


H( 措 ) 
か 宮 へ " 無 丹 いさ きり 層 中 年 K" 近 く 料 舞 UNmI 


和 ( 冠 ) 


十 > | 生 丘 宗 選 電 1 | 十 や 的 に 
ey ENMUEE だ 9 


く (性) 
=“ 1! 思 り KmNー 才 KSE 還 く KV 要 人 尊 衝 中 生年 き 本 
St 叶 守 還 ^ 綴 " 境 移 問 租 NAS 貸さ 時 衝 人 総和 を 中隊 生 K? 


拉 Ma 


滑 の 弄 (NNN ミ 本 皿 ご 財 時 中央 中 轄 本 ふっ 泉 K へ 指示 


ヘー 前 へ 選 7 麗 中 生 て 計時 天上 和 か 算 慰 恒 還 北条 情 中 馬 N へ 舌 邊 球 ツ 

へ 8 ホキ ビ ホ 胡 K mm 人 を こ 価 1 還 5EN 

① 媒 (モミ ) 総 (ほう 吐 ( エ ) 尾 ( 呈 ) 

を 宮 避 量 望 深 一 2 告 記 議 の 営 剛 て 是 路 画 装 庫 傾 導 、 地 
く ) ここ 

SO Mr RACofepWsees 


計り リン で 区 = つり 肖 還 EE の < “ 剛 量 舎 敵 党 本 っ 


た り 是 紅 開 "天下 < 〇 さり づつ 選 、 征 め 引 だり の いる 7 欄 さ ao 7 

の を りつ 上 映 1 過 馬 Ge 本 て 年 秘 IS ご 硬 福 銘じ 
王 選 ( 往 革 

還 直 党 々 く ^ 補 蒙 さ ルミ ここ 憶 劉 < 秋 堂 博 だ め 9 ら 心 W 限 所 敵 め の 民生 主 栓 中 年 尊 講 に K、 民 結 ゆり 遇 


6: 
晶 血 堂 ” 記入 く 媒 炒り 還 ス 庵 二 二 結 くり < ピロ と 当る ロビ 守 呈す 党 る 仙 < 違 の 准 ] 


緒 考 家計 年 衣 ( 叶 記 旬 貢 ) 尽 


織 宗 語 で 織 約 名 1 {の 


で べ 計 1 べき 箇 是 條 語 ? 閣 当 主 赴 対 N 中 る すく 年 まこ 還 剖 間 補 き 写 洋志 野 く 也 仁 誠 呈 で 


請 で 明 思 辻 さ で やる 家 め の 過 提 生 つ 呆 昌 中 > 思 和 生き 守る つ へ くし と 尽 
守り 近 人 当 諾 中庄 二 辻 , 介 諾 N 党 じ 二 生 " 氏 有 り 記入 
5 層 吉 障 N 全 っ つり めど 問 狂 く 半 雪 の 負 吉本 じ 生 当る め 最 拓 員 、 拉 結 つ 恒 閣 末 人 さ 
EEEYUWP た FU に に 二 IF 
凍 時 wwnkepaaerdihe ' 衣 還 伺 ダテ 抽 棋 り 量 滞 Q ン さる 継 連 人 る こり め 
委 当 きる せり っ あり つる つ S を へ G 菩 聞 麻 "吉屋 還 辻 た 人 捧 ご 名 
國 難 税 代 ^ 


川 式 や モ 
人 史 剖 て トペ 二 か KO 昌 家 NF 寺下 沖 相 昼 障 中 個 き " 昌 時 肖 
六 杜 ふ 彼 員 部 遇 計 選 中 加 都 K ミ へ 江 蔽 トミ 和 か 人馬 球 邊 剃 whT へ 生 王 人 NS 丹 


沼 、 丘 ) 


ES:MMMliuCS0SS 放 斉 O 角 m 下 思 N 軍 へ 択 べら 下 半 
ヽ 上 - マ ビ 息 謀 ト 右 1 ] 男 箕 邊 叩 / 下 所 の 眼中 析 * SS 大 | 忠 = 軍 息 中 
の い 届 模 や fm? 拡 経 皿 状 w 田 ^ 隅 へ 器 組 (二宮 ? 寺 條 培 1 再 年 邊 職 N* 


^ ふ くく 〈( 王 ) 


re 1 限 馬 ES ヽ 的 AN 生起 中 謙 庄 和 か 本 本 ヘー 抽 2 時 衣 麗 中 に 、 加 ? 


1 き ャ SN も:TS も 
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く ( 王 ) 


填 | 選 選 中 坦 ) 県 講 百 きか SN 隅 へ く 暑 の ト で 中 司 柚 中 婁 ささ 
息 半 橋 蝶 記 家 へ 師 中 福 w 坦 生 直 人生 四 還 畿 5 弥 科 へ 半生 く 下 纏 本 中 臣 き ? 


川 ( 斑 ) 


四 映 へ 還 仙 代 邊 和 中 過 9 慰 琴 燃 艇 怪 瑞 中 思 中 遇 伸 絞 NT 導電 民 板 ト 


4C8) 
EAANYNNNE を TIEE も 机 詳 さ ビ 漠 m= 提 固 
ふ ( 王 ) く ( 王 . 


meNIR と 江 皿 か 聞 Kw 燃 中 1 > 中 肢 突 KN 

⑪ 藤 電 寺 更 装填 造 | 陣 さ で 写 肝 拓 訓 首 国 2 ( 或 療 う 

ISTNJ A 昭 | 填 贅 

0 OKA 羽 半 前 唄 へ 凍り 宮路 く yr 計 く 半 還 

ーー ウー 半 押 中 仙人 綴 重 生 本 代 A 人 総 や 人 ES に 渋 軸 へ MD 
| べ か 寺 = ym RONAMwirtmoeiy1 
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叶 Kr 生 無 当 。 生 へ 部 か 症 SO 反骨 り 四 SO 語 筐 濾 隊 際 東生 暗 品 明 mW 介 中 境 吐 玉 加地 蛇 特 
抑 KJ1 

⑪ 9N 財 療 罰 十 ボ 恒 還 ? (名 ) 
人 科 HM 緊 へ 季 ト ムー Ko の は な 叶い 
式 記 > 下 時 へ 区 息 -K“ 講 到 選 所 総 べり 約 和 へ ^ 拍 謙 へ 諸 " 蹴 況 ヽ 閉 か 泉 下 Ah 式 能 肉 へ 志和 や て K” 味 
誠 * 否 明 人 無人 Fs 誠 へ 等 叶い IK? 交 N 雪 人 族 キ < 呪 民 9 冶 KAUT 吉 記 へ 契 U 毅 中 畔 前 へ 補い 


閣 へ 1 回 へ 膨 り NA 39 捕 上 線 骨 選 記 
善幸 東条 | 
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繕 束 旭 織 ON 包 十 1 K 


Or 表 中 人 い 後 くさ SS 表 服 景 思 9 頑 S 旧 < り 細 くく 臣 NSRN 血 箇 KK 判 編 量 部 和束 人 敵 抽 中 
上 NN 
往 >" 往 ^ 前 電 い 舞い ト 屋 基く ト 誠 > 押出 へ WI か 35 下條 只 統 1 へ 埋 り 机 本 時 の で 
R/ 較 突 四 へ 守 い 編 S 近く 更 能 血便 9 屋 征 要 ト 盾 藍 り 四 SO 尽 疑 へ 普 図 晶 へ 宙 い IA 世 り へ 款 (ゴト 軍 
mA 憲 h KK 選 旋 型 2 恨 7 才 に 下 S 才 +9 憶 較 悦 K イ マル 旋 虹橋 結 拉 へ 著 半 主 か SS い 写 沿い 連 
中 SA“E 無 9 図 弄 四 和貴 へ 麹 ト SRN 慰 息 へ 調和 Rh KS 閉 NS 閣 据 折 へ 選 過 宮 計 7 昌 携 新 り ヘー ト AS !| 図 
型 加 呈 ヽ 事 本 記 へ 謙 澤 交 折 や 7 還 へ 編 ら く 定 舞い 宙 統 講 
① 物 N 十 に 訟 秩 | 回 固 維 ヤキ <・ 法 や 十 ボ 四 親 望 ? ( 交 革 う っ 


O 球 計 / 息 へ 求 趣 へ 引 條 離 補 N^ 据 器 か 民 く ペー 人 NF ト 2 代 ee 
、 ) 委 要 UN 衝 く 提 へ 刻 こ て (上 中 導電 報い 区 引 > 麹 K 六 茹 NNA 雇 や か 4” 侯 
KS 間 本 へ 地 咽 い 税 へ 中 六 穫 KK 下 加 へ 長 ふ ? 

O 選 店 無 思 玩 記 へ 箇 衣 四 >9 間 娠 京介 AN 竹 思い 訪 皿 絶 へ 2 べ ー 代 人 居 処 人 か 東 S07 終 交 !A 愛 
人 Rn 5 赴 り 喜 朋 人 ホ ふ ー で ( 思 明 本人 記す 7 KS 宙 思 N 晶 衣 へ へ 9 帳 慢 へ 窒 " 腺 崩 へ 人 " い 人 
ARK て RIN 和 SS 箇 ト AS 剖 刺 り 拉 (NN 穫 N ォ AO 級 に KAONmBTSA へ NN 閣 起り AK7 潤 り 挫 表 
hr S』 忌 堂 K Sr 慰 涯 へ 章 へ 長 へ 1 AN 証 双 さき 選 へ 拉 還 >9 出 吉 加 い 取 す 7 王 選 へ 中 靖 尾 下旬 か ホ ポス 
計 。 喝 NAKSST テ 旨 1 9 へ 畠 問 誰か 9 導 谷 へ 旨く を 半 ト n 下 問 人 の 

紋 地 トミ 表 4” 導 右 NANA 感 思 り すく 7 澤 員 N 肖 KT 


隊 妥 へ N 雪 うー で CR DS1 思 NN 奈 長き 千 く 佐 衣 トト さく 宮 了 り 議 灯 KO 総 々 中 隊 裳 畑 瞳 いか へ 生 


e 


ココ 0 


_K テ 尼 ビ トト >9 


〇 O 貴 ふ 絆 汐 諸 退 ヽ 念 彫 ト EK? 半 りり 製 思 赴 り 庄 恥 思 店 り 海 証 拓 を 科大 6 王政 店 還 


飛 み (中 ) 


ヽ 選 -INNO 純血 所 中 IKAINSS 把 く S 環 トド や 上 孝 瑞 人 本 生生 AA K 癖 多 へ 政 ぐ NNAr ャ 7 生 
(月 ・) 飛 C 忌 < 日) 
SW ( ホ nO ペー テバ 必 当 Sh 癌 人 n 東 / 漏 か 枝 中 簡 机 へ DAAS 到 明か 7 因 抱 製 季 蛍 屋 浮 へ 甘 mARK ヘ ペッ 


く ( 記 ) 


KNK/ 器 中 へい 弓 NKKW7 新 昌 骨 す nz ! 抽 え >INNO 昌 計 堅 " 針 補 思 礁 S 交 りす 毅 か 表 編 定 六 
幸人 9 1 日 求 KS 固く 交 K 製 委 還 NO 笠 日 表 控 N 選 避 析 へ 認知 思 へ 韻 党 り 喜 ミ に 人 かき 茹 
ー で (ちゃ 蘭 SSK ミー ト ふ 9 束 還 趣 鐘 い KO 軍 く 稼 計 展 野 思 へ 細 べ 控 - 翌 り 窟 N 監 説 へ 己 弄 弄 ト ト 
^S ッ い 半 尿 紅い 呈 ヘビ トト 引 妙 へ 漠 骸 か 赴 KF ビ 7 角 く 所 机 AN 要 ふ 失職 へ 陣 条 入 償 家 
AS 困 N 抽 S? 服 > 暫 NN ホ KN へ 容 ” 如 軸 mn 宏 さ ー 唄 A 箇 赴 十 藤 KS 室 人 N 天 か 
① 瓶 Nii 填 1 喜 演 紅 1 氷 民 准 望 ? ( 議 避 う 

O 半 回 ふ * MMMUEAISLE に だ 連 
コ 堂 記 9 製 上 代 中 コ 季 へ 短 部 血 錯 か 密林 > 中 将 皿 條 艦 K 

O 東 紀 マ か 紀 KAPKNNRN KT 凌い 時 人 提 税 か へ 記 軍 光る 三 ヽ 咽 へ を ぶら? | 還る 三 ! 
近い 中 か K7 問 り | 中江 人 い 団 K 押 に ト 邊 中 暗 貢 りく A7 回 下野 天 り 畠 財 公 堪ら ビ A 編 NT 思 張 祈 定 宗 人 
家人 末 細 旬 り 坦 中 用 人 い 富 邊 りす 章 S7 由 <TN 障 て へ 血 り IK 民 か 中 純 S" 正 中 終 必 唄 か ド を か 4 生生 へ 抽 ペ 


史生 完 引 て ささ =? 誠 圧 際 ミ ィ ビ トミ イア 5> う ト AA 中 聞 人 訳 齋 坦 軸 加 皮 華人 町 絶 K AU 紀 億 自選 選 沿 


SS 区 へ 品 や SS へ へ 選 9 供 A 選 | 他 才 自 KK、 選 DSA 態 KS り 培 る 下 へ を SA Ag 憧 持寺 
等 K 選 1 必 >9 余 水 選 部 か 吉 K AN り IK 首 IN" 志 際 中 党 AKO 





59 


本 及 計 昌 織 約 和 包 二 11 く 


⑪ N 思 十 租 人 装置 四 更 主 " (て 祭 革 ) 
O 旬 避 人 恨 証 名 や て 交 尿 当 当 KS 閉 拓 SU 間 生 N 幸 べそ 中 公共 N” 民 龍 判 ヘッ 公 り トド  N 宙 議 へ 演 
的 くさ ミ ビ ト AA へ AA 抽 ヘ の 中 へ > 時 ( ト > トー" 所 KN N 利 を oN 明 着 > 瞳 い 無い 7 週 へ 中 織 ト 
S/ 選 赴 業種" < 伯 N 埋 AO 門 り 計 還 年 1/ 宙 下 1 年 国 本 講 ” 交 朋 か 詞 へ 観 へ 大 失 昌 へ 時 選 N RS 誰 震 
に 人 
へ 霞 N 舞 So 記 得 紅 い 細 ツ 中 採 へ 呈 人 る 三 ヽ 細 へ 補い 民 り 槍 さ 7 画 宮 部 団 へ べ 緒 穴 衝 稚 か 紀和 宙 江 薄 計 
へ 閣 名 座り 如 KA 人 明か 


① 9N 加 年 叶 拉 謀 ポ 鹿 記 半 店 等 球 還 5 ( 猿 基 ) ] 
@ きま ば 〈 や ) ( 明 ) WC せ ) を () 


O 時 計数 に 当て 求人 ト 剖 人 理 meN 半 さ 9 所 境 招 要求 か 癌 1 人 か 交 49 嘆く 悪 弓 へ 水生 幸生 証人 証 
< 机 り 疑 NO 嘱 主 炒り 叶 県 " 介 中 水生 舞い 近所 かい 癌 AN 繋 り 叔 へ 球状 邊 か 計 KT 

⑪ 療 秩 半 理 償 己 鉛 か で 語 さり の ロ 昧 対 @ 細 ビ 玉 に 唱 稼ぐ 打 素 倍 mU き だっ 9 谷 で りつ す 愉 衝 く 公 全 人 屋 震 信 状 補 栄 竣 逢 疾 こ ビ 

震 墨 守り 守 選 りー? 

⑩ 曲 ま りつ り 近 経 宮 G 玉 ば 中 幼 宮 攻 宮 帳 め か 5 思 剖 避 球 記 較 で 7 ( 角 玉 ) 
O 尉 謀 / 衣 記 ト 夏 型 hRNmmN へ 直 -K9 坊 K ミ 店 N 責 2 振 人 か 癌 へ 抽 和 7 引い 配り 紅 人 IN 窟 
語 い 比 K ミ 記 置 判 へ へ へ リ 栄 手 苑 人 い 舞 Sm テー ムー 二 さ 7 R 王 三 軌 ^ 写 べ ヽ へ せ へ 固 富 KT 公 A 9 抽 定 
水引 素 電 い 無い 打 か ト 坦 吾 り 限 ミサ ト の の 東 誠 「 王 間 上 W り 新生 下 王 過 司 村 幸 昌 か 隔 い ヘ 
和え 麗 下 か 求 選 絡 責 景 選 ト 公 全 を 間 褒 遇 門人 2 エ 三 胃 # 台 人 中 羽 判 リャ トッ て 中 膨 箇 AN 「 管 党 守 
mm 求 震 千明 中 維人 ト 指 中京 NKKS 麗美 K 写 り 敵 KRK 帳 韻 條 肌 へ 氷 中 ARR 呈 踊 画 人 」 


隅 き rr 居り 間 NSK 足 和 KW を Ri 回 KA 飼い へ 所 現す 前 和 か か さ ミオ 半鐘 枯 ト 骨 NR 僅 后 
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、 EPS ア 層 rd 


史 ) ( 只 ) 
く ス ヽ 湯 INN INKNRI 倍 K 生 トト で (mW W 生 AN 才 NRS 醤 AS 的 TSNKO TERRNITN 可 当 


さい ト 寺 生 ミ 下る よら へ 9 還 中 机 N 還 (9 逢 MKAS へ 紋 店 季 明 閑 へ 9 
@⑱ [ 守 叶 m っ RF 当 品 四 韻 還 十 や 凡 垣 持 和 0 軍人 年 9 抑 品 定 攻 愉 国 思 穴 得 ビ ぶ ー レ 1 人 舞 49 
詩 コ N 記 KK 選 半 的 1 K ビ 費 己 "て 半 ) 
に てい ほこ を トド NF 居 1 ぎ NSNNvR P 玖 敵 「 ロ 」 問 拒 


講和 Na 主人 、 拓 さり 電王 さ れ マビ ト 9 人 人 、 著 や さい す ミト 


求 圭 NN 栄 き NA へ SO 貴 外 下 突 
① 生生 
史 福 に 刀 手 G 避 日 辻 昌 つ ? を 抑 還 思 誕 ロス で し 避 舞う ( 明 革 


O 宗 雪 ” 完 演 況 己 地 違 常 区 簿 SRPM 員 N 絡 親 NK SLA 下 へ 


KK へ 人 

給電 衣 | 約 押 党 ホ R 交 KO 
球 辻 ′ 圧 8 1 下 NRN” 呈 府 へ 所 橋 ! 家中 悦 瀬 こ そく 胃 絡 控 忌 角 1 mnN 求 血 か 東 S 1 且 Kー 
IN さ “ 〔 
舌 計 1 的 半 守 か SR ト 線 KT 
た Moia に MMUIAAENS 
K 寺 穫 1 60 先 人 NNS ト 9 
堂 科 へ り 持 和 NT 党 り 記 醒 区 へ 問 瓶 一 証 " 品 か" 

⑪ 穴 四 へ ヽ 鍛 計っ 慌 ホー 半々 約款 箇 況 屋 遇 潤 因 完 金 屋 ? (名 某 ) 


杭 宗 ポ ぎ に 人 ボ 
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弱 事 束 対 d 活 Q 思 填 11 1O 


革 等 語 1 弓 綴 入 ホ 下 欄 KS 


ヽ C は を ) 
詳 り 地 衝 り N を Oo 閣 志 / 記 ご 長所 思 末 計 へ 部 凌 人 か 也 NR 詞 SK 放 11 填 個 敵 ( 所 千葉 本 利 K ミッ ト 


no 志 深 S 呈 題 局所 店 加 知人 頑 り 計 K7RNKT 
① 王将 舞 湊 庄 式 ^ 総 1 類 に 遇 中 十 や 堆 澤 ボ 東寺 @ 中 肖 w 丘 軍馬 な 王家 容 甘 め で ら 祥 電 終 更 十 所 般 2 (新式) 


武 且 区 1 ませ すか SR ト 徳 K 
人 全 輸 ( 朋 い マ ) 


結 記 二話 中 穫 還 抽 回 押 要 中 N 鉛 也 本 選 澤 紛 相 六 還 選 神 池 押 缶 中居 拒 さ 弟 中 志 玲 
いま を NII 
紅 親 横 組 恋 | 移 者 寂 ト 秩 KO 


⑩ 
雪 NN 糧 Ko 坊 革 に SS 未 り 0 羽 震 邊 半球 幸 国 李 さ 掲 二 N 赴 NATN 吾 No 款 時 軒 SN KN 天 KO 
⑲ 
激 曽 へ 語 K 只 受 七 よ NK9 最 ミ 箇 更 公証 
⑪ 黄 権 Q 抑 軍 っ 抱 謀 幼 各 次 GRG 地 りつ る 明 ひ つこ QG 明 つ 9 雷 つ コンピ 紹 交 交 還 展 詞 9 


⑳ 下 抱 拓 六 野間 区 で 赤玉 つ つ 交 泉 ぐ wm つつ 6 さ ? 弧 生 費 請 ? て 競 基 ) 


(失う 
KR 下 好 ゴビ ゥ SS 癒 填 質 ( 宮 ) 


時 至 和 前 拉 や ハビ ト 宮 KO 祝 困 生 三 過 へ 庄 1 下 49 細 り 測 説 甘 「 屋 へ 7 絡 ト 還 ヘ こ ト ム 和 


篤 択 - 旨 > 恒 へ 回 ヘー 柳 K AF 旬 り 末 本 人 拓 SNSNN さ ミー 人 Rn 麗 東 誠 四 和英 選 り 息 か や 
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宰 押 | 理 
FE っ ド さく 


に ささ 


①⑪ 時 電 品評 ロロ ロ 叶 区 羽 GK り 半 G 作 析 人 鍋 角 條 5 ( 欠 居 ) う 
昌 祝 提 1 
NE さい | 


@ 
雪 記 持 束 


選 】] 息 く 記 で 交 い 寺 N 穫 ト n9 nA 人 へ 1 世 咽 K" 

⑪⑩ る 購 き り 雪 壁 感 り Q11 析 ど 江 補 凍 可 人 や 開 の 和 を 加 杏 吉 Q | 内 玩 更 和 作 十 寺 拉 和 朋 紅 ぐ 丘 り 要 5 ( 角 革 ) 
党 社 | 
当り 垣 > 午 NS 変 ” 縮 知 へ 悪党 的 SS 国 ト 丁 上 区 り 郭 ww” 昌 計 誰 K AS 抱い 江 S 人 私] 絶 と KK 

き 秩 祭 較 泡 論 モ ご 湖 旨 尽 っ 起 総 中 己 叶 半 導 超 東 装 療 旨 1 提 玉 マ り っ 浮 所 の 鍵 opG 滞 づつ 9 ( 況 癌 ) 
性 宮 へ ヽ 走 抑 因 放 い 午 中 JNN 机 Ke ) 還 倍 へ 中 消 か 陽 へ 2 競 く RK、NN 県 記 層 宮家 玩 二 箕 爵 へ 製 寺 
人 aw 衝 り 笛 足 六 履 へ 重要 かめ りり roP 920 
い 机 N い NN mn 僅 N 還 細 想 い 還 ふさ ス トペ トー 求 詩 KK 昌 中 へ 午 り 再 人 か 本 く 編 咽 家 べ 谷中 敵 座 り 悪 中 
営 当 鹿 宣 へ 選 か 衣 S/ 他人 穫 イ YA 野寺 へ 席 由 民 て 7 洋 範 折 か 家 ツ / 凡 研 へ 組 人 A 和 や 人 徹 泡 呈 トル 
No 


拉 冠 求 に 公 】 ] 


ー ーー ーー ーー ーーー モー ニーー oz 一 ri ーー ーー ニー ニー ニュ ニー ニー ニー 
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給 ポ 記 培 織 9N 販 十 1] 1 11 
総計 戻 逢 宜 に 官 中 
コー に ttcN の = よく ) 
市 筐 神座 1 中 町 年 王 地 亡 足 ( 選 ・) の 選 宮 () 装 と 縮 紀 > 巡 ふさ ( 邊 ) 
幅 十 出水 宗悦 還 式 宅 国 品 苑 末 扉 甚 民 恨 * 認 世 磐 柳 N 
坊 祭 家 (ご ) 


⑪ 普 全 ぐ 忌 謀 功 裳 皿 朱 組員 装 召 所 無 測 民 さ っ 9 丹 肖 丈 宮 央 戻り さと ビ 器 つの て 菊 守 う 
〔 入 東栄 上 W 程 製 涯 年 所 S 思 ロリ 電 更 定 要 共 響 か Q 計 S「 装 趣 球 ざ 具 笛 」 半 記 回 斉 か 7 て ( 交 癌 )】 


( 有 補 ) 
演 旦 彼 赴 WI 対人 営 

忌 塞 求 計 QG 記 りく り 部 千軒 完 で の 肥 ぐ OS て” 忠 忌 り 球 笑 札 く 了 K た 点 | 寺 G 交 "ご 下 底 1G 維 る て 中 
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宇 ポ 江 混 密 土 十 | 加 堂 と 基 接 東 詩 G 距 絡 紅 "ミコ ン ネ 歯 拉 G 燃 り 填 家 っ 9 リス ロコ る 状 社 臣 @ さ や ビー ンジ 
こま ここ 際 本 らい 0 
Q 補 る で 各党 つ で G り りり 避 や 夏 5 リス ピロ 代り 商 福 紀 呈 や つり 社 野 誠 め 選 つ 。 由 始 り 著 く で 捧 光 介 
つっ < 二 S 計 丘 コ ン 攻 で させ 雇 ぐ さや ロビ 鍋 で 欠 加 ボ 守 ぐ GS 基 贈 や 杏 る り 前 G 宙 ツン 矯 き 会 誤り を 
閣 つ じゃ ぐり 舞 ぐ " [ 
。。 陳 届き 家 せ すべ 下 窟  . 尋 刀 匠 裕 
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/ 半 章 せ 所 環 求 寺 き 直 だ 家 ・ 下 寺家 ・ 区 応 癌 ・ 区 に 家 記 悪 結衣 や o 料 民 り つり / 組 得 家 可 
re RYAN 


絢 


で の * 


朗 思 ご 互 こ り 褐 球 つ 泡 組 つや ぐ 挫 革 や 馬 虹 つ "いり 羽 埋 G 表 や つい 1 忠 室 骨 ご ぐつ 人 S ぐ 電 ロ 環 器 


つや > ら 5Q で 9 
、 交 昌 で 総 暫 どじ 拒 思 や もぐ 肖 雪 ぐ 箇 変じ いか 往 析 くべ G 編 施 史 垂 記 つ " 午 世 移 G 記 不詳 くり 編 
MG 夷 きつ や っ 9 端 ぐ の DS 境 き 雇 w 拓 G 長 つ ? 


六 忌 字 部 扶 尽 本 某 % 三 東 誠 李 編 "% 屋 三 東 装 央 突 
居 弄 長 味 表 プ | SRK 羽 邊 肖 人 立 。 用 叉 思 . 
SS 抽 疾 作 半 。 畠 現 記 。 尿 外壁 生 


ES 
要 。 者 層 軸 概 芝 疾 束 誠 還 W 如 
KA 


鹿 己 末 「 
。 芝 軸 品評 喜 皿 群 人 や 圭 も や や oS 無 填 愉 o9 避 る くり ロロ 時 各 引 SwG 下 蝶 志 召 骨 は 2oQ DS の 和 
^ 思い いり 回 ふり 0 る 息 さく)」 と *@ うめ 抽 9 め ゃ 最 低 放さ SQ joQGD つ ゆい < 
ez Pe 


? 貿 便 幼 雪 さっ 下り 弁 軍 農 人 る 人 つり 人 zo vS 折 っ 
to の か 7 TYP coo 選 G 誤 さっ 講 衣 
上 re 導 穫 G 午 組 Q 長 5 吉 


に で と こま 人 本 ゴール こ に ささ | 


に まっ いた 11 


ン ニ ロリ 秋 mo の DNS の SS で wS 器 問 ら 舞っ ら じ | 他 吾 や の 7 記 い 区 S 拓 人 S や ON 
0 ae り ・ 


1/ 釣 地 叶 と し Qg り DS 選対 補 蛍 辻 議 家中 列 戸 党 ペ 徐 RS 会 党 ビ ー 臣 避 党 表 回 十 1 圭二 | 忠 
藤 詳 守 K 夷 王 宙 家中 つ 王 AO が RE かよ サー 

に 補 すこ す こす こと い Ma りら 証 束 m り の 移 直 り 閣 館 つや Q つの G ば っ? ポ 垂 着く 綴 湊 だ ご ドッ とら "5 | ポ 素 
宮 只 | 記 守 や ぐり 昌和 G 引 失 だ だ うっ つめ 和 家 や な 5 を 所 G 記 水軍 つる いり 遂 ご 6 追 


起り の や 補っ" 

1/ 曽 S 守 S 笑 記 意 玉 素 叶 肖 ポ 束 寂 自 工 ご 吾 や ma さり うけ の SS の 代り / 避 り 長 で 最 征 泌 ぐ 層 圏 突 
たら っ 2 呈 呆 燃 守 当 | 素 誠 送 」 ビ 響 や ぐつ の QS PS か の ロ 編 肢 づ おもう 
巨視 涯 様相 弟 実 宝 光 ビ 洛 つじ 緒 窟 記 邊 や 赴 や ぐ の GS 史 響 や ” 詳 に すく させ いかり ro そ こ 
ww 表 斉 課 源 」S 王 球 り 引く で? 環 問 記 統 11 届 eer か eS 選 つ 
「 表 主意 | で っ 寺 党 や ぐ の Sp らく め ゃ に 四 G ぐ の oS 人 SQ の か ) や 本 つり 形 剃 G 細 下 ご 座 
eoQ 加 ち や っ 9 中 給 肖 人 宜 素 装 王 べ 穫 鈴 幅 遇 末 束 SG 放 固 ご ぎる で " 

1 / 和 送 せ ピ 層 還 ぐ 半 脱 ご 強 つ 震 志 世 ピ 先 家 で 祭 姓 洋介 こり を 完 ぐ ご さ の あり " 品 ら ば 
ン S 改 謀っ <? 

副 皿 や ぐ 記 終 さ た 衝 論 惑 選 る 旧 茶 党 定 語 で 「 三 生 エロ 必 栄 画 剛 じ 溢 虹 菩 天 画 絶 ぎ 穫 押 虫 吐 


「 藻 求 幸 」 広 八 S 王 己 避 隊 中 」 古 准 で やつ" 衣 映 ご 中 和 や o 品 自 せ に 突 臣 告ぐ や や 電 遂 一” 江 天 「 
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補選 守 講 り 療 居 や も ぐ 華 だ G 団 せ 岩 式 握 G 誠 時 や 程 隊 革 押 失 衛 燈 岩 上 「 法 誤 求 計 」G 11 柳 選 剖 手品 答 


詳 邊 S 記 り 父 で 1 さ WS 皇 装 破 決 つ 回 い 品 眉 人 SoQGE い うり 5 電装 摘 人 長 くだ で 9 功 管 
抱き させ 叶 牌 填 1 き 光 人 く 筐 水土 損 ご 吾 嘱 り 軍 や つ 坦 ” 状 宮 芋 選 交 苑 避 感 后 G 隊 如 移 二 克 で や yoG 
りつ ゅ ^「 曽 NN. 訂 才 GS せ 各 表 次 品 区 画 赴 迫 問 午 右 天 感 べ 算 補 電導 二 だ で つ 据 握 王 避 答 軸 
Sm ペ SG 層 坦 や 喜 党 こじ 腎 各 東和 や QoQG DOW 往 四 長く や や oQG ロ つり ら で や で 回 租 Sw 秀 誠 
けり 恋 " 

WHO 

し QoS ば な つ 倒 " 王 器 据 籠 上 合 密 得 填 11 生 快 前 択 料 G 表 玖 り 匂 区 つつ 

誠 NeNtS 人 幼 家 倫 @ 貞 党 る 三 案 ご 直っ つ 扱 各 昌 つつ 軸 の や 9 oS PMS 
昌 補 記 っ ふつ jj で きゃ? G 宮 涯 時 箇 由 千川 年 天下 持 過 い Q hG 相 給 る "町 〇 人 


思 つ 滞っ や oe ぐ っ ? 

。 志 己 層 園 革 ( 党 )G 交 想 史 下 G だ Q8” 拓 望 | 洋 柏 球 穫 」 あ 眉 生 ) 

。 宮 世 朱 証 さ 鹿 生 崇 記 財 ぐ S の S 人 SS 本 イ リロ 時 垢 G ポ 2 吾 航 ロ や 営 り 電 回 

く 

。 玉 所 王 器 入 wG 半 泡 銘 ぐ 鶴 や (96 2 較 滞 (『 <) め 懲 亡 あ @ 后 「 翌 9 2」 め らく 各 括 沿 p 
次 と 記 甘 店 肖 生 応 当 得 ・ 條 穫 ポ 地上 ・ 下 迷 鞭 ・ 記 舞 店 対 昧 < 器 本 人 時 湯 的 士 や 絶 器 川 舞 親 
$ 折 1 填 惑 季 1 牌 串 S 泉 所 は 苦 G 棄 り つ だ J で る 2 虫 揚 窟 拒 和 R 還 で ゃ wS 配ら 欠 


材 幸 記 邊 寺 甘 市 料 完 放 


で N 


1 


紅 示 装 電 線 SN 思 生誕 ェ 
ら / め 足守 款 コ 箕 寸 回 宮 牌 迫 堂本 や 握る 際 守 中旬 凍 傘 回 問 肖 器 介 所 ・ 屋 主 帯 有 刺 ・ 党 弄 朋 呈 ・ 下 半 
絶 冨 攻 SG8 小 的 S 挫 衣 S 征 べ Ge 拍 安 G 革 保 り 嘆 玉 き Q 避 須 め 入選 移さ つの 長 洛中 @ 刻 幅 
S 征 四 ら ご コ ゃ いり / 凝 こ VS 串 泡 や 上 や りり 空 や っ 織り 起 和 つ い 貿 舞 G 机 や 失 


ば 


還 記 還 m] 品 き | 世 モ 出 る 三 神 宅 祥 玖 常 





交 福 羽 幸 還 果 絶 当 思 二 


堂 宮 団 震 衛 簿 
1^ 名 寺 に S 宗 隊 や で m 


(X 代 輸 ) 
祝 臣 写 完 電 県 帳 
と き 還 で 思 江 で 応 | 皇 味 
呈 革 上 や S 応 “ 下 握 王 三 営 球 
ーー 
所 羽 志 べべ 窟 や 民 や 当代 定 
En に を 0 民 定 


が ボ 人 SA 
設定 Ia 思 か 

に に こっ に 0 で 
記 室 し 交 に 直人 記 和宏 
ぶ 角 富 固 き 選 口 著 沢 徐 抱 


に だ = こと トー や ミニ た = 
OU 
に で ここだ = me 


| 
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冬実 認 電 軍 的 N き 十川 11 


長 藻 告 区 加 札 守 和 し 
処 田 川 | 軍 汗 
由 口 千 を 
王 則 斗 柱 日 記 全 馬 
間 を 交 め 6 
前 I 層 持 


( 胃 学 ) 
ea 選 垢 品 牙 留 骨 を 互 臨 戸 深 ※ 節 軍医 療 ? 唄 り 皇 い で し 晃 対人 本 ン 鍛 凌 だ り 祭 本 り の で だ Q 電 果 選 7 
器 縮 生 当っ の 窒 当 札 寺 叶 帳 G 人 ビー つと 計 日 委 の 2 っ (ご 部 球 補 つ " 窒 当 征 ご すご 錦 如 三 下 家 世 宮 当 さ ー? 
0① 「 や NN さす 玉 ミ ホテ ーー" の 内 人 Q9 三 S ゃ 所 書 め 士 青色 泥 ポ つ レ ミッ ダー だ で 吉 議 仙 舞っ 7 
⑩ 迷 ご 相 長 佑 ぐ "9 て 窟 且 号 も 詳 互 次 電 還 軌 普 民 吹 詳 ) 
全 儲 肖 中 時 時 寺 畠 雨 2 【 過 記せ 鋼 だ S 当 の 県 じ S 詳 お? 味 織 貴史 せ 懲 王 さ に 量 べ せ 長 店 品 % そ つつ か ? て ( 六 部 )) 
代 を 避 示 で 素 窒 代 交 
肝 粋 た ご 愛 必 千 ど つ し 庫 内 きっ 居 っ 。 四半 末 震 さっ つっ 案 だ で 想 鶴 ピコ レズ 招 さり の の あじ 制 策 條 さり め ン 知人 球 つ 選 
つつ eS っ 9 系 長 準 尿 癌 る ( 鷲 衣 ) 琉 応 ソ つ レ 井 半 だ ー? 宮 の 肖 輝 寺 福 疹 つ ^ マ 定 貧 交 つ レ 准 営 交 綱 社 つづ" 部 マウ コレ 久 で 人生 7 の 6 人 筐 
引 つ 東 記 舞 守 某 旧 "用 り e り 祭 台 り の マレ wS 名 〇 なつ 2 上衣 G 長 評 球 装 交 四 り の SQ 公 ビ 視 束 人 か で 帳 W で つ の 
漠 記 
甘 月 惑 召 記 問 凌 た 時 で の や ー 尻 者 震 葉 詳 征 、NS 類 自 芝 中 一 暫 思 ロビ つ レビ 、 写 問 訪 " 内 尽 ご ビ 窓 中 つ 皇 弓 団 ^ 多 召 記 胃 り 幼 送 電器 
桐 相 KK、 起 、 さ 直前 素 王 突 芝 すぐ 拒 守 を 定 思 活 因 選 半 記 詩 S 冗 ( 邊 っ 室 つ 連 ぐ " 症 回 尽 疾 る 訪 ポ 求め 号 写 甘皮 り 写 つ 回 め 光 つ 5 て ( 栄 
制 導電 ) 
( 玉 部 ) 6 
送料 閉 補 り くさ ビ 軍 去 つい 写 器 所 夫 り 球 記 互 板 設 宮 G 記 生 せっ つ ビ すご 害 や つり っ 49 時 つら マー9 を 帳 員 年 N 選 
夫 織 才 半 た 番 玩 思 宣 党 人 吉 和 屋 等 ご 「 っ こ 肖 





ー っ 


則 間 。 潤沢 


で で も ヤマ で 


。 誤 選 写 IN 選 還 SG 千 泡 営 思 衣 や つべ" 層 過 縮 @ 坊 編 人 だ で の か て 抽 べ 更 交 巡 畑 人 の が 6 はめ 
時 YO 
SE の は っ 9 旦 由 SG つき ざる 8 や で で りう は の 介 革 ン 時 G 骨 季 じ 8 製 さ 換 合 りり づつ" 測 部 二 
BS る 守 S 寺 さと リロ” 王 避 要 忌 り の ペー リロ 沿 呈 のり 編 さ 呈 か 7 介 首 G 恥 ご だ つる ゃ 48@ で か り けり 多 守 
nw で べら 菩 守 つり や だ や や りや で 9 SOS りり め 村 ご つつ め 8 倫 の 呈 記 衝 … つ 信人 の 93Q の ウン Go 写 人 S 


aw S 演 剖 っ) 忌 mG 違 品 め の り が 6 合 恩 つ や zoG 党 福 油 投 は で 7 上 和 やき りー 各 ペン 想 で や roo 虹 
つい 1 避 S 紅 る ら な る 細 や ば つや り の 948 な の が 7 重 震 中 尽 じ どり 外 党 の 全 Q 衝 で やつ 全 2 の 。 間 全 の 合 全 
人 べべ 伝導 注記 次 學 十 5 や) 

志和 医 選 叶 惣 や ロロ < 当 秋 求 屋 家 回 NN 還 舞 > 避 態 利 QG 能 只 で ? 時 の パン ピ ワリス ロ く 婁 鈴 つり 与 の ン | 凸 | 析 


員 剛 半 蘭 才 入ら 江 や さ 湖 舞 | 


/ 聞 ” 世 宮 ぶ 計 葉 宏 ・ 福 時 時 や 連 呈 量 窟 栄 、 党 つり 振 滞 量 維 届 違 て 黒衣 給 つ 合 ” 選 り 8 chAAN 皿 
ロ G じ 剖 姜 つっ ? 宣 癖 誤 、 * 維 G 地 や 名 浴 応 く 呈 細 肖 直り 沸 j (に 所 
尿 幸 還 選 二 所 等 号 翔 容 G 岩 S 画 いり 量 部 護 % 写 で の 鳴る 絢 や 下 や 5 紹 護 や 味 2 
な 
り 過 や っ ? 宗 叶 量 組 じ 量 問 て 9 

① 情 演 ロ 「 幸 き JQ に [コレ Jp「 で レ ]@ 畜 雪 w イマ つ 9 
・ 宗二 午 半 出世 く 捉 生 り ] 和夫 


営 都 羽 記 緯 季 才 
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可 事 理 用 更 民 華 昌 即 


な ん の 翌 は で や / 忌 岩 宇部 で ささ ン ー 拓 量 雇 殆 さめ 忌 、 細 きり 走 軍 製  K 尽 めで ン 症 演じ に 芽 絶 央 野 腕 
殺 負 〇 で 下 人 ifD ( 皇 定時 導 王 ボ 装 委 太 に " ポロ) 

AU 祝 ッ ピ 洛 大 縮 記 記 寺村 思 硬 家 RG リタ ピロ つ レ 還 民 天 ロビ 葉 yoW マ 一 ? 二 す 汗 話 補注 台 豚 夫 評定 ポ 社 電 生 で 所 さ リ ( 問 ネ ) 

1 < 十 | ロ S 抑 求 岩 次 二 の 人 S めじ 絡 穴 入 人 で OQ? 所 G 胡 店 喝 窟 申す る の 較 光 邊 況 守 全 で ば 滞り や” 沙 全 麗 
や 償 記 うめ 息 ) ( 尽 ヨコ 十 じ ) 

⑳ 人 人 詳 ご 交 じ ビ | ご ロ り ピ 交 若 に ら 括っ 当 喉 幅 祭 る G 緒 G 千 だ つ GS て 導 革 ) 

1? 昌 寺 缶 / 王 三 提 中 や べり 正信 だ ぐ あ 求 岩岳 北 療 会 四 Gwy だ 5 家 定 S 措 和 富 所 だ ぐ コ 
っ っ o 遇 合 つつ か の 計る の 中 台 9 可 式 電 さ ロ 二 hGK に を 国 ビ hG 記さ つる の 邊 きる つ ? 長所 っ く 史 

Cg 届 拓 (と い は で め の 。 手 さ 拓 が 還 団 迷 G@ て つ 9 己 り 中 ぐち り 奄 謀 セ くつ ? 刻 G① ち 観 選 ? 

「 ( 尽 ヨ 東 麟 江 選 閥 埋 中 ^ K じ ) 
計 人 リン ピロ 東 計り 率 (で ご 葵 守 三 革 芝 つ ^ 請 め ご 写 ミー 繕 者 東 対 半 革 て 放 さっ 9 に NO 療 (9 ( 宮 ) 

本 求 癌 ^ 貞 り 素 請 ポ 各 る 王手 る 弧 | 激 じ り 紳 FoG 閉 く で ? 編 衣 部 外人 だ 飲 紀 つや だ QOS で 愛光" 
洋 天 S 拓 信人 で めす コ ゴロ KG 人 つの めじ" 編 震 り 柏 全 負 離 負 で 有 つ は Mi て 必 コ 生 宮 ) 

1 虹 還 。 求 財 演 還 結 さ G 妹 で で セ " 燃 ご に 、 沿 : き 王 ) コン 示 エ マ 門 量 給 ぐ ^ 中 り あっ し 人 せ 且 式 ” 填 
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ら ゃ 持て の 避 は っ ふ め し 7 避 既 や 主 め 忌 写 つり て 総記 則 | 詳 置 束 演 諾 党 Q 明 提 記 ご 堪 ) 

( 埋 還 ) 重 四 宜 塞 写 晶 財 前 ご 装 ぐ 大手 尽 っ 

革 回 K 装 吉 記 ( ロ 千 ) < 
細 ポ 王 完 祥 定 ぐ で 記 誌 ミ ビ つ レ 恒 回 半 只 Q9 画 演 王 叶 閣 求 対 民 ( 聞 マ 折 人 9 窒 油 長 還 人手 商 時 RE る 散り 明り つ ピ < 


生き さき 二 くじ 三 近づく 計 還 io 上 e ポ くつ さこ NN SSD 電 加 も に E 語 細 選 馬上 E 騰 コー 次 良 欠 る 容 肝 前 帳 科 つ レ 茶 G 僚 隊 貴 飲 に め べ の 
ャ ーー 交 き 1 で ニレ デー" 周 ゴ こし どど 介 記 下 定 ぐつ 9 K 装 吉 記 ポ り 開か 藤野 Q 周 不 抽 やせ さ ロ ウン カレ 高 思 る 窟 ロ 弄る だ あつ 公 

を で G そ いひ EK 購 き ^ の 凍 ご 筐 貴 記 芝 態 つ 千 如 居 つ 乾 尾 計 下り 仙 ゃ 9 
いひ 党 選 詩 走 昧 中 や 社 畑 ぐ る 守り 陸 表 めく きめ りり の Q 色 つう 訂 県 月 鹿 め ヨ 窒 思 環 り QR 誠 ご 了 G 列 首 1 粧 入っ つ 9 当 Q 翌 打 抑 吉本 な つ 
70 ベビー ピー 財 呈 叱 計ら 筐 奄 絆 めく QAS っ 9 拓 拉 己 聞 め 穫 つ じ 醤 く 畑 吉 弧 良 や っ 9 ロ 語 ど 訟 旦 G 箇 つつ ど 当 ぐだ ピーク 


> っ くつ" の 妥 を 共 守 探り いみ レ 言 ン っ た 導 悪 る Gy が GS つ 9 て 器 当 ) 


溶 丸 求 対 艇 午 
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失 悪 鹿 軸 思 包 千 1O 


TB 


1O^ 口 管 毅 肖 @ 訪 窟 > ピ 


a マ あの DJ さき つめ りら て くめ っ の 7 朗 素 S 常 語 る り 騰 ン ポ 幸夫 くべ や 組 王 や で 的 き 生 り 央 9 王 ロ ら 。 
8 店 計 壮 同 察 いい 当 が を 9 計 寺 戸 嘆 証 療 や 家 直 り 湯 の 毅 @ 持 潤 1 下品 志和 型 ぐ 訪 千里 癌 宗 ご 選 
っ ^N 員 座ら 比 〇 だ っ の 9 間 り 天 S i 結べ や つり 窒 K 人 や 届き め つ らい oo さら "中 る ペロ リロ 無 補 や で めのう) で 
りつ し 紛 る 族 前 四半 漠 S 意 慰 引 着 和 りつ り 鍛 宝 や < の ン 宮 っ の 人 S@ ロ 間 選 っ 9 の 有志 さ 吾 編 S 定 芝 下さ 
2 AD99 の So 妨 課 洛 人 の 廊 恨 間 さ 党 り る 把 宮 選 商 か oeSND もっ の 守 " 不 回 十 條 党 寺 人 
素 ら 間 ら つ 紀 " 尋 人 提 表 の っ 6 各 衣 谷 で じ " 押 叶 りさ WG 骨 誠 や 弧 こ ぐ 頑 る 人 つ で で の ぐり の さがり 
科 ら し 串 中 給 さ 時計 定 る の 欄 語 前 つ 匠 * 還 や の 身 持 畠 つっ 否 十 11 竹 ぐ 合 時 京 別 器 ご 島 と うり S ロ 
語 G 引 や ぐり め 本 の だ 必 弄 じ いぶ 尾 瑞 寺門 記 や 所 埋没 の 午 表 さり の 人 め 井 ン 写生 きぐ 辻 
品 を 6 本 品 半 Gm で や 所 ぐら 間 っ " 茸 箇 折 舞 合 ゴ 11 志 G 利 起 や 癌 球状 材 和 や くそ 6D 介 の 人 を を の 近く 
細め SR い 宮寺 幼 ど 語 思 つ だ っ つっ / 純 析 や 直ぐ 理 せ め っ か 2 唄 ビ 祭り 畠 写 戻 定 折 征夫 朝 ビ WS 起 得 宏明 
つっ つり / 表 品 装 G 景 み 話 息 和 や 直ぐ 間 さ の" 

雷 和 せ 下 直 開 製 電 や @ 避 や w 雲 つい 半 S 守 委 痢 寮 や 下 で 全紙 "生田 昌 話 押 や 遷 守 セー アー 

4 韻 Q ン を 6 め し 限 思 S 王 時 弄っ 回 ご 三 や 工 じ 11 昨年 反 醤 因 負 @ 放 SS リス ピ 応 陣 突 

風 設 らく q 季 @ っ 9 利 吐 清 S 誤 淫 ご つり 晶 連 や の ヨー 思 だ る の ぐり のり 8 足 め の 。 を WS 近 の だ 

つ 1 慌 さめ“ 

避 必 @ り 龍 油 S | き 晶 細め つり 千 宏 毅 定 や ぐつ SG ビ 人 QS の や の らく の 「 哨 合 く JS 控 況 合 居 翌 ど 芽 
pvQ 口 年 洋 あり 紫 己 紅 器 や QoS SD の 全 因 めく 会 ご の DS 「 


eo ーー 3 ag 2 








0 本 ぎ きも 


| 1 ロ 征 球 Q 肖 で 


思 望 鹿 ポ 素 避 環 旬 さ 下 に そ る ポ 堂 貫 ロン る 疾 球 せ 水 誠 折 算 坦 中 軒 農 志 G 燃 じ 〇 つり?" 届 さ 装 G | 統 必 生 
<% 9 

己 SS | エ る 枯 所 ロ 豆 いり ロン ′ 直 応 契 な の の 衣 邊 ぐり 硬く つづ 9 宗 還 と " 公 で 人 や" wS 組 
赴 和 所 加 理 り 層 や ぐう 選 守 倒 9 昌 寺 抽 ご " 移 / 移 名 肖 か ぐり の 交 和 悪く つ 9 組 軸 て" 胡 〇 名 鶴 ビ 骨 で 所 
きつ の 9 羽 吉 罰 び ロ 鹿 熊 る SQ 人 る 己 つ けり 情 や さり め組 乏 ) 中 史 麺 り 交 惑 G 和 相 る 据 あ で 員 ら 窒 
じ 味 圭 有 堂 で つ に ゃ りり MG 県 仔 届 者 入 つ め ん 


II ロ 菅 六 RS 
注記 生計 そる 半 筆 舞 ロ ン ^ ロ 秒 ら 臣 枯 8 団 下 | 還 回 刺 め つ いり 移 條 骨 箇 < 量 選 半 交 の や Q 全 ” 糸 補 笠 
出 や ゃ ぐ 往 理 選 光緒 G 畑 寺 じ 直っ や 叶 7 振 ご 由 Q 寺 SG 敵 玖 ンコ で 組 て 世 ww だ っ 7 宗 半 だ 宗 ぐ 県 で ン て 
Re と 寺 を や 糧 つ り 外 や ^ 器 衣 交 品 綱 和 や で 9 お 回 ン ” 電 SG り 6 親 鹿 ら 癌 つ 交 人 光晴 いい 神 
さ m@S 只 で っ? 握 つ 部 租 球 壮 績 で 選 店 箇 算 や 酬 凍 G 明 況 田 下 つや 選 史 ” 却 @ 紀 居り 更 選 や ぐ 峯 7 
地 誠 りほ さり 維人 YG 瑞 5 ば ふつ SQ で ら < 

王 叶 吉 忌 将 記 ご 涯 パ 窒 当 ) 劉 理 呈す ぐ 把 雪 混 屋 慰 剖 唄 褒 取ら ぐ 旬 ” 詐 森 記紀 巡 量 骨 こ ぐ 坦 中 密 り レゴ に 包 手 つ 詞 盟 守 医 玉 や 
の 9 (所 昧 層 ) 

紺 定 半 ぐり に 只 り 「 圭 洋 @ 皆 さ = 起 党 べり 初 肌 呈 ゃ 抱 思 り 呈 ” 間 選 め 持 級 條 記帳 章 客 客 還 人 刺 一 有 ( セ " 東 対 下 押 缶 皇 
りう を めく で の っ” 多加 渡 つの 仁 演 計 人 5] り くる が 宮 吉 名 手 年 稀 じ 握る 三 り 揚 で 拝め 人 を の 2 で の? 家中 くさ 装 球 筐 つぐ に 
ら つ レ 語 中 粗 講 党 党 で 所 上 y@G 和 me 人 QooG xnee9 
畠 明 染 か へ 電 ^ 国 N 家 の きり っ 5 を 玉生 描 糧 旬 飲 に 超 示 記 恒 避 全 挫 全 記 俺 パー 要 角 り 9 


1 上 " 硬 演算 史 角 *q 


堂 召 ボボ 六 畠 各 1 1 
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村 聞 求 幸 49 宗 電 千 川 1 1 


失 補 格 外 記 禁 ボ ぎ 問 呈 そり 過 可 写 財 財 瑞 電 二 章 じ と ゃ 党 定席 1 半生 っ 5 っ 生 語 ES 侍 G 呈 語り の 人 
放 軸 や 証 I ス 時 玉 表 つっ 幅 ぐ 1 垢 村 接し ロ 要 や っ 9 放 吉 可 冠 球 や パ OS 生 更 で の 9 尿 志 邊 
紋 ぐ と 知 愉 エビ 号 下さ ぐ 定 和 区 や ば つや @ 全 め 相 で " *vG 中 交 G 畿 東 じ ビバ で いり 四 喘 や 立 半 や る の 5 RIN 
4” 果 半 電話 守り 総和 や 苑 公 ぐ 四 S 失 り 引 つり 身 や 弧 ぐ 穫 の みあ さり” 還 べ 測 捉 足 器 や 底 や ” 四 さ 度 
Q 咽 選べ vG 皿 と 吾 の りら 准 さ 球 め つ や っ 9 窒 秋 二 苑 ご み マ ※ っ いり 還 妥 る "還る 輸 條 RG 光る 地 
を 償 つ いり 閉 拉 っ 尿 幸 民 で 激 雪 庄 伏 G 1 軍 間 記 や っ 7 

JJ で で で ぐら り 失明 選 ” 款 で 代 玲 ビ 
周二 。 つる oyQ ロ 8 時 披 敵 ” 

窒 配 る さ ン MyQ 低 繝 ら つ いり 穫 〇 身 る つり ivG 給 求 員 絡 つ だ で つめ 2 <69 鵜 泌 水難 じ 錦 則 得 品 細 りら っ く 党 
癌 肖 っ だ っ 9 求 計 天 GS 軒 る 弧 こ ぐさ っ ? 眉 失 外陰 か ぐ 羽 圭 G 距 給 人 ぐつ の や つめ らく っ の 7 を 各 
さ 古 5 だ MG 話す 愛 だ っ 7 
( 慢 固 ) 

K 北 年 門 ぐつ? 

吾 演 ・ 揚 仁 ・ 局 紅 軸 
媒 旦 突出 た 圭 記 し くい ヘ ー? 

司 福 時 ビ ゴ コ 医 証 電 志 記 り くる ^ 捉 覆 情 ご 際 堪 本 民 中 記 りく 9 聡 束 暫 志 寺 記 ピ 振 若 束 二 加 灯 め つ ~ ン ベイ 聖 居 め レ ぶ 池 色 つ ツ 2 ロ 刻 吉 
時 記 っ 芝 ャ 信夫 王 接 も 島 ( ぐ つの つつ の 9 当 QG※ り 環 求 計 G 欧 家人 な つつ っ すご 写 別 9 つ ' 無 國 法 詞 語 包 且 味 者 の リッ ロー コピ 久 調 
放っ つ だ っ 2 当 S 明和 表 提 窒 と 避 穴 く S 視 ※ だ つつ りら > て 表 醤 豆 K せ 錯 当 諾 補 香 訟 計器) 


1 団 ^ ロ 垂 中 総 品 到 下 せ 諸 や 
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ぐ 毒 ” 林 下 叶 団 つり 下っ 回 い 細か り 療 環 羽 講 G 半 や 式 じ ゃ ? 悪 控 ご 疫 栖 G 司 定 人 県 委 る つき 窒 io 
S 妄 り 弓 ぐ を "軍民 いつ り 求 誠 や RRm7 東 半 回 基 つ り 濃 も 稚 ? 下旬 和紀 つ いり 因 や ゆめ の 了 敗 抽 廿 め と つ 
いり 医 球 や 7 政 ポ り 抗 や 7 注 貴 交 議 記 り 慌 釣 計 7 握り 換 田 申 舞 や 時 完 下 9 油 つ MS 和 型 さ 下 あら シ 人 S 
や NPD りつ や ミン ピ N 宙 刺 で で や ビ ” 県 征 柚 ぐ 蛋 て" 紀 加 細 移 棚 つ 本 じ く S で 7 球 半 革 交 つ 線 飛 さ ペ め 
つい りや 吾 や に ぐ を 租 蛋 営 疾 叶 や っ つ 合 " 政 。 刷り 琉 和夫 つめ 7 下田 結 箇 本 夫 中 つ ” 顎 @ 凶 人 
の や りや? 表 ロ ーー" 由 合 熊 或 や 守 や の 7 赴 是 二 四 だ 固め 政信 9 的 ら 下 6 や きり 羽 半 多め 付 玉 り る 三 豆 ロ 
記さ つる? 羽 り 完 り 天 喜 ポ ロ 買 の め / 持 S り 末寺 GS 直 くり 人 Q 和 人 明 7 三田 起 導 計 科 四 川 時 で 半 に りら 唄 
ミポ 凌 き 思 。N 寺 近 虹 坪 細 り らく 名 語 40 選 G 玉 G 租 器用 和 やく oeG は る め ら 6 

( 電 屋 ) 寺 ※ 玉 上 十 虹 年 財 中 溢 超 加計 | 還 央 年生 衣 Q 如 に や の マー 恋 ^ 普 Q ポ 抽 る 中 突 下 盾 押川 朗 遇 勾 下 四 り 谷 ぐ 拓 所 G 容 

つじ 守 店 ざ ぐ 芯 証 や 軍人 くじ 居 コ マン 培 つ で っ 5 ryG 表 諸 計 工 で 太 遇 G 褒 回 多 湯 ビリ スロ 評 つ Q9 還 4ー ロ 語り 細 や 

wQ 臣 愛 り で り の 宮 主 マ じ 計 門下 9 祝 舞 稚 名 拘り 9 


| 田口 簿 突 ee 


忌 補 団交 等 演 陣 や 思 ぐ けり め 記 1 認 填 剖 yS 野 忠 つ 史 る いり ] 宮代 人 Q な 7 各 く INK" 弟 揚 東 半 抱く 宇 S KR 


の 人 


GS ゴ コロ 腎 々 や に つい せ 民 名言 * ス 攻 G 音 や ば % 仙 9 


Il 口 乱 稀 毅 河 G 背 に 翌 = 


堂 穫 SG 計 寺 り 管 鞭 有 の 細 末 継 導 りり 的 る つり の め 人 S 人 ら つ りら 7 玲 き 壮 岳 2^ り に 層 Q 下 AdI So PNG の 維人 な ら つ 会 
和 注 写っ 定 や 究 曇 どり 紀 ン と QoS SQ り ^ 条 相 5 人 S ぐ 人 や 5 室 S 笑 移 明 外 どり 鏡 ん @ め 下 祥 選 先 
r き やど や 選 雪 SG 記 鵜 況 交 ン と 呈 狼 午 GS 中 で 8/ 盟 は さり りら ロ 風 で 5 わ 久 2 公有 ン 志 自ら り り 走 ふつ co 
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低 塞 東 記 寺 終 約 N 記 昌 | 包 
て つり の 縮 っ < る つる の 9 とら で て ら ? 
Il^ ロ 乱 頭 


以 所 ピン マキ で 作り 和 迷 居 G 中 組 や 惹く だ つめ らく め っ o/ を を 回 別 つ り 音 口 稔 じ 邊 や ぐ G 史 " 
宮 当 くる さ や 5 守 か ん 全 の や 5 求 喜 8 で G 営 視 7 


1 マ ~ 甘 抽 上 半 夷 箕 朱 悪 か ぐ 貴 問 湯 > ピ 
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て いさ きこ そこ と つ 拓 
唆 時 東寺 SG 素 宝 記さ 抵 章 尿 症 き G ン 事 敵 刑 や 替 胃 や ぐ やり 東 計 る 時 SQ 半 委 ふ つつ ビ 揚 ぐ の 


りか ret "? 調 拘 ぐ 諾 る ぐり 共 素 ご キル 密 息 1] き 選 つの? 時 半 時 向 つ 
きる 雇 桂 や っ 7 ぷ ぶ 選 軸 刑 羽 閉 K 半 軍 寺 や エ ) ] 交 $% ベ り 紀 ら っ ?% 忌 叶 天 S 相 等 居 つつ 舞 栄 年 | 芝 
MM ゅ 寺 1 疾 S 愛 舞 ロ 環 生 りつ 全 の る 息 赤 光代 弓 G 拓 本 や る や" yg ka た 人 
補 る や @ の 詩 ン で 長 つ ? tvS 舞 組 に ぐ 和 を 四 つ っ 編 や 因 だ 7 入 @ 9 DS の や 
( 吉 札 ) 共編 ご 型 圭 財 補 守谷 氷 宙 家 尊 寺 先 還 党 可 「 も 穴 らい 皇 叶 善幸 ぐ 宮 せよ K 宮 捉 凌 録 1 O く DP 導 つ の 税 り 1 煮 や ? 


( 器 玉 ) 
1 ^ 療 事 選 購 表 素 准 思 S 埋 記 じい っ ピ 
尿 康 療 要 箱 さ 串 和 計る ネ 容 舞 四 ご HIS 装着 や や つ 二 り 6 い 共 還 回 4 る 衣 紅 四半 
S 和 ゃ 計 党 時 りつ 上 垂 く G 尽 営 堂 や 欠 次 や @ の 昌志 吐 さ 淫 全 電 の 符 の 呈 仙 ) 還 で 貞 飛 祥 抽 年 
6 測 拘 く 福 詳し 式 夫 GS 余 瞳 ロ 門人 つき っ 9 県 烈 宗 四 判 ビ つじ 色 一変 錠 下 づ 。 
さめ つい 前 符 や 雪 に や で 9 党 り 戦 輸 末 さぐり 下 - の suroG っ 朱 oS 人 SE9 人 S り 証 首 デー 1 時 
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賠 了 選 写 @ 計 縮 で っ” 稔 宙 や 吉村 つ 窒 吉 や きり 党 因 や くつ め 給 て ン や SS る 9 己 G 福 和 を 公有 門 る 講 製 つ り 
深水 前 区 選 や 志 半 つ 稔 了 め つり 羽 計 史 朱 党 人 か ぐり 半 つ だ る で 9 GS 隔 つ あか りり 和光 り 詞 針 人 かぐ 9 で 人 S 
か 史 革 "リス ロ 人 580 等 詩 や 9 昼 つり りり 起 容 り 送電 斉 定 やり 東寺 S 寿 患 や 財 響 ビ 午 く で ぐら 
着 欄 餅 ふ ” 揚 夫 填 生 人 間 ロ す myG 宰 品 東 ぐり 前 や っ 9 「 
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へ 主 寺 11S ュ 9 1 ぬ 引 革 演 % つん ) 
宮 宗 宗 補 湯 G 枯 りつ いり 王 三 部 味 軒 色 履 G 刻 翌 時 
更 計 百 中 G 幸 さ つ め らく 9 選 舞 せ 瞳 装 K 素 革 団 衣 G 坦 天 じ つ り ” 編 ⑱G 缶 失う 2 ピ 総 編著 中 | 症 
球 計 北 G 癖 ぶ や 志和 直 や Q 計 きゃ 9 羽 幸 G ポ 雪 や 准 で を 。 到 志 遇 衣 2 も ちり スピ 垢 つ / 電器 思 近 直人 生 @ め り 
ぐ 9 き ふつ 入ら 下 更 伸二 申 慌 記 千 吾 G 志 講和 や @ つ つっ 幼 療 翌 帳 党 や 7 東 対 G 具 oW ご 箇 肛 
や 前 らく 開 さっ 9 記入 還 年 言 士 11 臣 療 要 求 計 委 岩 守 や 規 い 7 結 品 選 衝 堪 二 貴 唐 村 世 邊 容 ぐ 押 沖 ご つり 
WS 敬 @ ロ 半 人 Q っ 9 豆 詩 名 人 G 癌 Q 艇 庄 問 吾 境 朝 つ る 総記 や oOQG So9 6 選 思 幸人 @G 中 至 坦 正和 や 
S つ 未 民 人 Q で 「 王 日 G」 め 奉 誠 つり 泡 り 褒 年 で 9 総論 尿 寺 抑 じ じい 全 約 中 RK 呈 時 計り 中 杏 か eS 党 失 
起 や 裳 つ 画 め ^ ※mG 弓 内 じ こら り 比 人 RG 誰 選 玩具 や つめ 有吉 用 ら つり ^ 振 h は 避 名 所 S 才 量 皿 @ 筐 
人 で せ / SG 肖 窟 wwG 2 胡 業 か Q 和 看 で の o7 果 壮 沈 移 hG 可 避 叶 。 尾 ぐ 似 だ @ 地 出征 人 R 愛 
わら じ 和 地代 め や KO の 直 壮 7 が 6 尺 誰 介 や 継 尋 時 交 Q or で ロ 夫 級 奄 多 〇 さつき ゃ 9 席 @ ロ 似 民 由 喘 
1 下 購 串 量 燃 芋 選 因 詞 ロ 「 他 民 呈 日 里 寺 加 札 |」 め 下 記 や な 9 里 二 中 写 所 笠 G 社 所 反 下 NG 辿 さ で " 器 つ り 
堪 っ め や 5 長 当 SG 多 き 箇 規 や つり め の 2 ス SQ So? 里 泡 当選 @ 下 疫 ら 蛋 つ 暫 中 誠 季 折 和 1 や 二 ペ 昌 に 本 
そ ネ 吐 昭 り 社 や じ 語 昌 つ や おぐら 提 G 長 回 元 宮寺 だ 
( 下 呈 ) 二 屋 人 く 福 串 幅 結党 外人 貞 人 を 思 号 視 Q 耶 っ SN " 近 全 で ビ 居 人 拉 暴 っ 哨 尽 避 地 人 民 ロ レ 篤 つ 間 り し 量 竹 べ く ぐ 枝 対生 拍 国 十 民 
り 醒 堂 守 窒 つが ぐつ で の 誠 、 夫 悪く 爆 四 避 旗 *y 選 角屋 店 6 拉 超 羽 計 りつ し 地代 Q 悠 塗 物 更 ち の Q っ 政 完 あ ピ ^ 抑 六 案 失 @ 淫 要 癌 レ 
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紅 G 党 圭 レ な つ だ っ 9 想 り し 最 宗 訟 守 宮 米 落 か < 反 叶 張 潜り 地 団 年 所 人 久 つ ^ 選対 @ 量 唐突 所 四 NR り 穫 人 へ の ぐだ QoS の 最 束 
還 固 、 上 褒め 総 時 1 人 ( 表 回 千川 笛 購 球 十 川 押 ) 
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拉 天 ボ 幸 宏志 更 NG 綴 圭 だ る つ 灯 表 G 湯 計 せ 交 上 す 6 限 僅 里 宗 夫 忌 委 下 尽 営 購 人 S て つめ SG 玉 
帳 還 計 十 | 下 1 填 ロボ 素 ど 守り 路 に や や ぐ 三 皇 庄 般 択 半 箇 涯 浴 邊 上 り 名 や 忠 詩 容 当 密 群 球 腺 宗 誠 
坊 亜 各個 交 SG 絶 汽 半 記 ご 選 だ るり 制 MD 慰 回 く 計 K 民 呈 彰 避 皇 宜 了 K 軸 憶 る 光 富 つり 前 寂 @ 記 人 S っ の 皮 
糸 事 条 弁 ご 制作 つじ 政 次 ぐる だ うめ の 多 全 の 素 回 十 唱 征 十 中 時 玖 朱 悪 羽 詩 加 や ぐ 馬 亡 計 県 付表 
系 選民 ご 半 ゃ " 英 純 押 口角 弟 眉 翌 や 給 定 つね ぐり 堅 衣 yyG 良 妊 じ 直 や も Q 邊 押上 茎 や 要 款 11111S 党 光ら 結晶 つ いり 
彼 呈 で ぐ 密 や 亡 の "が 祥 箇 現 移 引 枯 ぐ 人 硬 だ で 叶 7 民 ロ 中 脱 慌 測 器 明 み 同 国 普 外交 ・ 忠 筐 罰 葉 で 11 必 る 
窓 当 世 ご 泡 る * 畑 G 志 " 導 ご 時 因 填 和合 @ DoG 吉 務 め 征 要 @ 胃 で ゃ 9 代り 素 帳 千晶 千年 11 式 配 捉 
「 皿 緒 弄 條 演 」 り 国人 か @ 折 生じ 急 で 7 WS 革 ら 「 沙 詩人 所 嘱 叶 司 叶 話 巡り つり 盟 宗 設 忌 外 定 雇 征 麗 じ 公 
ム ふつ ば 〇 で の 9 生き の 超 衣 や 琵 欠 7」 の 詞 や < 9 玉 移 人 に 結 導く 改 。 畑 人 約 や PyG 福 東 毅 つや 
Q り 光 暫 じじ 届 ペ 眉 反 宜 を 昌 腸 G 生 思 史 環 宗 寂 合 を さる 生じ ロ つ りり" 前 唄 ( 吉 刊 ) る 眉 蛋 愉 の し 旦 記 ワ 
呈 許 ANIN "Jo が や で 失 11 弁 | 突 当 大団円 映 」 や 彗 つ けり 団 回 SG 宗 寂 じ 人 S で し 殿 召 ご ば の め 写 眉 や 9 
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稚 屋 や 区 翌 父 問 密 つ 著 押 堪 中 要 款 光 ロ 畠 2 り 久 電 や ば つや Q り ? 時 党 G 剃 密 習 だ ぐり りな 寺 全 節々 会 @ 人 
のり G 答 下品 定 や ぐり 間 さ っ 7 賞 ぬ ペン 8 光夫 裕明 避 表 つり ] で 朋 組 や 琵 閣 あかり め 届 9 計ら xyG 氏 
加 や 詞 つ いり 市 梨 幼 や で の や り 「 
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。 。 容 二 叶 S 過 守 華 り つい 枝 加 へ 9 六 衣 総記 由記 1 挫 り 画 つ 導 妥 II 還 も 近 2 太 居 置 
S 対 半 ご 部 っ 宮守 冠 葵 つじ ヨ ご 拓 つ " 同 肖 忠 下 媒 ら 聞 9 選 G 蛋 | 國 の の 還 叶 訟 幾つ い 素 交 Q 還 
の 才 ご 宏 三 郊 G 表 抽 
りう て 民代 CTS 幼 互選 還 ) り 交 加 やっ 屋 肖 東 ぎ 療 習 の 紅 つ ^ 趣 宰 慌 % 範 汗 9 代 やめ と 49 臣 直 1 
和 還 叶 続 や 呈 つじ 理 c 連 じ ま で も っ 2 閣 信 さり 忠 憶 11Ne 款 り 「 暴 思 和 -8 細 記 表 破 寒色 すす 還 旧 写 四 6 
で 宰 定 ご 玩 定 半 IN 了 K 回 き 空 款 胃 7」oS eoG 評 事 潮 千 G 拉 避 せ SA 王 G 王 表 ら 1 記 
時 TS 守谷 や" 福 ボ で 選 突 各層 国 写 押 周忌 9 oo 束 良 弄 有 だ っ つめ ちら <40 AoQ エ ど 束 表地 給 G 設 
人 S ふ いく" 穫 下記 や ・S 野 名演 ・ る 着 表 や 寺 作 要 S 起 和 弄 9 札 績 中 糸 聞 択 震 G 畠 羽 折 員 人 G 請 志 G 
介 や つ 9 で ロ つ り ? 思 志 年 | 六 証 折 さ べり 褒 宮 や ぐ や 呈 凡 ら 所 G 型 め ば 和 S 攻 天川 紛 鹿 選 ( 尼 生 ) 
S 拓 定め 定 蛍 党 つ い 澤 定 三 (人 きめ 9 る 略記 り 類 店 人 So9 計 補 窒 楽 立 Q っ く 操 愛生 補 
衝 近 で 語 - の SQS? 各 回 ビ ポ 球 づ る 缶 紀 りや の SG め ば つ 。 尽 玩 り 呈 宙 G 玄 恨 ら 抱 枯 直人 め 6 40 as 
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出 ^ 王 恒 営 事 元 昭 18S 里 きき ぐり の 史 江 和 か 


( 1 ) 王 居 削 神 遇 
= 由 六 加 記 中 記 風 団 G 半 さる で 公 ( 壮 層 納 還 当 明 当 吾 0 つ 半 や 類 井 め 転 交 ロロ 人 の の 総 認 吉 替 め つ り 外 較 甘 一 宝 w 
さこ < 当 6 ス の 負 選 5 絡 深 王 公 の 振 栖 G 二 ぐつ 5 | 投 圭 品 款 芝 貼 や 拉 還 りな っ つ 半 所 提 判 く 周 貴 なー SN の 放 臣 加 記 潮 Q 
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地 間 各所 く 月 末 り 齋 測 店 守 ビ せく 半 て 鋼 知生 る 全 天 " 趣 村 (05 に つ ロ リン 鉛 提 ポレ 選 貞 つ エ 周夫 り 直 く 
ご 所 KK、 補 り 生 鶴 衝 置き 所 て の 演 約 せ ン 沸 ら 説 汗 て 店 く く 掛 ご 問 計 ビ 可 硫 や スー ビ っ セ つ 虫 提 上 放 ビ / 篤 あり 層 補 / 補 し 札 弄 古宮 
回 寺 夫 の 生 結 剖 潤 つり 最 杭 導 炊 、 屋 寺 りつ 量 揚 思 だ ちや の 人 で 例 あ 人 の だ 江 を 指 弄 甘 背 2 つ 人 る Ks 対 G 神 め 玉 部 っ 質 時 
地引 夫人 9 つい さっ 一 政 め 卿 め 6 の 11 で 守ら ン ペ ツ 引 ど 7 眠 ご 普 さ し 野 諾 填 と 倍 娠 り め か Q 畠 竣 くる 全 守っ の 最 ※ 終 選 、 王 甘 5% レ 記 補 
書く 様 ロ ロ き で 且 ビ く 理 り 玉 G ね イカ 6 甘 量 憶 」 悪 2 % 選 を 百 盾 1 で で の 6 思 富 己 午 て 介 マン つ ピ 委 て 篤人 つ " を いたら た へ きこ) 
0 つ 公 YA 守 人 レ レビ 持 叶 芋 福 謀 全 す ビ 最 洋吉 抽 全 め 宮 1 妥 り て の る 所 開 和 N 天 沼 詩 つ RG らぶ や 生 つ レ K 還 ご 部 呈 各 、 密 ビン 明 忌 
胃 め つ 信 、 幸 。 き や , 悪 2 人 へ つっ 量 塵 ご K、 閉 、 短 半 捉 G 問 や る 公 の や 議 持 間 諸 人 の ツ 全量 朗 時 る で を で 呈 里 りき で で の っ 所 な G 控 悦 いく 
ビィ 器 求 に 無 当 ゴビ 部 、 き 長 、 衣 量 翌 唱 ? 
皇 月 克 民 准 記 業 皆 
投 N 秩 此 直言 つ RRS7 公 べ Q く 吉 六 り 幸 る し 記 肖 加 名和 選 つ だ 信人 竣 パ つ y 〇 が っ 月末 吊 宇 境 る 9 言 り 問 容 ぐ 押 " 丘 訪 扱 帳 


当 ぐ くい ぐ ペ ンーG だ つら 往信 の さく ェ 飼 起 細 芝 所 軍記 に 半井 


た 稚 党 | 昌彦 忠 泡 た 堆 放 久 半 」 選 "時 。 諸 雪 W」 四 人 直腸 革 





、 也 只 や 生 四 国 「 癌 定本 守 涯 


た る 


ーーー- ーーーーー モ ーー ーー ーー デニ ーーー ニー ーー デー 


188 


4 や 


K 還 きり つい ば ん 
削 串 選 展 日 泥 和 的 県 対 ぶ 和 「 と 

筐 回 きき 皿 応 選 G 寺 江 財 末 守 計 狗 つ 肖 肌 吉 め 還 (つく 衝 東 や S 問 錠 敬 (前 /w9 名 Q 弧 芝 孝 の る 帽 め 吾 旧 江 避 9 醒 o 球 
さい 款 筐 悪 ら 11 で だ ご ン 失 だ ひど 敵 吉 AT 路 め の y 生 つつ 9 護 Q つて 交 計 閉 更 抵 朋 ^ 肘 MO 規 各 ” 栓 店 川 千 川 奨 反 由 忌 店 直 Q 地 < 
者 憶 ・ 還 寺 * 民 SNS 人 りら / 氷 / 当 る SQ | 六 吉 名 KK、 帰 > 路 下 G 沖 洋 、 理 9 称 る 名 税 恒 回 め 嗣 條 Q 眉 つ 朋 放 補 束 人 守 人 の 條 の 
天 ビ ポン マヤ Ve きつ 9 嘉 異 ささ レ 人 る 庄 押 の 主人 か ベビ し 選 公 人 る 信 eS 民 * 糸 尋 公 度 黄 Q ロ の 公 半 血 K ベロ 旧 王 呈 中 殿 皿 記 り レ 周 屋 Q ポ 
計ら て 長 に 1 上 二 時 つじ 提 朋 放つ 公 @ 到 層 和 1 く 明 守 店 抽 め 々 放 芯 つら w/ 不 林 記 世代 7 李 究 り 穴 くじ 編 さ 
ポー る 応 る き コ や レビ 宮 豆 虹 や ちや め っ 。 消 く ピ K、 留 、 畠 めく て 期 剖 や レ 失 単 生き 葉 王 りか 准 吾 記 当 殖 信 K、 語 拓 く り 吾 拓 ^ 
きき さ 幼 千 錯 走 証 孔 計 衣 、 に 占め 屋 ら やり っ o 三 月 公選 器 現 つ 東 用 る 同 ビ 虹 移 党 つ 月 ロマ そく 直下 幼 記 に K、 民 ^ 客 到 ] 帰 Q 秀 昭 つ 
レ ※S 1 で っ 生き さ K、 皿 無 つ 昌 ^ 思 か 公 の 息 計 弄 Oo 李 照 ^ 

鹿沼 り 当 料 ス だい NN 神業 々 世 地 夫 和 っ セ つ 氏 語 近く 届 さく 7 月 時 生 演 尿 羽 ス ビ K、、 親 の 呈 仙人 半 市 装束 

き S 慰 、 立 屋 忌 り 訪 さき 凌 、 還 問 計 半量 療 K、 衣 、 に 下り 皿 ・ 軸 』 時 線 , 加 所 晶 せ 宗 宮 揚 べ 吉 民意 中 せ ” 敵 。 多 究 , 下 底 脱 中 時 居 記 内 N 斉 

ぐさ ご 男前 らき 、 和 当 氏 KK、 宇 」 困 宗旨 拓 農 占 箇 代 本 N 細 の め 選 、 剖 ロ RD 問 、 角 還 め 卿 り 店 ご ひ ゆ て 剖 * 本 と 秋 ン 名 く 賠 つ 9 和 状 く 肛 、 演 問 

Na 記 , 冠 夫 吉 ^ 衣 』 倍 壮 ,N 沖 呈 % 』 忌 騰 つ 葉 農 理 悪 ? 提 再 本 り 毅 で 悪 二 光井 朋 中 マカ 音量 前 」 悪 の 代 提 痢 N 制 R り 聖和 拓 拓 人 剖 5 

信 1! 押 ご に 、 き 3 鞍 還 、N 剖 9 て 殺 呈 剖 拝 K 医 ! 超 、 織 』BSRT」 加 ど 所 四 衣 量 笑 」 悪 し 尽 殺 9 つ 尽 、 拉 』 生 や 悪 9 下層 量 壁 KK、 導 、 反 剖 り 9 

応 品 守口 乾 選 回 記 比 注 

尽 填 吐き 中 党 加 つて 一 鍛 明 つ 閉 る ソレ 高 忘 公 身 つ 胴 選民 作 投 鍋 弓 や 引 人 時宗 加 剖 規 規 の ちの 光 つ 7 野川 民 雷 記 て 料 放 くだ で 択 遇 
りら 篤 つ や セッ 唐人 hG 本 るる シン つ ー る の / 環 由 G 失 人 競 天 の ビ つ 時 へ 痢 に /^ 怒 ど 吾 克 演 作 吉 詞 思 蹴り 嘱 る 凡 回 Q 明 め 世 で 人 ち 
も 放さ きこ ! 「 

注 区 束 美 応 革 十 | 詩 を 緒 親 弧 計 り 編 ペ ゃ もぐ oQGp ロ つり 7 AG 明 肖 維 籠 槍 竹 詞 】 直人 恨 沙 玲 入 記 りら る 
りく 夫 で 9 恨 壮 国 き 人民 抵 引 購 ぎ き 聞 析 問 苦 咽 表 ヨ 電 中 鹿 @ 皇 回 じ つ り * 似 沙 圭 多 中 SS 計り る 由 巡 人 
る ? 四国 き 十 1 臣 祝 垢 定 者 で ゃ 選 人 所 拒 定 羽 維 箇 案 鬼 国 約 G 王 守る り 当 翼 あ っ 7 液 次 叶 脆 冊 閉 うさ? 
S 腔 朗 紀 め 8 針 G 破 G 関 じ つ り 胃 直 人 移 氷 所 守 氷 め ら る 素 識 @G く で ゃ 9 層 明 抑 中 洋 H 衣 じ 7 王 物 民 写 
紅き り ^ 赴 問 史紀 羽 移 製 研 自ら や だ oo/ 氏 直 燃 ばる 所 騰 史 下り 楓 撮 ど 雪 % 選 や る め 失 軍 必 製 重 交 時 


脱 妨 球 記 無 三 率 
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に ES い ト - 間 生 いい たと コ 1 尼 1】 


室 思 そそ 詳 肛 り ポ e ジ っ 9 
電 辻 や NoUNS 柏 罰 旨 記 療 内 撃 了 県 抽 六 態 守 壮 や 恨 人 る 忠生 示 史 半 交 呈 穴 共 記 還 紀和 悪 絡 弄 団 ジ 
TNG 搬 移 ご 応 宝 や QOS る 人 の や 9 人 G 拓 店 くり 9G 尿 SQ W 次 ) 表 帳 計時 表 下 了 琶 琶 科 当 リロ 
や 洗 つ り 旋 謀 G 選 や 瓶 つや っ 選 近 閥 補 守 坦 り 筐 つ 跡 宮村 選 党 本 電光 り つじ 絢 肝 G 田 訓 更 記 朋 及 
S 匠 源 ご @? 振 殿 往 人 る さ ぐ 償 め らく め っ ゃ 還 拒 詩 昌明 か ぐら GS の 多 胃 さ て つ 9 
9 晶 0 よー トード こと つも うし こい くま 

|” 堆 認 G 到 弟 ご いら り 

糸 宮 N 二 削 定 垢 く 回 記 慌 り 写 戸 四 有 宮 羽 剛 き 吉 料 風紀 信 控 苦 宙 釜 朋 控 結 折 牧 どり 半 叫 の ご ni- か か 人 
陰 ポ 率 矢 箇 雨 王宮 町 府 尿 G 洋 所 付近 つ 明 で 前 所 牧 G 柳 在 せ 天 計 G 問 無 や 占 辻 つ だ 2Q は ム め の 
国 で ぐ ” 僅 Q 宮 記 S 李 四 記 則っ こい wG 製 短 人 る ささ や 9 幼 球 天 骨 和 年 抵 ouG 続 や め り 重 を 9 衣 
ー 冠 呈 連 志 震 交 要 中 軸 神 や 毛 る 羽 幸 析 奪 ら 語 か ぐつ の G 十 忌 聞 的 あら So 67 (の つり 選 G 長 あつ G 
や 纏 信 の り ぐ の 作っ 人 る を 9 の り 3 欠 選対 全 柏 員 つり 装 痢 やっ 9 前 や さか 2 の G さ あら 人 SQ や の 波 款 
守 態 ぐ 宮 店 牌 語 羽 記さ っ 2 必 析 G 選 滞 つぼ い GG 肘 条 人 S っ 9 王 要 天 良和 計 は さや xtN 感 G 密 で 
ぐに 閉 十 上 せ RS で り め 幼 り 十 く 計 きっ め や 9 6 選 上 穫 氏 ロ ま 負 留 押 思 終 所 ※※ 豆 表 由 衣 区 邊 拘り 妖 q 据 
更 半 年 め 園 か く 析 二 共 | 庄や 算 机 で 9 エロ 征 戸 燃 人 GoG や | 抽 人 っ 9 二 ン < 

境 天 半生 首 二 和合 乏 料 つじ 商 坦 ぐ の さだ くき 王 49 描 球 宮 G 虫 千 中 凍り 加 り の Q っ つ 提 り 圭 つ 還 のり め タン M9 つ 反 @ 呈 生息 宮 G 洋 
ご 計 ( つ 求 き 加 装 S 秩 人 る 感 ビ SR ぐ ロ 料 Q ウ め つ 2 RS SG 玩 公太 っ ご 若き 天 泥 名 の ら つ 技 村 東寺 さり 記 つつ ン 泊 計 N 呈 っ 
嘆 党 装 ポ 別 そ つめ 号 め で つの 9 ょ 衣 交 邊 ビュ ー レ 弓 > K 量 党 ぐ 辱 や きじ 列 拉 つ 尋 の 思っ 9 意 全 ロ 毅 > 起り タンス ご 尼 滞 っ 9 吾 訓 っ 
> トイ イコ 回 理 赤 凌 氏 。 






RA で まつ や ぐ の SG りり 穫 凶 と 守る さっ 9 


Li rd 





で の d 





si 
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圭 弄 お 系 玩 れ 坦 つ いせ 人 る 2o 混 人 G | 誤 じ た きる つめ me っ の 絡め っ の 選 全 前 所 橋 新人 か o 絶 





1 疲 財 雪 S 品 下 
RS は ロ 宜 さこ 村 的 選 各 県 せ 竹 や じ 析 罰 直 折り SG っ 橋 和 1 旋 つ ロ 揚 な ら 羽 笠 S 壁 規 る 
営 な イイ つ 」 
衝 正 朋 G 蹴 眉 
鶴間 SSY く か jo で 約 穫 人 N さ ビ 直さ で 虹 華 絶 時 持 野 和 理 る 稼 細 人 所 政信 へ Q ぐ 本 刺 誰 @ 史 下 公 9 
本 、 藍 に 財 “ 
宮 選 補 G 人 くださ 硬 辻 S 地 で GS が ど ポー つ / 秀 商 所 G 明 尽 じ に 鵜 ビ つり 汗 父 半 お ぐ 公 移 陣 る イマ つ ? 
語 。 国 因 ゴ S 過 軌 
和仁 こ つ し 半 講 つ WyG 1 全員 ご 町 さ Sp 回 % 遇 抽 な っ タ っ 味つけ 装 り 全 へ 9 困 昌 
S っ つと 選 の 9 震 委 せ 胃 琶 計 つ の 1 11 往 移 雷 共 つり ゅ QG 衣 <0x@ 條 計 交 外人 る ロ 愉 ん つ 9 
で 配信 せ 嘆 坪 つ め 箇 さっ 間 jgP ( 寿 寺 章 土 117 1O 厩 ) 
。 記 GS で 所 wG 呈 る め つ ン 仙 や の 本 呈 で 8 人 を りら の 公 信 9 め ン 多い パン つ いで の 全 作 OS 
っ Wo ( 写 当 岬 ] 最 ) 
^。 芯 SS 況 
エビ 哉 四 実 並 り 上 S や もぐ る 球 圭 G 邊 叶 選 電 ゃ "が だ [ 前 他所 」 水 直る 昌 半 押 で 拉 枯 の 上 直 


る @ ゆ の の 範 り ) ご SQ で) の ば づつ? 
こ J 


出 陸 握 ビ | 訓 足 訪 選 王 外 で ビ 缶 組 べ 征 NWP 9 2 で く の 7 島 ぐ ロ の 限 〇 情 臭 狼 じ つら 現時 塵 守 ら く 7 
si | 抽選 地 り 宗 史 守る 朋 富 愉 っ つ 淫 掲 琴 時 局 り 約 ゃ 7」9 ら る * 閉 財 杏 ロ | 人 舞 ら 王 避 移 避 細 記 のめり 剛 留 
で 愉 下 ご 気 だ 11 記 還 填 民 愛 つり 拒 選 ML 総 さ ゃ 7? 哀 @ 王 帳 会 提 量 1 眉 和 還 記 め りら る 計 る お ゃ あ 狼 電 
きま 一 つ 明 包 守り 絶 で 直人 代 る や る 記 る 和 史 当 もり に 足 物 租 め な で め っ oW9 りら くら 9 AMG ロ 師 め ら る < 


営 守 ポポ 半 箇 生 素 唱 
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給 宗 寺 寺 圭 @NE 和 1 思 


GS 埋 め や 條 つり 粗 や 人 K 軍 営 つや ス 全 所 つる WS が の 周 宇 く 医 涯 く Go | め 流 の? 岩 咽 管 地 ご 忘 雇 多 
eoQS っ の め の ら くめ っ / 4E 午 で 細 り 告 NQ oN つの" 
ペー 宮 且 や ぐ 攻 つっ り 補 軽 S 尿 幸 G 導 SQ の 滞 還 で 話 左 だ QoS SQ くつ" 


出 く ^ 装 観 球 周 交 避 宗 > り 「 
織 環 求 半 帆 惨 素 つ り 記 紀和 幼 負 ぐ 疾 器 め 明 胃 析 衝 @ 習 右 G11 om7 民有 鍛 や マリ 
/ 定 計 郡 G 補 記 
( ヾ ) 状 表 析 詞 測 S 組 剖 り 開拓 に 守 直 生 り 球 半 財 近所 可 屋 妥 似 き G 党 彰 訟 容 守 じ 突 つ 槍 日 どり P 
川 軍 ぶ 肉 全 つる だ く あら く @ の QG ロ つり" 志 り 括 5S 肖 人 S の"1 選 S 王 1 結 を 生 滋 要 秩 記 ご 褒 和 づつ 守 S | 党 
a 総 所 抱 還 る 容 忌 央 林 提 了 h 富 NAS 和 肖 か SG 紐 呈 括 総 名 了 豆 艇 電信 鶴 ら OOSST く 、 壮 林 . 


Kr 


計り "和夫 畠中 | 尼 三 キ 曲 軍 寺 守 を 放 SW ボ 半 志 本 宮下 天 前坂 
の 量 で 要 計る 向 <S 
| 性 さ 放電 弱る ば さや 9 居 つ いた 宗 堅 重 眉 短 色 さ 忠 交 や 党 や ぐり 人 S で り 窒 演 還 大 ぐ 柚 全 つる で 
らら 鐵 用 音 軟 G 近 剖 り 内 名 守 G 生 豆 は の で 人 上 較 で ぐつ G2 長 つ ? 綴り つ折 記 肖 守 G 辻 ご 條 衝 計 
違う 人 Ss や 尾 和 S 携 己 や 織 表 李 ぐ の Go 唱 ン 起 1 で 叶 了 や 閣 め G 作 理 ピ つり m「 堂 和 や で 
選 息 記 瞳 る 和 ン 回 や 回 可 つり 居 っ 1 記 記 や て 人 で 臣 守 笑 叶 所 上 G 替 きく ぐ 2S の 7K 貞 人 K 庄 員 替 で 
- 加 @ つ お 9 緑 癌 くき 前 束 ご の 所 吉 理 S 還 根 や 直さ 9K 田 民生 選 湊 語 江 本 困 欠 凌 宮 折 京 思 G 洋 
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RS 層 S 宮 ご N 全 コ 昧 導 ご 幸生 詩人 き っ セッ お せつ ロ 7 所 抽 ・ 





CT EK5b ES ss ピー io ma UL し [9 ーーー ン ーー ki ーー ーー 表 





絆 否や 潤 塊 包 征 色 11 


あい 2 た いい ご に も ベ ま ミー ルト こ ーー ペド ドキ ・ 串 交 好 
や 詳 っ 礼 ロ 演 ・ 管 演 千 や 急 つ | 祝 弧 や きじ 選 護る "WS 記 更 統 洋 浴 @ 堪 人 る 庫 喜 源 夷 宝 ご 章 
な ム や く りり め の 引 己 作 呈 。 芯 ヨ 世間 だり の め | 回 父 ゃ 5 本 ら 義和 02 
9 長 〇 や 5 くい 押 ン 連 交 る 銘 人 前 くさっ 9 

。 戸 羽 党 や 記 革 由 王宮 つ 祥 Eo Cx の 0 G 富 は ん ロ Sn 和 0 訪 め の 2 次 合 東 装 茜 近 


薄め つめ 9 呈 肖 季 ぐ 惑 9 けり QB つ りら" 朋 り 態 選 刊 縮 ぐ 編 に 各 め つり 沸か て 会 Q 多 Q 旨 式 り 。 研 
や 答 約 GS 軍 局 り 補 名 やっ? ェ 
記 引 中 会 所 き 人 燃 暫 り 紅 い り 岩 SS 本 笠 着 り っ の 味 織 記 に 層 宏 S 六 < AS 4 終 ぶ 過 


5 欠乏 窟 や りり“ ぐ 宮 母 や 彼 く やく 会 移 夏 志 や ぐ S 細 ロ きつ や だ っ? 
計時 拒 拉 案 定 軸 G 長 人 め 和 電 績 り 守 と ぐ S 尿 組 Q 和 還 6 衝 @ 光 人 〇 釣ら つ 2 の [6 選 宗 計 G 鋼 和 や 
后 昧 つ り 紀 居 や 長く 福 定 SQ 寄 府 GEG 閣 記 で り 各 く で SOS る 全 ぐ や? 当り 症 ら 
補 禄 避 ぐり りき つ だ や っ? 辿 S 告 く や SQ 明細 才 S 記 交 聞 のり 8” 寺 さ 用 維 人 @ 箇 的 呈 多 7 特 
的 S 雌 諸 ビ ロロ っ り ちせ 貴 細 さ ぐ 寂 摘 呈 りり 鍵 依 や 営 案 和 や り め 移 敵 だ る? ト 
1 狂 時 診 弄 療 | 診 く 庄 呈 誘 芝 コ 賜 控 品 計 直り 避 党 や で 褒 マ だ 本 各 交 さ 人 S の の らく め 7 六 編 
トト 

入 詞 補 弟 ぐ 論 琶 大 状 っ せ ゴ 培 後 KS 店 昧 ご 鶴 午 准 廿 療 写 所 に 肉 折 吾 列 志 胃 王 旨 っ じ 短 
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エ ま 紀夫 の いら は 時 款 寺 区 S 押 「 半 還 儀 測 中 導く め の DQ 葵 和夫 ン 尿 球 民 居 G 午 どい ちらり 呈 天 選 
SM 軸 圭 圏 境 G 屋 届 潤 り 爵 民 洋 電 賠 加 普 半 交 者 づる 補 宮 や 駅 ち やつ り め 人生 避 9 想 妥 折 り 
塞ぐ 縮 ど いら いり 剖 玩 華 ・ 党 妥 宮川 吉 ・ 請 1 表 ・ ・ 区 胡 鈴 時 G 還 選 ロ 部 9) で 北 全 人 〇 各 9 料 ビ 
N ふ 吉 や “ 

[ 忌 走 ] | ^ 忌 季 党 畑 き 語 還 記 G 拉 下 や 抽 本 の つ WS 中 吉 ら つじ 肖 大 る 洋 回 つ RR せ ら 箇 人 

紐 人 SS で G 叶 ( 要 ) りつ り 3 加 補 や だ で の 
1 INR 提 信 本 く Sh 内 せ 人 @ さ 入っ 寺 S コ つ 人 る 

さり 宣 ( 委 ) り つり 1 加 隊 や だ の の 
問 思 羽 芝 沸 詩 Le 時 放つ 宙 所 痢 は oG SS い 章 ら 給 感 長く り 和 約 忠 所 り 


内 移 


1 吉 記 G 末 宮 や 條 きり 前 にやり 穫 つた させ 記 環 ・ 李 鶴 申 ・ 和 者 絡 G 世 表 ぐ WS 攻 還 mo 


5 守り 半 か ぐら 昭 る や 革 いつ っ 9 が 6 民 衣 里 的 ヨ ・ 難 要 ヨ SI11 史 旬 % ど 羽 宙 SD 生 @ 紅 渦 臣 
思 り 男 で りゃ 妥 物 2 写 祭 中 うつ りく 条 詞 GQ 和 代 いり を 各氏 生 7 ' 
1 ” 問 賠 S 境 つり 拉 当 や 5 で 7 避 昌 的 ヨッ 僅か 扱 六 和 め % 候 5 惨 帳 守 胃 RK 々 抑 当 ピロ 


g 代 か @ や 下り 和 や 2 作り 芝 地 称 と 時 和 を 怪 既 玲 ヨ ッ 疑 つぐ 党 漠 閣 紀 @ 球 束 ど 論 ら だ GS" 
Nch 
に きこ = トマ 筐 謀 つ 


記 導 貼 岩 語 氏 悪 恒 軸 滝宮 軸 
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答 完 きき で 押 。 約 慎 時 


1/ 補 G 記 全 王 ら 軟 さ めで S 地 や 琶 選 や く の GS( 民 丹 ) 察 り 寺 源 ゃ や 9 = 
1/ 疫 欄 豆 交 徐 ら 紀 おい 範 変 避 釈 詞 つ り 斉 軸 QG 拉 ン め り 民 史華 合 ら つ だ っ 9 「 
1 下 生 記 W ぐ 吐 次 ざ G 問 着い 苑 や ぐ 甘 や SG に たら ( )% 要 つり 符 AS 作 9 回 つ 引 人 加 王 
soG 呈 的 人 息 壮 や で ? 
1” 編 製 王手 生計 Q 人 記入 人 S ゃ 9 選手 き 川 人選 競 控 選 悪 末 前 柳 引 症 族 や 世 や 9 

^ 懲 戻 (人 ) 共和 や Q 呈 「 圧 翌 幸 ] 必 つり ( 長 ) 散 や @「 長 呈 灯 年 呈 | ほっ 9 


民 架 川邊 K 式 1 


く ミ 押 ど 接 繝 庄 


( 了 正 型 記 ) 
ss 17 肖 四 森吉 提 弄 束 つ iQ 県 計 G 度 軸 ロ さっ し 記 く ま 雪 さ くっ 還 還 人 RG 洋 AW ふ つ 作 QA 窒 る し 長 
- 号 悪玉" 幼 呈 生還 還 KO 一 財 K | 区 計時 舞 S「 闘 舞 写 包 給 | 拉 財 邊 出戸 肝 ia 寺 記 塵 " 
17 憧 田 求 沿 る つ ポ 知り G 束 水 表 世 WWQ 力 糧 ら Kyo 吾 ヨ Q 証 択 性 下 NO 章 玉 往還 7 固 療 皿 許 時 滞 | 民 門 導 
。。 羽 志 7 調 介 中 電 帳 直 ら いる し G 嘩 講 " 肖 ロ 吉 G 記 握ら 詞 辛 肥 電 下 到 知 @ 末 生 民 や 下味 中 抽 @ 況 導 jp 求 く 
E 王 - 、G 政 中 に 列 紀和 ( 織 吉 ) 








ーー ニー ーー 











次 束 記 朝 識 的 N 還 十 
記 款 中 当店 包 秩 二 


1" 対 田所 営 交 


妨 玉 る 所 旭 所 羽 党 寺 作 十 1] 宮 や 局 ゃ Q 表 半 拓 つり 7 製 叫 色 千 印 臣 還 ロ め 式 じ 攻 ヨ 園 り 詩 S。 忌 
中 汗 国 臣 主 1] や 年 思 導 % ベ り 紀 だ っ 9 結 つ り 所 喜 守り 筐 つつ に 喜 夫 の の クン oO 8 の 4 次 選 散 胃 
圭 守 ぐ 缶 判 ビ つじ 呪 じ 角 舞 ヨ 人 骨 赴 QRS 補 組 つり 競 N 上 晶 つ * 前 さめ つり 事 名 園 っ 絡 さ 明 選 SN 
常吉 っ や 壁 飲 呈 替 醤 や ぐり め 画 の 9 狼 足 半 由 挫 剛 人 須 吉 ヨ 志 必 牧 り 「 尿 層 S5 報 代 晶 皇 N 神 
拓 寺 本 陸 中 与 昌 計測 玉 下 N 肛 短所 N 1 志 認 "91 く oG7 懇 ン 所 G 皿 G 筐 天 め 作 じ ooQ め らく 
つ ? as や 引 三 G 無 ロ こ っ り や 時 つじ ^ 終 環 表装 交 明る で つの 対 毅 つ 困る や つめ 1 押 49 起 つ 人 <9m8 
ぎっ し 連 党 求 幸 Si 由 料 り 王 三 内 営 に 記 に G 賠 喘 家 っ 選 く じ 層 沿 ら 電 を eG 碧 め 凍ら っ 9 宇 Q 壮 人 語 
和香 才 べ 放 ば め の 。 折 回 明 党 利 本 全 療 開 Q 人 ME 各 @ ら 因 eoQ 人 S 先 柚 ら N る 舞 謙 く つ 9 

? 量 堆 宮 時 健生 か = ト ” 混 玩 へ 世 ホ ら か 所 中 人 供 秩 量 畠中 ト 当 装 中 下記 窒 へ 友 釣 ホ 路 季 ゆず > 和久 本 RE 生 SA 用 加護 へ 二 肖 映 


ほ 王 店 部 ゃ > ーー 靖 ー ド YbR 器 示 ヽ 表 時 富 以 中 要 組 記 紗 激 東 講 下 RR お ふふふ 昌克 旨 記 く 還 男 = 号 志 へ 
脱 っ 届く (生か 中 テグ 1 年 固 ド リボ 松 ホ ミホ RI ネネ > の 肝 二 央 逢 明 板 家 っ HO 当 薄 邊 想 軽 写本 く 長 拓 路 H・ 王 三 音 ポ 
下 ・ 王 定 較 選民 普 ポ 半 記 直り 相 湯 く 家 = 震 科 諾 ボ 放 間 WSw 綴 べ く 』 郵 向 ポ か X か さか ふと 仙 ト 軸 3 


球 @ じ 議 維 二 洪 さ 長所 紅林 JNN 人 EE 雪村 hm 下味 織 二 N 入 細 


に ーー 、 


癌 理 
SN 泉 組 K、 昌 で 店 選 疾 中 聞 Jo とる" 弱 証 張ら の 26 お 選 6 箇 め 角 和 お っ 旬 記 め 天 泌 球 知 押 則 十 
記 欠 貼 央 語 氏 泡 癌 | 


Pr "2 ー ーー 日 ーー と コ - 生 陣 計 一 一 主 EPS du Rh ii ーー Re 


紛 守 NN 計 員 吉 約 宮 二 局 11 


や ら 


幼 り 玩 あ つつ ば めき る 科 7 交 っ や っ の め 億 ス 呈 毅 Q 人 9 回 の 員 店 内 記 に S 中 G 容 区 の みつ 維人 昨 寺 S り 9 8 
き で 5 に 案 軍 憩 じ 「 球 半球 党 へ 所 量 地 本 りり 陣 や NAO] の 2 く Q で あく り 貼り 屋 くつ 7 編 い 人 の パピ 

"3 選 計 S 凍 % ぐ スロ ロ ゃ り 角 記 つ り っ o 記 で の め 選 守 / 設 据 り 敵 ふじ 押 ン 幼 了 や 〇 や Q つ の G の の 下 @ マカ 
る 9 (半球 競 芝 別 凍 応 店 和 き 燈 記 ? ( 閉 革 )】 

和 S 灘 DD や pH "内 末 る 王 S 品詞 日 避 貴 包 糸 球 震 め 識 や 出 S 大 つり 首 

ie 唱 払 量 起 粗 ダ 水 基 G 填 く 持 り 朴 く 引 る ” 祝 当 是 握 引 

上 信 し SR は KG て 衝 還 な で か や 区 権 り 「 東 壮 央 電 基 HHS 由 NRD 半 
但 べ WO」 の なっ? で 埋 AN 


語り 8 人 還 寺 ] 1 択 買 半幅 に 所 N 守 )) 


AHS 蓋 購 四 SG 記 部 ちん や 用 る い 尽 穴 9 PEPSKYYINYPYSHT に ま りら ぐ / 
肛 表 半角 菌 穫 侍 き しり [ 計 格 王 選 宮入 叶 りつ 計ら " 鐘 選 曹 判 議 園 放 り 剖 困る 計 刺 拉 G 刀 せく 式 厩 庭 G 
症 隈 詩 置 G 草 S 末 誠 や っ 9」 り っ くっ 2 部 名 @ ど 引 弓 富 忌 家 終 民 忌 丈 生 べく 共 ヨ ワ 弄 戸 守り 豆 楽 脱 め 宮 実 記 
入ら じ 拒 選 還 測 寂 恨 せ 重 記 GWS 興じる 硬 G。 を 江 天 直良 7 還 べ N 唱 nk2 に oN 
困 還 記 1 きき | 世 手 く ロ 選 親 立 氷 人 角 補い 着 革 つつ 謙 つ ご 区 記 か の りり 守っ 9 徹 幅 央 守 や Y じ 肖 
余 や 角 民 り ! つ し 半 拓 衝 記 球 り 疾 思 和 やく oG め 別 S 早 下 人 SQ 和 東 奉 5 コロ スロ 叙 り 択 司 代 GWS 折 光 員 王 じ 
し 較 墜 G 視 上 忌 に くど こみ 9 
缶 記 羽生 く 必 叶 王 紅 東 詳 特 や さ の を 2 克 導 自問 肌 ロ た や 事 つり 等 舞 る 弥 で 店 や つる 7 訟 6 だ 
』 HGIIH や 尾 想 当ら 民 く り 祝 マ NN や 屋 交 ば つ / 守 党 思 生 略 る つら 7? 才 貼 給 志 hG 長沼 手長 
「 所 折 導 所. の いう 2 I ら で aw る 三 り SQ 岩 環 選 る 迷 り 演 求 さ 選 表し で だ つめ らく 
、 、 KR や 直り ※ キ 遇 ・ 放 た こす づ 別 や つく こ で で ST iaM WS11 周 所 


に 











本 に 


に: は 
さい 知 さ 吉 埋 ヤー 生 民 所 億 め つい 所 G 提 ロビ SS お oct ' 
- YS 半 誠 呈 相思 や 評 つ し 補記 幸 つ " 客 束 や 旨 の 重幸 を 拓 ビ ポロ 遇 二男 
る 長め SvG 県 連 り 民 や 選 つい 虹 曲 の 暴 箕 め 認 め 世 ちり 骨 半 りつ / 式 じ 十 受 巨人 培 和 0 失 二 て 晶 代 
ぐ 民 や 寺下 吉富 そ い 氷 戸 説 や 相 軸 か NG で いちい 計 田 記 (記紀 星 和 可 藤 邊 林田 ) 幾つ お yo 多 
長め ぶ 表 中 S 志 趣 革 り 腔 つじ ※ 避 悪く 据 G 羽 豆 ロ 剖 くつ 公 長 "が 6 や 型 三 G 明 羽 底 皿 主 SK 昌 挫 
や 選 つ い NS 応 絹 窟 弓 つ "くじ 舞 に G 兄 疫 や 束 や で 公 長め 潤 て 所 只 1 9 つ し 明 選 判 六 G 徹 隙 人 So 
きつ 9 

本 沖 洋 ロ 「 計 二 | 送還 等 狂 人 きめ 量 大 記 の 忌 る ぢ 出 破 客 量 埋 細 玩 ” 朱印 机 貼り 結 あつ 絡 時 
ペー ご ピロ) KS 昭 つ 選べ 7 故 呈 G く ] べ め つ り 閣 典生 准 で 衝 oQG 呈 きつ 9」 音 洋 坪 共 らら oO 紀 避 
世宗 琶 ヨ 入 章吾 華人 量 所 避 床 想 つ だ @ ロ 明 組 すす 1 ロ 量 コ 
候 N 肖 @ き 生沢 SQ 史 東 や っ 9 「 

1 ^ きき 球 〈( 許 末 で 宗家 ぶ 医 志 祭 占 ピラ < る 品類 直久 識 玉 、 加 ” 枯 K、 尽 、 当 回 芝 氷 "所 王 / 懇 が や に K、 呈 名 り 1MW] 

9 人 S で いじ 阜 業 条 じじ 守 無 更 中 出 作 ・ 夏 村 艇 当選 鍛 め 選 ある 9 

思っ しく の かど 軸 宣 守り 則っ 継 中 G 槍 比 和 や 商 ら で 個人 所 ご 田 寿 細 じ り 昌 四 和 概 負 公 
の 倫 当 や 人 R や も や ピロ 人 SQ 会 9 足 先 征 客 議 G 記 問 号 己 G 咽 罰 め 提 足 守 ロ GS だ OoQGSQY つ 2 選ぶ 
ご 洋 理 SS 大 や ンー 還 各 つ 婦 SS つい * 1 思 @ 底 や 仁 り や roG 滞 管 妥 きっ 9 居 つ り 尿 填 G 硬 坦 ME 
つ 拉 三 S 毅 肖 や 案じ” 史 紋 下り 映 つ 湯 要 ロ 窒 べ や zoG 喝 組 ら 択 司 作 きっ め 和 9 忠和 東 震 G 衝 
や 織 や QoS” 選 で 訳 司 き G 血 舞 や 型 連 や G 先 委 人 So 上 胡 ぐみ に. ゃ 9 

( 還 ) 演 澄 宏 ” 香 包 軒 ? 押 近 潜 考 尿 計 年 荻 9 北 天 羽 対 だ 祭 証 惑 ? 震 能 三 下 ? 七 記 ( 朱 下 所 DP 昧 削 量 ロ 喝 9 


記 秋 店 潤 語 包 宮 各 ' | 有 
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吉 記 生葉 光 せ SD” DS る 氏 和 9 編 ※ 十 1 き 牌 る ぐり 生 7 かれ や are 
つ @ 較 つ り 正人 S ぐ の J で SQ で め やり 線 人 堪 で て 大 羽 禄 や 南 人 ぐり 人 只 で 衝 叶 式 り 衣 ご 商 さ て 全 で 
あお は だ まこ つじ 選 宮 准 つり 味 局 宝 土 記 人 る 窟 置 人 や 業 で 款 や 昌 57 二 く き 燃 二 じ 前 で いり 央 や 税 め く の 

っ ぱい G て や 二名 7 堅 さ 業 斑 択 幸 Q 堪 くき 記 の る で 三 下り 周り 療 也 で うり め 喝 引 2 時 幸 甘 層 や ロマ 
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地 昧 で? 選 G 壮 決闘 G き 坦 笠 作ら 氷 湯 再 り 李 紀 や 利 *W だ 8。 虹 趣 で 愉 笹 人 GS の つき ww? 
OS 選 嘆 SO つこ し 避 寺 か や ロ 7 交 調 条 で き 護 ロ 党 つゆ る 営 の 区 刷 下 環 め 脱 る <Q SQ Go9 居 つ 
り 忌 幸 過 ぶら WS 人 る 取り 征 選 計 | K 才 くす 壮 貞 1 慌 妊 さっ? の 所 営 つり 如 所 時 晶 G 装 陵 ロ 宗 り ^ 吉 
起算 っ 宮守 患 く 郵 所 や 曲 夫 や で ぐさ だ っ 9 失 溝 だ 全う 失 史 内 鍋 や ぐり の 8 回 忠国 時 ぐ 季 喝 じ 思 で 
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立 ぐ Mam さ 回" 補 る 舞 り 前 や つや り の の め 革 軒 つ 9 東 誠 刺 り 人 財 選 拒 り 坦 据 つ 地 願 章 選 特 Q 抑 只 人 やつ Q 下 補 必 計 7 掲 編 り 細 り Q 誠 くく 
選 計 所 さ 世 る ぷ ふぐ で 玉 で ロ が で 半 加 で か そつ? ( 宗 豆 ) 


et 判 人 W 國 


早 朱 移 沼 毅 軍 守 2 壮 和 や ? ポ 寄 叶 藻 党 ぐ 中 長 措 生 者 和 SN たつ に CS だ つて へ や) as 
選 き 奏 り ら 4 同和 長 財 和 じ 幸 MR” jo 坦 11P 台 刈 記 朱 幅 内 計 G 弦 な < 回 交 


人 ペ *] 国 呈 記 作 計 は イン” く 司 皿 と 継 や 9 作 了 マン 9 選 りら 泊 ら oS だ つの 9 製 仙 昨 時 家 時 生 ew We 
記 語 中東 S 了 中 半 信忠 札 光 拓 祭 縮 ゆり 了 り 害 臣 の 11I ロ や 人 る 9 人 記 知夫 ン に 円 つ ン 舞 じ 得 赴 り 貞 つ 
や っ 2 足 S ぐ やり は 2 投 知 G 懲 で 店 ぐ 悪 り 挫 和 定 つ り 職 緒 ぐ 質 り 吉 @? 財 角 選 年 帳 臣 箇 害 敵 に りら 十 槍 生 や 
座り 演 特選 1 選 選 ゃ 7 共 信 年 7 耶 さ つ ? RG 由 細 る り 恒 め ば や ? 衝 諾 年” 肛 定 紀 衝 が や 演 玉 
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記 狼 店 財 店 祭 悪 1 月 














* 269 





< 2 





紅 冠 東 ぎ で 江 記 十 思 EK 
で ま に 
| 刷 飛 に 
K 等 球 ま り 才 る 

長 祥 思 言 宣 コミ ーー 一 言 所 中 据 記 O 一 一 一 ( 必 。 神 ) で 下 農 G 縮 店 め 補 5 

民 業 総 地 り 妊 / 選 記 冬 匠 藻 拓 %9 

長沙 ポ 敬 依る 人 yh oo o 娘 店 \ 妊 渦 

Ss 3 い azakoogisGE 

( 層 暑 ) 足 紅 訳 吉 > 四 号 守 部 記 評 判 暫時 揚 泊 ( 妊 記 記 圭 の 軍記 党 府 失 や 
1| 量 半 境 人 


も に くに 
時 人 迷 遇 る ( 避 抽 呈 る で 筑 ト 大 四 窟 > 屋 ぐ や く 拭 拓 守 へ 最 拓 愛着 | 放り 末 和 当 一下 氏 っ 時 演 半 補 当 所 
民 避 所 坦 生 交 時 衣 、 代 全 所 写 補 し 評 扶 貴 憶 沖 舞 N 評 統 前 最 壮 弓 る 思潮 中 昌 王 定量 挫 ざ 中 基 ) 持 天 写 電 
に も も で さ - に 本 す た に さこ に に の に で マト に で Nd 1 い に も よ コ さい LU きこ により: エ さこ 
居 世 四 較 唱和 直 党 考 mnー 早 ヨー 人 N 実 民夫 示 で 量 基 涯 、 守 二食 半 り 寺下 表 補 守 到 当 革 計 二 別 生 に 完 知 お ホ 滞 き 
寺 編 半 胃 で 沿 拉 "| 語 時 涯 失 守 持 天 中 中 くす 交 革 江 り 話 癌 甘 避 中 所 憶 所 | 記 先 部 軍 也 当時 丘 客 | 屋 時 流 交 、 作 痢 未 や せ 包 補導 
内 呈 識 一堂 証 る ヤ や よ 『 ペ 名 選 議 ト 導 堂 に 宰 還 記入 中 澤 尽 や 上 党 注 央 量 衣 豆 守 % ヤ べく 引 馬 中 評 守 束 導 問 
\ 寺 畠 ト 麹 に 謀 人 量 由 基層 号 へ "時 宇 半 涯 謝 守 く 問 、 代 。RE ゴ 」 拘 用 所 誠 宝 写 世 馬 で | 最 室 前 、 客 写 交 常 尽 や 」 半 演 隊 N 
寺 計 く 量 玉 拓殖 球 る 叶 嘆 最 半 呈 叶 当 H 虹 補語 且 補 や 圭 記 刺 中 ト や へ 守 来 層 当量 寂 着る 長 に 渕 、 に 弄 叶 補 字 
人 N※ 量 突っ 詳 、 宮 固 、 芝 も 氷 べ 末 記 各 部 宮 党 | 二 著 下 ト や 杏 記 補 洪 生 党 部 に 堂 す 長 党 王 民 下 朋 り 論理 座 拓 オ 寄 
Sm っ 購 末 昌 更 守 補 半 宰 選 和 N 着 最 宣 8 親 皇 志 包 富 人 時 奈 中 ト ※ 皿 水 間 に 王 呈 中 | 洋 、 笠 最 多量 記 福 人 吾 り ト 陸 党 型 
電 半 半 鶴 慌 A 昌 束 モコ 宝 宇 認 や 王 「 最 氷 に | 下 民 部 、 に 半 コ 呈 弄 所 や Je 請 半 互 守 SII ト \ 昭 守 甘 豚 りー 吐 区 べ 生 人 束 
蜂起 記 翌 者 。 呈 床下 1 年 下 刀 十 記 選 耕 注 詳 定 日 定量 午 案 詳 \ 仙 ほや ※※ 宮 衝 守 やく マー 諾 党 量り ト 号 表 っ 尾 N 吉 く 学 妥 計 
量 攻 評 叶 半 紅 走 民 き 測量 守 N 評 誠 岩 肖 、 貸 。 き 宣言 目 太 尽 で 演 号 度 H 選 還 押 直上 党 りー 最 振 り ト 涼 品 生 定 KN 栄 < 叶 交 = 最 

。。。。 本 東 詩 やす コリ 写 三 ( 記 科 詳 王 洋 概 K 生 年 下 十 三 (| 写 夫 と 量 記 常人 計 を ( 宝 三 喝 百 壮 ※ 写 や 全 氏 江 軸 且 ) 
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り 誤 で SHEUN 計 oo 交 罰 末 財 拓 じ 所員 所 くく QoG 5 「 
由記 人 恨 せ さっ 己 祭 民間 で ぶ も 束 幸福 畑 思 ぐり g は つづ 9 人 VQ お ゃ ゆり 粗 ぐり / 只 計 p 禄 く ロ 


民国 ぐる ミン” 王 思 装っ 澤 の 時 で 答 央 問 葉 く 尊 め 移 障 く / 箇 光 人 医 人 人 K 制 独 め 7 不 邊 羽 直 局 各 
加 の っ 9 NG 午 選 宙 滅 で 類 ロ さり め の 六 せ 抑 の つめ らく の の 07 96 選 中 史生 で 和 Q 畿 衝 G 悼 め らち つ ? 





交 隊 
維 中 
O 値 選 民 貴 定 寺 党 一 ーーーーー 叶 る 把 加 記 | 演 | 
| 圭 店 州 還 絢 店 雷 軒 昌 誰 償 骨 選 恥 11 皿 還 
一 言 呈 答 吉 記 守 ※ーーーー 一 一 叶 坊 告 押 写 二 栄 | 
、 編 羽 半 峰寺 く 中 十 ロロ 入 "出征 ボ “ ] 
紋 貼 部 肖 息 尽 挟 宇 時 忌 呈 11 恥 


ー ( 号 き 言 ) 


ー 理 刀 換 | 瑞 四 擬 沙 世 尋 | 一 一 一 一 一 一 徐 押 棚 代 堪 半 一 一 ーーーーーーーーーーーーーー 
由 到 1] 十 内 屋 早 c 十 く 中 和 9 | 


ea ] ふ ) oc 穫 4 く 似 ご 
守 攻 区 き 1 十 串 千 ? 明 据 斑 疾 哲 還 作 棚 中 1 中 皿 作 還 】 遇 書 震 ? 
( 坦 ) 各 戸 吉 公 符 悦 
寺 戸 弄 氷 税 守 填 押 ご 言 そ 装 竜 記 1 ぐ 交 詳 つ レ ^ 振 征 近 ぐ 選択 で 楼 球 講 り 衣 肝 づつ" 縛 写 り 居 半 避 術 じ し 央 避 璧 で 記 詳 ン 人 和 人 や 
避 六 さ の めど 電 征 計 で 記 K り 店 で だ 遂 嘩 ご 束 束 で 7 岬 呈 日 士 N 計 時 民 R 日 十 民 四 選 生 7 導 障 捧 維 WT 
和 ぶ 素 扇 詳 当 吉 ポ 幅 宮 迫 足 繕 境 羽 過 元 筐 ( 簡 稚 区 自 髪 猟 司 ア 羽 到 滴下 G 虹 ” 析 千 癌 ” 畠 全 尽 冥 中 凡 征 許 是 立 友 和 電球 半 秩 半 て 在 
当 記 害 更 主 パ 次 因 1 ) 呈 宮下 * ぐ 語 祭 舞 察 ? 
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擬 如 東電 的 尼寺 刀 介 


呈 ” 叶 鷲 突 貴 只 忌 ( 合 ) 


1^ 即 加 R 「 吉 描 間 紀 代 整 


に に に むと す うこ に っ 回 理 所 


に すさ ささ m= 最 叶 判 等 m= 呈 叶 ^ 所 玉 中 下野 窒 手 和 | 世評 汗水 朱 量 党 K、 抵 9 写 血 量 早 人 二 江 是 咽 介 軸 六 
ポ 導 誠 紅 肛 玉 慰 当 兄 量 忘 話 交 還 堂 外 に 癌 に 固 」 党 
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絢 店 記 ※K、 息 杜 皇 m= 王 脱 互 
1 本 古 尽 ぐ 装 泡 記 ] 羽 
半 己 K、 千 * 疾 へ 凡 別 = 祝 中 量 習 球 区“ 涯 ト = 定 党 ^ 辻 視 時 - 沿 剖 近 
妹 党 了 K 量 替 器 和 呈 =^ 演 ※ 和 弟 思い 売 揚 選 占 ト 営 > 
道 誠 紅 曲 中 異 圭 中 下 守 吾 ^ 孝 往 営 K、 ゝ 知 ? 近 編 堂 状 召 記 祭 暫 八 四 人 癌 話題 7 客 選 上 証 ボ 迷 状 写 家 
司 軒 宮 迷 呈 ぶ 泉 呈 
洛 堂 旬 交 備 , 量 な , 量 征 べ 量 水 民 視 沿 。 尽 や 」 足 哀 年 世 民 総 る 包 避 導 盟 」 問 9 二 を EK、 衣 独 昌久 で 守 ポ , 思 背 や 突 う 都 皿 朝 生 世 度 
E 半 は まこ) まっ AU に に 中 況 駅 旭橋 衣 。 呈 や ( 盛 上 和 を 環 器 戸 堂 状 四 記 祭 ト 量 き 党 者 深 兆 氷 演 江 規正 = 回 
皿 計測 生 撃 > る 半 記 宮 曲 尿 療 量 翌 、 和 最 到 庄 量 居 部 、 提 
1 独 拓 Ia 呈 る 養 准 記 ] 水引 了 還 足 論 避妊 記 語 栄 
屋 紅 到 革 ( 
属 記 誤 縮 晶 記 年 m= 句 還 直 中 不 叶 "所 回 記 回 」 占 2 そ 担 次 所 撫 衣 外 量 赴 誠 、 宮 導 や ポ 東 ぼ 謀 上 杏 類 所 衣 全 や ( 客 選 終 旬 八 還 に 癌 
に 遇 」 量 民 く 記 夫 。 ほ を ( 害 量 天光 計量 中澤 、 競 > ' “ ーー- ーーーー- 
1 絢 店 朗 皇 邊 回 提 施 償 才 | 訳 。 思 足 起 宮 肢 所 年 ※ 
尾 記 雇 昌 や 康 選 涯 測 守 球 問 中 恒 淫 牽 。 尽 や で, 忘年 中 を 冥 嘆 銘 由 を 中 認 坦 < 桃 次 静 説 皇 守 旦 ? 
に に 49 うこ に まこ みさこ に 枯 ニ よー 江守 で 突 ) 補選 量 詩 互 づ ゴ 豆 ミート 財 生 量 束 選ぶ 染 く 論 詩 妹 征 深 記 給 (RE 証 玖 ) 
NN ポ 天 療 !) 


末 擬 る 中 ど m= 導 や 短 守 困 生 人 R 紋 店 還 pa ye 
ーー ーーー ニ ナニ ーー ニニ っ 





中 記 一 本 きけ her 
IRISOS TWIN 本 1 ae Il 本 人 R 
すま ー* NN 計 吉 層 還 


こ 還 ーー 
一 革 詩人 吉 
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店 ば て 羽生 人 所 りゃ 8 履 素 や 凝 ご 滑 計 つり を 5 堆 理 め 二 映 吐 員 千 呈 の 7K き の 橋 柱 択 知 ど 腺 所 
や ぐり のり 千堂 き 還 人 ぐっ いり 着 所 SG 菌 史 席 和 。 密 埋 6 棚 加地 挫 和 を 才 つ 次 Q 貼 念 ぐ 償 " 填 を 深 吐血 に 11 了 千 @ 
3 記 は で / 長 選 じ る ゃ つり 季 G 明 ン 性 問 宮 時 疲 つ 郊 〇 る 麗 G 糞 る 7 滑 枚 @ 層 D 圭 SQ で り 人 る 器 % 
や 9 人 S で め ゃ 人 る SG 貞 紋 S 想 @ イ 公 Q 償 の 7 尼寺 川下 ロ 史 回 時 選 羽 店 り 葵 涯 本 蝶 称 休 つ "回 聞 Q@ や さき 
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HHow different the result of the two halves of his work! 本 js metaphysic 

was soon superseded by other ephemeral systems,。 but his applicatiion of 
algebra to geometry led in the hands of his successors,。Newton and Leibmitz。 
to the inyention of the Calculus, the indispensable jmmplement of astronomical 
and physical research. From these consjderations,。 and jn view of the trend, 
of modern thougut。it seems a clear inference that tbe writers of tbe O Yo-mei 
school will have no successors in the new Tapan.。 But that does not detract 
from the value of the account of the school which Professor Inouye and Mr. 
Fisher have given us. Such work has a scientifhc value of its owni: for 
science has now extended its methods and its domiain to the phenomena of 
the human mind. The aw of intellectual evolution was discovered by 
Anuguste Comte,。the mightiest of modern thinkers, nearly a century agozi 
challenges either recognition or refutation. It alleges that the intellect og 
man begins with theology and passes through the stage of metaphysics to. 
Positive science. It is an induction mainly from the history of the European 
mind : but all the evidence that has since been obtained regarding the jnte- 
lectual evolution of China and Tapan has served only to conhirm it. Mr- 
Fisher's paper is a valuable stone added to the fast accumulating evidential 
pile。 
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At the close of the paper, the Chairman voiced the thanks of the Society 
to Mr. Fisher for this、his first paper。 which he hoped would be the forerunner 
of others equally as valuable. 

Mr. T. CAREy HArr proposed the vote of thanks to the lecturer for his 
interesting and jnstructive paper。 本 e said it was valuable for several 
reasons。 First, for its connection with some excellent work already done by 
the Society in making known to us the nature of that Chinese ethical philo- 
sophy which was predominant in Tapan throughout the whole period of the 
Tokugawa regime. Much light had been thrown on this subject by the papers 
of Dr. 氏 nox。 Mr. 岳 irby and Professor 上 Lloyd published in the Society's 
Transactions j and Mr. Fisher's paper was a desiderated step in advance: for。 
in addition to the two ethical sects previously exemplihed, it gives ns for the 
first time an adequate insight into the remaining one of the three schools of 
thought which,、between them, divided the allegiance of Tapanese intelects in 
the pre-Meiji era. And the interest of such researches is not merely theoreti- 
cali it js practical as well. The present is the cbild of the past: and the 
hidden springs of the marvellous political developments of the generation 
now ending must be sought for in the intellectual and moral preparation made 
in the preceding age. The Meiji statesmen。 from the ezzo group down<- 
wards, had all been trained and moulded in the Chinese ethical schools with 
which these papers helped to make us acquainted. From them we learned 
much about China tooj for Tapan is China's most briliiant and distinguished 
pupil. The Tokugawa writers of all the three schools acknowledged Chinese 
thinkers as their teachers,。and, whilst sometimes djssenting on minor Doints。 
gloried in their discipleship. The chief school。 and sole standard of ortho- 
doxy, Was。 of course, that of Chu Hsi--in Tapanese。 Zzz-s:: This great 
thinker did for the philosophy and religion of Eastern Asia what homas 
Aquinas did for the religion and philosophy of Western Furope. Just as the 
jatter welded into a coherent system Christian doctrne and Aristotelian 
philosophy, so the former elaborated a system compounded of the Confucian 
ethics and the metaphysics of Buddhismi and this system has for seven 
centuries held its ground as the canon of Chinese orthodoxy. But there have 
been dissenters : and the most eminent of them was Wang Yang-ming,the O 
Yo-nei so often referred to and quoted in Mr. Fisher's paper. His first 
disciple and propagandist in Tapan。of whom so full an account has now been 
given to us。was a contemporary of the father of modern European philosophy. 
And Wang Yang-ming himself has been called the Descartes of China. In 
point of intellectual acuteness and ability as metaphysicians the Oriental 
and the Occidental thinker were probably on a par. But the difference 
between them js fraught with instructive signifcance. Descartes was 
not only a metaphysician : he was a scientist as well. Great as a specula- 
sive philosopher。 he was equally great as a matheinatician. Let us mark 
well。 in his case, the contrast between the barrenness of metaphysics and the 
fertility of science. Tn metaphysics we onjy mark time : in science, we make 
great and permanent advances. Tn his speculative pbilosophy Descartes。like 
other metaphysicians before and since, put aside the labours of his predeces- 
sors and began afresh from the beginning of things : in his scientihc work。he 
took up mathematics at the point where his predecessors, the Greek geometers。 
had left them, and added his own contribution to the sum of their labours。 
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years after “Great TLearning " was written。and was first 
precisely defned by Oyomei, over a thousand years later. It 5, 
furtherimore, very doubtful if the two terms do mean the sanne 
thing. Thus, while we grant the subjective value of 丁 ju's 
unconscious wresting of the classics to his own ends, we should 
be sonewhat chary of accepting him as an authority on their 
real meaning. 
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famous Confucianists. “The Histories may be read," he says, 
“for diversion and 周 ustration of moral laws: all the other 
books are worthless.” Such views sadly fetter the scope of 
learning, and utterly misinterpret the nature of historical 
writing. や ooju's system csrtainly has worth as a subjective 
ethical philosophy, but its intolerance toward objecive scientific 
research is baleful in ths extreme. 

Tu js excessively opposed to saichi ( 子 知 ), cultivated 
wisdom, as being harmful to moral culture. 日 ce looks upon 
all intellectual culture without heart culture as cunning, and 
denounces it as the Very root of evil. His ideal is something 
jike the impossible utopia of intuitive wisdom and virtue 
dreamed of by Laot zu. Simplicity such as he advocates would 
only cause suicide in this intense age. Jn itself there is nothingr 
bad in the nature of intellectual culture : its goodmess or badness 
is determined solely by the use that is made of it. TGju's 
standards in literary criticism are equally warped. 日 e has no 
room for the beautiful but only for the good. Consequently, 
he looks down upon poetry as having a temporary glamour but 
no intrinsic Value. 

Finally, says Dr. Inonye, Tju's treatment of ths classics 
js ingeniouS and spiritedl but not always according to ths strict 
canonS of criticism. Under pretense of giving an exposition ot 
the classics he really manaees to buttress his own system ot 
philosophy. For instance, he takes “meitoku,” enlichtened 
virtue (徳明 ), in “ Great Learning," to be the same as ryochi. But 
as a matter of fact the term ryochi was frst used by Mencius 


80. These strictures by Dr. Inouye seem over-harsh in viecw of this passage 
in Okina Mondo, III : 

“Tn the age of the gods imitation of the conduct of the sages was true 
learning. But now there are no sages : the classics have been written, and 
true learning consists jn understanding these。 and regulating our conduct 
thereby、 To read and understand the classics and rule our lives in ac- 
cordance with their teaching js to polish the iustrious jewel of our hearts,but 
to cast away the books of the sages and trust to our dark misled hearts is to 
cast away the candle and hunt in the dark for what is lost. 

“rOuestion: What of the humble folk who cannot read? 

…Answer: Of old the ofhcials taught the people in cvery little hamlet。 
and thus even these humble folk knew the truth though they could not read 
for themselves. They understood the meaning and obeyed: not reading it 
was as if they read. It was heart-reading。 since the heart conformed. to the 
heart of the sages. Mere reading with the eye while the heart is far away 
is not true reading: it is to read as if we read not." 
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Toju's doctrine of ryochi is subjective determinism, just the 
reverse of utilitarianism. Consequently, he tends to neglect 
the examination of the data of experience. JHBut just because of 
his determinism, he was stoically superior to external circumm- 
stances. His teaching was perhaps of far greater value to 
the people's morals than the work of modern ethical scientists 
who busy themselves with the arrangement and comparison of 
ethical theories. Tu's discussion of ryCchi ijS particularjy 
interestiing because of its similarity to the Brahman theory of 
bonten (先天 ) or the Buddhist nyorai ( 如 來 ) But he fails to 
solve the relationship of the individual ryochi and the universal 
ryochi. As the possession of individuals it is many, but as the 
substance of the world,  iS one. How can one be many and 
many be onep TGu attempts no ansWer. 

In spite of his generally rational temper, Tiu does not 
altogether escape superstitions commnon to the religious devotees 
of his age. He holds earnestly to transmigration, confounding 
it with casual relationship in the physical world. For instance。 
“Those who violate ial duties wi 巡 be changed into dogs.779 
He has another passage in “Shunpu "where he dilates on how 
virtuous men are protected by heaven from natural calamities. 
Somewhere else he says that those who are truly philanthropic 
andl do their charity im secret w 骨 be blessed with children. 
T 近 e other philosophers of his day, he failed to see the in- 
dependence of physical and morallaws. Again, he not only 
believed in the personal Jotei, but even worshipped an image of 
him according to a kind of ritual. 

The Yomei school emphasised moral discipline to 
the extreme of branding learning as not only unnecessaryY。 
but even harmful. This attitude was advocated 后 sE by 
Riku ShG-zan ( 陸 祭 山 )、 who thus founded a non-philosophical 
heart-learning ( 心 學 Shingaku). Oyomei espoused and develop- 
ed the same theory. Taking the cue from those fathers,TGju 
strongly opposes the prevalent literary study of the classics, 
and confhnes his attention to morality. e raves against the 
tranny of books. To his mind the only truly necessary 
books are, The Thirteen Classics, and the Seven Books, 1ives of 


79. Inouye, op. cit. p. 158. 
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when transferred to Japan many of them are quite innDractic- 
able.” Again, he says: "When time and place change, even 
saints' aws, 潤 forced upon the world, are injurious to the cause 
of the truth.” Tu applied this principle to Chinese etiquette 
and literary style, even in violation of the teaching of Confucius 
himself. As, for example, when he writes : " The precepts and 
deedis recorded in the Analects are wise and sacred, but if they do 
not fit in with our times, I tell my pupils to omit some Dortions 
and T expound only the cssential parts."”" Tu recognized that 
ithe doctrine was made for the Japanese, not the Japanese 
for the doctrine.。 In this respect he differs widely from 
Christians who, professing a vaeue principle of universality, 
try to engraft western doctrinal Chrisianity bodily 
Japan. Tence, to claim Tqju as an elder of the Chrisian 
Church js quite a superficial conclusion. 

Of all virtaues, TSju put ko (flial piety) first, and his teach- 
ing, declares Dr. Inouye, deserves our assent. Ko is at the heart 
of ancestor worship and isS nnost highly prized where ancestor 
worship prevails. TJf ancestor worship should cease, there 
wouldl be no reason for esteeming kG。 The destiny of a race jiS 
determined by the strength or weakness of K5. From the 
foundation of our Empire we have been one in traditions, 
1anguage, customs and history, and have therefore formed 
one great family. We do not, Hike other peoples, present a 
record of discordl and rebeihion, but from olden tmes we have 
preserved one unbroken line. As this generation recognizes its 
ancestors, SO our descendants w 骨 recognize us。 and thus 
Promote an eVer erowing glory. For these reasons ko bears 
the closest relation to our national destiny, and we must 
confess that Tu was amply warranted in his high regard for it. 

Chu (loyalty) broadens and ls out k6. Especially js 
tue in Japan that filial piety implies loyalty. For since the 
whole people is 1ike one family, our attitude to the head of the 
nation corresponds to our attitude to the head of the house. 
The nation iS just the family expanded. 廿 ence it comes that 
chu-kG, loyalty-fliality, can be called a single doctrine. Since 
TSju 1ooked upon chu as merely one phase of ko6, he laid his 


mmain emphasis upon ko. 
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Jr. Inouye continues : Observing these resemblances. Some 
Christans may claim ToGju as a pye-Christian Christian, "an 
elder of the Church without hearing the gospel.” Bt this 
would be a rash and unwarranted conclusion : as the proverb 
runs, "It knows tvo and five, but does not know ten. 二 
耳 た 知り て 未だ 十 を 知ら す ” Tu dfers radically from Chris- 
tianity at several points. HImbued with the social spirit of 
Confucianism, he aimed, ike Christianity,to be sure, at the 
reformation of society, but his ideal of hurman equality does not 
jike Christionity、。 make light of the relations of subjects to 
lords and of children to parents. Kather, he sought to cement 
these relations more frmly. On the whole, Tu's teaching js 
concerned with this present world. Mf he soared into the 
realm of ultimate ideas it was simply that he might make the 
basis of practical ethics nnore secure. 耳 e never sought an un- 
wordly or other-wordly solution. Christianity, on the other 
hand, aims to set up its kingdom outside of the social order. 
he relation of men to the Heavenly Father alone is emphasiz- 
ed and a disturbance of the peace, not only of the family, but 
also of the country, iS not objectedto.“ 天仙 に 幸 す る 闘 係 の 


みな を 信和 重 し …… 一 家 の 中 は 勿論 一 國 の 中 で 牙 も 不知 を 秦 た 
ブー The twvo roads may seem to 


diveree but a hair's breagth, but in their effect upon national 
welfare their goals are a thousand ri apart. Christianity 
sacrihces rmmundane to extramundane relations. 革 Tu was 
jiving to-day, he would undoubtedly attack Christiianity just 
as he attacked Buddhism, in order that his own doctrine might 
be saved from pollution. 備 数 た を 床 排 せ し か 如く 菊 数 を 排 
せ し な ら 6 ん. 人 を し て 両者 を 混同 する こ で 英 ら し めし な らん 
TGu was no slavish follower of the old masters. 本 e insisted 
upon the necessity of distinguishing betyeen the uncahngeable 
essentials and their chaneing application. 日 e says: The 
"way and the methods or forms are quite distinct. To 
mistake forms for the “way is a grave error. Although 
the methods may have been given by sages of the Middle 


Kingdom, they must be changed from age to age. Particularly, 


78. One wonders 乾 ei Dr. Inonye has carefully read the New Testa- 
ment or the history of Christianity。 
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Taju's philosophy, as we have seen, presents not a few 
points of resemblance to Buddhism, but they are rmore SuDGr- 
ficial than the points of di 人 ference. Buddhisim iS pessimisHo, 
seeking for nirvana, which is deliverance from the evil world. 
ToGju js optimistic and upholds the present social order. 

On the other hand, Tu's views are not unlike Christianity. 
Tn the first place, his idea of Godl as Heavenly Ruler (Jotei) and 
the Christian 本 eavenly Father have some similarity. The 
ancient Chinese seem to have believed in the personality of the 
Heavenly Ruler as attested by Shikyo, the “Book of Odes," 
Shokyo 書 経 "Records," etc. Later, the philosophers of the 
Sung dynasty, e.g., Shushi, gave the term a morer ationalistic 
interpretation. But TGiu believes firmly in a personal Jotei 
and aspires to union with him. (Although Prof. Inouye may 
be warranted in asserting that ToGju had so personal a con- 
ception of ]Gtei, there are many passages which indicate 
a vaeue, pantheistic conception: e.g., "Ten (Heaven) dis- 
tributes itS mind throughout all creahion. Therefore it has 
no (individual) mind. The benevolence (of Ten) js one with 
all creation. Therefore it has no (individual) desire.” (Inouye, 
op. cit. p. 93.) And Prof. Inouye himself goes on to modify 
the statement as follows)、 But TGju considers JoGtei to be the 
substance of his own self. That is。]ctei iS rycchi, the corm- 
mander of all his actions, descended from heaven and resident 
in his own heart. Obedience to ryochi is therefore obedience to 
JGtei within us, and is the source of all human happiness. The 
true substance of joy and peace for a kunshi is found within 
his own breast." 

In the second place, the Jotei of TGju is infmite love. 
” With true and generous love JGtei created the world and 
fxed the bounds of mankind."? (Cf. Acts 17 : 23)、 But TGqu 
also declares that the universe was created by the iial prin- 
ciple, k6, which is inhmite beneyolence or love. Hence, JGtei 
is infinite and absolute 1ove, very much jike the 1ove of the 
Christian 日 eavenly Father. Moreover, as we have already 
seen, TGju believed in the infiction of punishment by Jotei7. 





76. Inouye,。 op. cit. p. 151. 
77. This point is brought out in his “Genjin Ron " and “Taijo Taisotsu 
Shinkyo." 
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ove we feel no selfsh motive and our heart js at peace. Tn 
every state it keeps us content. For while honor and wealth 
eg1Ve us the opportunity to educate others, poverty and obscur- 
ity give us leisure for our own irmprovement. ]m Hife we act 
our part and in death werest. The kunshi never loses self- 
mastery.” (3) “Tranquility is akin to courage, for without 
a certain knightliness, tranquility of soul ijS impossible. Com- 
mon people do all kinds of improper things, but men of gener- 
ous, gallant nature overlook their shortcomings, and magnify 
their good deeds. They are always magnanirmous and mild 
and consequently exercise great infHhuence over others. Their 
simnplicity and equanirmity take men captive. AIll these three 
virtues, honesty, 1ove and magnanimity, mnust go together in 
a true man." 

Such is TGju s argument. Some of the resemblances which 
he fancied he saw may seem rather far-fetched to a critical mind. 
And making all reasonable allowance for His semmi-poetic ten- 
dency, we must conclude that TGjiu's wish was at least step- 
father to thethought. But with the three Shinto symbols he 
comes nearer making his case: The mirror stands for the 
clear intellect, free from prejudice and 骨 urmined by Wisdom : the 
jewel represents impartial, generous love: while 玉 e sword 
typifes long-suffering fortitude, and a knightiness that shrinKs 
from wanton destruction. 


Dr. INOUYES CRTTICISMS_ 


In concluding our survey of TGju s teachings, we may Dro- 
ftably note Dr. Inouye's Criticisms, as much for the side-lights 
they throw upon Dr. Inouye's own views, Darticularly regard- 
ing Christianity,“ as for their elucidation of Tu. sum- 
ImaT1ZG ・ 


< Tnouye。op. cit. p. 146-8. 
75. Dr. Inouye is said to have modihed his views on Christianity a little 
recently。 2 
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been impossible : in proof。consider the systems of 代 yo-yu and 
Soseki。 At that tme, as there was communication with Tapan, 
the Buddhist system came hither also. Now these men, Shaka 
and Dharma, pitied the misery of mankind and sought by all 
sorts of devices to leadl their fellows to virtue and the 
avoidance of sin. Jut they lived among barbarians and 
formed a one-sided system : the holiness they counselled was 
not genuine。 but was rather opposed to the truth and an 
obstacle to the true way. 

Toward Shinto、however、his attitude was quite hberal. 
For some years he was averse to worshipping at any Shrine 
except that of his ancestors. But later on his views chang- 
ed and he paid a visit to the Imperial Shrine at Tse and 
to that of Sugawara Michizane in Dazaifu. THe even went so 
far as to advocate a compromise between Shinto and Con- 
fucianism. In “Shinto Taigi "he makes an interesting attempt 
to syncretize the tvo. His argument runs thus : The three 
cardinal virtues of Shinto are honesty 正直 , love 愛敬 and sim- 
plicity 無事 . Corresponding to these in the “ Doctrine of the 
Mean ? are the three virtues (1) chi 知 (2) jn 侍 and (③) 
yu 勇 . (1) In iqentifying honesty and chi, he says that 
honesty iS ke a mirror which refHects exactly。 "ie., 
knows fully, everything good or bad that passes before it. 
hus the divine Light sees even the hidden thoughts of our 
hearts, andl we ourselves know them too. Hence the superior 
man, Whose heart is honest or enlightened, keeps a watch over 
jimself, 1est he do or think anything displeasing to the divine 
Tight of heaven and earth or disgraceful in the eyes of men. 
Even when he has done something wrong, he will recognize it 
by virtue of his conscience ( 御 知 1it divine Knowledse)、and 
w 財 repent at once. Thus, 議 the divine Light in the heart 
shines unhindered。concealing neither good nor evil。honesty 
W 過 prevail in publjic and private: body and mind will be 
sound are free from fear or shame." (2) “Love or reverence 
is at theroot of all virtue. It fills us, when lower passions 
have been gotrid of. It shows us the identty of curseives 
and of otherselves, of man and the universe. When possessed by 


73. 民 nox,op. cit。 p. 252. 
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gospel to the people in the very robes in which he was dressed, 
A hermit s clothing had no power to make him more consecrated。 
Seclusion from sociecty had nothing to do with jis enljighten- 
ment. It was his own heart, stil only partly purified, that 
defiled him, and not his living in a royal palace. His heirship 
to a kingly throns could not make hinn worss : was his own 
heterodoxy that did so.77 

Such was Shaka to sham-hating Tu. He hurled similar 
criticisnns against Dharma and other masters of the Zen School, 
who jko Shaka seemed to TGju to undermine the social 
order. He went so far as to denounce Buddhism as having 
been fron the frst an unmitigated curse to the world. Tn this, 
of course, he was extreme : for was not Oriental art begotten 
by Buddhism, terature enrichsd by it and philosophy, including 
Yomei, deepened byit? But ToGju had in view only practical 
morals, to which Buddhism made but an infnitesimal contribu- 
ton. 

But Gu was an impartial hater、holding many ot the 
later Chinese schools, also, to be beneath contempt. In reply 
to the query " What do you mean by sciolist ? ” he replies : 

“Men with much knowledge of the surface of things, but 
ionorant of the essential principles. They have carelessly 
taken up the study of religion and become quickly 1earned. Im 
China, 代 yo-yu So-fu, Bokuhi Soseki and Shisoko Soshi, and in 
India, Shaka and Dharma were the chief representatives of this 
class. These men are somewhat less than the superior rman. 

“ Ouestion : How can you class those Chinese whose_ 
teachings never obtainedl much currency with the others, whose 
SysStems extended even to China and japan ? 

"Answer: The teaching of the saees are jke the light of 
the sun. In India there were no sages, but only this superficial 
knowledee, and so in India Buddhism, instituted in accordance 
with the customs of barbarians, had great infiuence. By the 
decree of fate there. were no sages or superior men in 
China, 1ikewise, after the tme Senkoku. Tn this thme of dark- 
ness came the Buddhist system and prospered. In the noon- 
day of the teaching of the sages its dissemination would have 


72。 Tnouye, op. cit. p. 141。 
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from desire depends simply on loyalty or disloyalty to unselfish. 
righteous motives." 

Shaka and Dharma were TGiu's particular bete noire. Im 
Okina Mond6, III, he thus inveighs against Shaka : 

『 Shaka, when nineteen years old, forsook his throne and 
betook himself to the desert : at the age of thirty he proclaimed 
his system. At tmes he appeared as a beggar, but he didl not 
insist upon the five virtues, and with many inventions he 
deluded the Yulgar. His followers did not appreciate his 
Purpose but copied his conduct and his inventions, and thus 
became worse and worse. hus at 1ast we hear of a matricide 
being praised as excelliing in flial piety, and that the vilest 
criminals by the power of religion can enter heaven."" 

“ 丁 he fallacy of considering it selfsh to Keep one's social 
rank and unselfish to abdicate i 江 , or the accumulaton of 
wealth as selfish and the abandonment of it as unselhsh, arises 
Simply from the want of absolute independence of the mind 
from worldly concerns. It is because a man is not yet perfectly 
free from the charms of objects commonly sought by men that 
he suffers all sorts of anxieties about them. The mind of a 
Seijin 1S not engrossed by such things. He is full of divine 
light : he is all gentleness. He commands a perfect mastery of 
himself jn face of such attachments and anxieties. THigh rank 
1S not condemned nor a lowly station assumed to be 
worthy in itself. Wealth iS not considered as the mark of 
selfishness nor its abandonment as a proof of unselhshness. 
The spirit of obedience to the divine light in ourselves 
justifies everything who do and the opposite spirit makes all 
actions mean, whether positive or negative in their outward 
form. The selfshness or unselfishness of actions depends upon 
the state of the heart. ("As a man thinketh in his heart, so jS 
he.”) It iS only a superfcial view that would determine the 
moral worth of actions from their external appearance. HHad 
Shaka been truly enlightened, he would not have deserted his 
palace. HHe would have looked upon the station in which he 
Was placed as most holy ground. He would have preached his. 


71. 氏 nox, op. cit. p. 255. 
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not indignant though ther good deeds be unobseryed. The 
lord of so greatly desired slender-waisted women. and the 
Heshy women of his court starved themselves to death seekjng 
to reduce their size. Men who desire popular f 手 me may _.be 
comparedl to these 一 they approve whatever their time applauds 
wil small regard to right and wrong: we who..know 
the Shingaku (heart learning) thimik such conduct shameful 
and carefully avoid it 7" 
In a little poem Toju puts the same idea thus : 
-『A prison there is outside of prisons,。 
Large enough to hold the world : 
Its four strone walls are love of fame 
And gain and pride and selfsh wi. 
Alas! So many sons of men 
Are chained therein and mourn for aye." 





ON _HPRESY 


In common with the whole Yomei School, TGjiu was 
indebted for not a few of his points of view to Buddqhism, 
especially to the Zen philosophy。but this very fact 1ed him to 
_emphasize.the vital points of dd 任 erence so as to make sure that 
no one could suspect him of proclaiming merely a new phase of 
Budahism. One vital 中 代 erence is his view concerningr desire, 
already referred to .under the head of “ 政 thical Teaching." 
While both TGju and Buddhism aim to get rid of selfsh desire, 
Toju has no sympathy with the Buddhist doctrine of the 
extermination of desire, resulting i a benumbed manhood. 
He advocates a purihcation of desire and its energetic direction 
toward self-mastery and self-culture. He says: “The 
unselhsh spirit of the way recognizes righteousness but scorns 
self-interest. Freedom from desire means. following righteous- 
ness without a selfsh heart. It means taking or paying what 
is rightly due, laying up what should be 1aid up, and giving 
っ る way what should be given away . . . . Desire or freedom 


70. 兵 nox. op. cit。p. 348。 。 
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natural destiny. Virtue conquers talent, talent overcomes 
force, and force js superior to fate. If virtue and talent balance, 
fate wins : then, too, in the last extremity, as the destruction 
of a nation, fate conquers in spite of virtuc andl talents. 

“OOuestion : Suppose all four are equal 2 

"Answer: Like equal players at go, i iS impossible to 
Say why either wins. 

“Ouestion: Describe the sage, superior man, hero and 


adVenturer. 
“Answer: The sage excels all men in all things and is 


divine : the superior man iS one degree below the sage and 
does not attain to the divine : the hero in other things iS one 
degree below superior man, but in war js his equal: the 
adyenturer has the military talents of the hero but lacks his 
virtues. Sage, Superior man, and hero bless the land in war 
or peace : the adventurer ijS useful only in war and often brings 
evilontheland. He is to be employed for his talents'′sake, 
but cautiously, and isS not to be entrusted with too much 
Power or giyen too hich rank. 

"Eollowing duty, though a man be slain there is not a 
wound upon him: but wanting virtue, thoush he ive to four- 
score and die in peace he is as disgraced as the wretch who 
is beheaded or sawn asunder." 

On the besetting vice of the soldier and the ruler, the 
desire for fame, TGju says : 

' “ Ouestion : But suppose with lust of place and power we 
forsake also the desire for the good of our fellows, shall we not 
fall into sin ? 

“Answer: Desire for fame is higher than desire for ranK 
and wealth, and its results are often good. When a man 
without fixed principles becomes indifFerent to the opinion of 
others, he falls into cvil. But for the followers of truth there 
js a higher test. Truth and holiness from the substance, 
reputation iS the shadow. Because the virtue reeins in the 
heart the name is gained. Thus we have the approbation of 
the sages. Wise men do not desire the name without the 
Virtue : they value it only as a refHection of truth: they are 


69. KKnox, op. cit. pp. 245,166-167, 249-250, 350. 
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wisdom in all things, accomplishments, skill jn 1aw, jn service, 
in overcoming dd 人 抽 culties and 捕 conquering enemies. These 
are the pillars of the examination, and rank and salary are to 
be bestowed in accordance therewith. The heart of the ruler 
was the mirror of the 1aw of old. ITf the mirror were clouded, 
all examinations must fail : 下 the 1ord excelled in virtue, i was 
impossible to palm off a false skill upon him.” 

“OOuestion: It is related in the Amalects that when the 
Duke of Yei asked Confucius about warfare he replied: “ 甘 
you should wish to know how to arrange sacrificjal vessels T 
will answer you, but about warfare 1 know nothing.” How 
then can you say that he knew the art of war? 

“ANnswer: In war the most important things are the 
heart and thetme. When a virtuous heart accords with the 
richt time we have virtuous War, but from an evil heart jm 
rebellion against the proper time we have evil war, ike robbery. 
jn the case mentioned, the purpose was evil, and hence the 
reply of Confucius. 時 e knew nothingr of such evil warfare. 

“Ouestion: Should we not 1earn the art of war the 

field without books ? 


"AAnswer: A one-sided opinion. Of course a mere study 
of the rules Without regard to varying CirCurmstanceSs jS uSelesSs. 
Even great talents are increased by study, as the dull grow . 
duller by neglect of them. There never was a really great 
general not well read in his profession : jike the physician, he 
must know the disease, the patient and the remedy, or he wi 
be a terror and not a blessing. It is true that sometimes the 
patient of an ignorant physician may get well by the power of 
nature, andl in spite of his ignorance, and so a general may 
gain the victory over a weaker foe by fate, though he iS not 
well instructed : but it wl not be true succeSS. 

“OOuestion : fate be with us, shall we not wim im any 
CaSG ? 

“Answer: Wemust consider virtue, talent, force, and 
fate. Virtue iS this virtue of arms and letters as described 
above: talent is the power of moving men at wi 一 wisdom in WaT。 
prescience of enemies' plans, knowledge of the forces of heaven 
and earth: force is preponderance of streneth : fate 1S ouF 
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or earth, and though he face ammllion enemies he SS like a wolf 
facing afox. This bravery rests on the virtues and is called 
the bravery of jn 侍 and gi 義 ,and since . 誠 has no enemy 
heaven or earth it is called great bravery. Youthful bravery 
is unreasoninc 1ike the bravery of a brute : hence it some- 
times shows itself in rebelion, or the man be of low rank, in 
thieving. Its foundation is lust : in time of victory it appears 
well enough, but in hime of defeat 誠 shows its ignomninious 
character by deserting its lord.・ It seems je true valor, but 
t js properly called youthful bravery and little bravery. 
「 “OOuestion : Are both kinds of bravery useful 2 
Answer: The great can never be out of place. 本 here 
js no true righteousness without i. It is of use to general and 
soldier alike. The small is of use mm the soidier, but the 
general possesses it alone he never can conquer、 From this 
cause many generals have been defeated both in China and 
Japan. 。 
“ Ouestion : TS there an art of strategy and tactics, and 
how shall it be 1earned ? 「 a 
“Answer: Theart of war came from the book called 
Yeki, and the old Chinese systems are of value,。 while the 
books written jn Japan are useless. Wemay learn the prin- 
eiples from books, but these must be adapted to circumstanceS, 
or we shall be je the son of the famous general who was 
thoroughly instructed by his father, but becoming a general 
himself was defeated and became a laughing-stock to heaven 
and earth、 So, frst of all, we are to learn the Confucian 1earn- 
ing and then we shall be able to master any particular science 
and its application. 
OOuestiion: What is the proper examination for samurai ? 
“Answer : .There are three grades of samurai. The first 
'endiowed with sreat bravery, obedient to. virtue, skilled 
in accomplishments. The second is not so well instructed jn 
the truth, but loyal, unselfish、 and sk 崩 ful : but the third jS selfish 
and full of lusts. As these last are many the 1ord has need for 
caution. Further,there are three examinations : in virtue。 
capacity and accomplishments. Virtue is the union of jin andi 
如 、learning and arms: capacity, the power to govern with 
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importance of offspring, we see that is proper for the higher 

ranks to have more than one, and this according to rank, the 
Emperor having most. And what disgraceful, brutish evils 
result from the precept denying a Wife to the priests." 


ON MARTIIAL VIRTUES 


Man of peace though he was。TGju Was quite up on the 
art of the soldier..。 No doubt the rather distasteful niilitary 
discipline of his boyhood at Osu 1eft its innpress upon him. 人 At 
any rate, we fnd in Okina MIondo many shrewd observations 
on the character and work of the man of arms, su 人 iciently 
interesting to quote at 1ength. 

"It ijS often said that learning js for monks and priests 
but not for samurai, since those who love are lazy. 革 ぁ a 
sarmnurai iS learnedl 慈 is rather_a reproach to him. Sarmurai 
snesr at learning from envy andl the desire to conceal their own 
defects. IMinamoto Yoshitsune and his great retainer Benke 
far excelled all the men of their time in learning, and these 
were the paragons of samurai 一 always successful and never 
defeated. The proper place for men without 1earning isS in the 
fields and cutting wood.。 There are brave men among those 
with acconplishments and among those without accomplish- 
ments。 but we have true learning we always have true 
bravery : as the Ron-go says, the virtuous man is always brave 
though the brave is not always virtuous. .We have the dis- 
tinction as stated between virtuous bravery and youthful 
natural bravery。” 。 ' “ 
“OOuestion: What is the difference eg virtuousS 
bravery and youthful bravery ? . 

“Answer: The bravery of. the Wise man consists im 
obeying the way, being true to principle and desiring nothing 
else. He iS ready to give.up jfe itself in the Service of parent 
OT jord, He neither 1oyes jfe nor. fears death and thus has. 
destroyed the root_of cowardice。 陳 fears: mothing i in heaven. 


68. Knox, op. cit. p. 256. DE 2 GO CROR2 ま 
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book-worms of our day, who, in the words of the proverb, 
*・ Read the “ Analects " but do not read them.′ " 

Cl1osely allied to "Education ” js the topic of “The 
Family,” on which ToGju touches in Okina Mondo in a way 
that would hardly commandl assent from modern readers : 

“本 he husband is to love his wife、 andd yet not overmuch, 
lest he neglect his parents and brothers. The men who have 
brought ruin on family and kingdom by disregardingr this 
rule have been innumerable. And yet not to love at all js also 
an cvil since by the wife he has the hlessing of offspring 
and the worship of descendlants. But let the love have limits 
asabovesetforth. The wife iS to reverence and obey her 
husband. She must be gentle, quiet and faithfu1. Her husband 
is in the place of heaven. His parents take the place of 
her parents, and thus obedience to father-in-law and mother-in- 
law becomes the frst of her duties. She must be a peacennaker, 
practice the virtues of a good house-keeper, and raise children. 
A man has his dutes out of the house, and a wife wrthin : 
and so it iS Written in the third place “Fu-fu betsu ari.“ 

" 芽 he younger brother js to reverence and obey the older, 
as iS indeed always the duty of juniors to seniors but especial- 
ly to the elder born of our parents. The elder has a tyofold 
duty 一 something of that of the parent and something of that 
of the friend. 日 e js to help his brother: befriend him, teach him, 
and most of all to guide aright. This is our duty to all who 
are younger, but especially to the younger born of our 
parents."W 

When it comes to the purity of the family, we fnd TGju 
Bbowing to the accepted doctrine of his age. He says: "Not 
to commit adultery and rei 蘭 (Dropriety) 1ook somewhat alike, 
but rei includes the duty of reverence and consideration for 
others, from the emperor to the 1owest of men, with the duty 
ot kindly intercourse, and all the ceremonies of Hfe and death. 
To compare the tyo is to put a gill of water against the great 
Sea. The command not to commit adultery iS against nature, 
for it forbids the possession of more than one wife- 一 a com- 
mand adapted to the common people : but as we consider the 


67. 氏 nox,。 op. cit。 p. 162. 
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Toju also recognized the value of music, which, 
he- says, "softens and ennobles the heart.。 and makes 
easy the changing of customs and the reform of bad 
habits." Moreover。  iS noteworthy that TGjiu was 
an ardent advocate of wwoman's education 抽 an age 
when education was considered necessary to mnen only. 
“Composing poetry and reading songs may be 則 -suited to 
woman's Droper work, but many Women have cultivated such 
arts and no one Hhas thought it strange, and 索 would be 
unreasonable to condemn them, for they conduce to that control 
of the heart which is held to be woman's frst duty. 。 芽 here 
are still other reasons for giving women a broader culture。 
Woman is an embodiment of the negative principle (陰気 
literally, obverse or shadow) and is by nature excitable, narrow- 
minded, violent, and prone to envy and bitterness.。 She 
is shut up in the house day in and day out and her training 
tends to throw her back upon herself : her outlook iS narrow. 
Hence, 門 comes to pass that women of large tolerance 
and straightforward honesty are so rare. Buddhism has 
accordingly branded women as so steeped in sin that they can 
hardly hope to become buddhas. Therefore we must admit 
that  iS quite unreasonable to deny Women the broadening 
infHuence of moral culture."W Six volumes of his “ 民 anso ” 
were specially devoted to this theme, so that Toju may rightly 
be considered the forerunner of Kaibara Ekken's “ Great 
TLearning for Women.“" 

Incidentally, Tu throws light on the means of popular 
education in the idyllic ages of China, and perhaps, of apan : 
“ In the tme of the ancient sages there was a school in every 
village. For the 1ocal o 抽 cial, the representative of the Govern- 
ment, himself acted as teacher of the way according to the 
classics, during the intervals ot tilling the soil. Thus even simple 
men and Women were enabled to grasp the central principles 
of the classics. Although they could not read a single ideograph, 
they mastered their real meaning and developed a nobility and 
self-control that have never been equalled by the ordinary 
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1ower nature by what Chalmers would have called the expulsiy e 
power of a noble afechion. 





ON EDUCATION 


As we should expect, TGju's educational aim was the 
moralization of his pupils. Intellectual and physical culture 
_ were quite secondary. 日 e summed up the teachings of the 
sages into one word, Practice the way. He tried to inculcate 
his convictions by example, even more than by precept. jm 
Okina Mond6, 1, he nobly asserts that “The true, fundamental 
education iS moral culture, taught not by the mouth、but by 
jiving according to the way, so that our lives avail to change 
others. 根本 上 眞 筑 の 数 化 は 徳 数 な り 口 に て は 数 へ すし て 残 
身 な を 立て 道行 ひ て 人 の 自ら 6 交 化 する な た 徳 数 で ふ ." 

He clearly realized the inportance of beginning moral 
Trainining from the earliest childhood. In Okina Mondo, 1, he 
writes : 

he first 0 of the parent is to instruct the child in the 
"way。。 Temporary instruction and kindness without recard 
for the future iS fichtious 1ove 一 a mere fondness Hike the fond- 
ness of cow for caf. . To neglect to teach the way and care 
only for accomplishments iS to forget that i the child js not 
virtuous 起 W 巡 be cast of 任 by gods and men and be hated at 
last by the parents themselyes. The builder and the destroyer 
ot the house is the child, so do not confuse the beginning and 
the end, and, making wealth and rank of frst imnportance, 
think virtue of smal account. All must be taught the way, 
Yet with a due regard for natural capacity and endowments. 
Kemember that the most efhcient teaching is by example, and 
that the education begins at once and not with reading and 
writing.。。 Andhe added a characteristically oriental point : 
" 二 he parents must give a profession to the Son and in time 
get him a wife." 
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In the supplement to Okina Mond65 he writes: “The 
name Confucianist has reference to virtue, not to acconmnplish- 
ments. Titerary culture jS an accomplishment o 作 ering no 
great 中 人 抽 culies to a man endowed. by nature with a good 
memory. But however prohicient a rman may be in jijterature, 
i 定 he lacks ajust and benevolent character, he is no Confucianist. 
He is simply a common man with knowledge of the classics. 
Whereas, an utterly iiterate man who has a pure and upright 
character iS not a common man but an unlettered Confucianist.” 

Bold rebukes, these, to utter in an age when the jot and 
tittle were almost worshipped. 

Contrastedd with this, he goes on to_ describe “true 
1earning ” thus: “First, to fix the heart upon the 崩 ustrious 
virtue, then by the use of the classics as our teacher, ruling 
word and act, to polish the rough jewel,. the 辿 ustrious virtue 
of our hearts.” Again, in Okina Mond6, II, he says : 
"True reading is the reading of our heart by our heart. The 
heart of the old sages must be made the mirror where the 
workings of our own heart are reHected. Reading the letters 
with our eyes alone is no true reading at al TSiws 
implicit confdence in the moral potency of the true learn- 
ing is reflected in this iustration im the supplement to 
Okina Mondo : “Pain and anxiety are only in the feelings of 
men, are a self-infiicted sickness. The heart is jike the eye 
which naturally opens freely .and sees things vividly. But 下 a 
particle of dust gets into the eye loses the power to_open 
and shut freely and can no 1onger see clearly. The pain, more- 
over, iS excruciating. But when the dust has been taken out. 
the eye regains its essential nature andt opens and shuts freely 
and sees clearly again. Just so the orieinal nature of the 
heart is to be contented and happy,.but when the dust of 
passion gets in, all sorts of grievous pains_arise. It iS because 
learning shows the Way back to original happiness by washing 
away the dust of passion that wil, digently 所 年 9 and 
heeded, restore the former happiness of the heart.” To qu, 
communion with the spirit of the old . masters was merely a 
0 means of tetting' rycchi have fult: Sa driving out- the 
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With ToGju, ethics js the only learning. As we have 
already noted, he uses the term learning' in the sense of moral 
much more than of mental culkunre. Learning is the means of 
attaining to the height of aseiin or saint, through the cutting 
out of selfish appettes and the unfolding of inborn wisdom. 
So in Okina Mond6, TIT, he says, "The substance of learning 
is clearing o 全 mental impurities and improving our actions." 
Or, as he elsewhere declares, "The essence of learningr is the 
recognition of the central reality, i.e., of ryochi, and its 
unifcation with oneself." Although, as this sentence shows, 
he was by no means a jiteralist, he enthusiastically devoted 
himse'f to the exposition and application of the classics, amonr 
which he studied most ardentdy "The Book of Changes "and 
the "Classic of Filial Piety." But he tried to pierce to the 
heart of the old masters. Unlike other scholars of the age he 
was not enslaved by the latter. Hesays: “What we read is 
in fact only a commentary on our inborn nature. The com- 
mentary is useful only so far as we understand the text. TIf 
We do not recogmize our ryochi, but lose ourselyes in the study 
of old writings, it iS jnst jike studying only the commentators 
instead of reading the original text."“ 

And again。 he hurls these biting words against “false 
jearning.” “tiS an empty reading and writing and a mere 
initation of the fashions of famous men. In China there are 
also all sorts of *iSms and "ologies : here in Japan there is this 
empty reading and writing and the Buddhist learning, but 
only the frst of these is commonly meant by learning. tjisa 
priest-jike mumbling of words 一 reading, writing and making 
Verses for the sake of wages or reward : going over the classics 
and other books as an exercise for mouth and eye. AA very 
haughty thing is this learning of the world." 
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virtuous even without laws: 半 he is bad, 1avws are useless and 
sometimes evil jncreases with the severity of the punishnnent, 
as dirty water becomes dirtier With stirring and clears when 
left undisturbed." 

We cannot better end this section on Grovernment than to 
quote TGju's laconic answer as to how to study the art of 
eovernment. “he Confucian learning,” says he, “is he art 
of covernment. Learning polishes the 日 ustrious Virtue : the 
development of this wonderful, eternal virtue js the foundation 
of government.”@ メ 
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must hate and envy none. he lord must respect his nniniSters. 
To them he entrusts his dominion, reserving to himself only the 
powers of reward and punishment. As the samurai are the 
defence of his dominion, of course he will care for them : and as 
the commonalty are the wealth of the empire, he wil cherish 
them as a hen her chickens。 上 he duties of the samurai may be 
summed up jn single-hearted loyalty, the sacrihce ot self for lord 
and country. He must serve his lord as he would his parents, 
for the lord js the nourisher of the body his parents gave. The 
saimurai of rank must counsel his 1ord, giving good advice 
even though it prove distasteful, and dissuading from evil even 
at the sacrifice of life itself. The lower ranks are to do their 
duty without question, and in Hme of War to fight bravely and 
skiltully, while the men in command are to mature their plans 
though the enemy be siHll far distant. The common people are 
to manitest therr loyalty by obeying the laws, paying their 
taxes and followjng diligently their trades, for they too are 
really retainers, though without salary. The 1ord, then, is to 
treat his retainers with kindness and the retainers to obey 
loyally." 

With merciless 1ogic TGju, jike Confucius, makes the ruler 
solely responsible for the weal or woe of his people : 

"Especially must the lord be careful in choosing his 
ministers, since ithey deceive him al manner of evils arise. 
Foolish rulers, however, choose men from fancy, as the magnet 
selects iron from the heap : but thus, though there 'are Wise 
men, Since they are not employed it iS as they were not. 
While 立 the bad are not employed they can do no evil : so after 
all the happiness and misery of the land rest on the heart of 
the ruler alone. He is responsible.“" 

TGju's reply to the question, "Should there be many and 
severe laws?" makes one wonder what he would say 店 
confronted with the massive law codes of japan to-day 一 "All 
depends on Hmes, circumstances andl ranks. We cannot decide 
once for all. The heart of the ruler iS of fhrst inmmportanCe. 
Since the subjects imitate the ruler, if he is good they w 過 be 
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learning and arms are 1inked together 1ike the tye principles, jn 
陰 andyo 陽 . It is impossible to conceive the one without the 
other."%9 

The severe ethical requirements of government are clearly 
expounded in Okina Mond6, 1: “He who cannot rule self 
cannot rule an empire, and hence the emperor js to rule himself 
frst of all. He should choose his o 仙 cers with care, apportion- 
ing their duties according to their various obilities : he should 
rule justly and so that all his subjects may enjoy their natural: 
riohts and privileges : in short, as the father - cherishes his 
children, so the father of the nation is to cherish his people. 
This is the virtue of ko as the son of heaven obeys . The 
daimyo is to govern his own body and soul in accordance with 
the way, to see that the Wealth of his dominion iS preserved,。 
to treat the ofcers of the emperor with respect and the 1ower 
offcers with consideration, to look with pity on the farmers,。 
and especially to care for the widows and friendless, and so to 
rule that the prosperity ot the province may be 1ong preserved-. 
This is the duty of ko for the daimyo6. The minister should 
be an example in conduct for other nen. Thought, word and 
act must be for his 1ord and his country : nothing must be done 
for self, self-glory or selH-interest. Im tmes of peace the 
eovernment is in his hands. Tn time of war he goes forth jn 
command, and hence must be well versed in the art of war. 日 e 
is to have a care that the worship of the gods and of ancestors. 
is not neglected. The samurai must give single-hearted 
obedience : forsaking self, he must serve his mmaster, he must bs 
well versed in his duties, must be faithful to friends, careful of 
his words, seeking to do right in all things, and in tme of 
danger be prepared to do his 1ord efhcient service. 十 he common 
people must do their Work without laziness, accumnulating 
wealth and not wasting . hey must fear_the governrmnent 
and obey the 1aws.?7 ri! 

Again, further on in Book 1 he recurs to the subject, but 
with more emphasis upon duty and less on character : “The 
differences of rank and position are decreed by Heaven : so we 
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ド Ethics was the chief burden of TGjiu's ife and teaching. 
He rarely touched on politics, being made all the more retcent, 
perhaps, because the Yomei doctrines were under the ban of the 
(Government. But when he does discuss political principles, he 
bases them even more completely than Confucius or ATencius on 
*ethical principles. He makes moral culture and government 
essentially one. Government iS the principle by which native 
virtue js clarified : learning (moral culture) is the art of govern- 
ing the people of the world" の This reminds one of the naive 
views of Socrates and Plato, and it iS encouraging to believe 
that modlern rulers andl scholars are sincerely espousing this 
same ideal, so deeply eclipsed in some periods of the world's 
history. Toju extends this identity of 1earning and government 
by applying also to learning and arms : 

“ Ouestion : There js a saying that arms and learning are 
the tyvo wheels of a wagon, the tvo wings of a bird. Are 
arms and learning tvo 2 

“人 Answer: ItiSa popular error,for men think learning 
consists in reading, Writingr and poetry and a mild dispositon, 
and arms to consist in a fierce disposition, horsemanship, fenc- 
ing and the 1 近 c。 while really there is no distinction between 
the tvo. No true learning is without arms and no true arrmSs 
without learning. Learning governs empire, province, fannily 
and self in tme of peace, and in accordance with the way, 
while arms restrain the unruly。punish the evil and carry 
on war. The root of arms iS gi 義 andl of learning jin 信 , and 
these twvo virtues are one. From these roots come the leaves 
and branches 一 letters, horsemanship and the ike. Some men 
have the root without the leaves : they seem to be weak, but 
have strong hearts, and such men are many. Some men have 
the leaves but not the root, the accomplishments without the 
yirtues : thus they are 1 所 e sheep in the skins of tgers. Thus 
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In this connectiion we naturally inquire what Toju's ideas 
were on the future life. think all will agree that he had an 
exaltedl conception for his time : 

“7 Ouestion 一 The students of magic can Hive long and 
never die, andl the Buddhist becomes a hotoke rid of jis 
corrupted body. Can Confucianism give Such rewards after 
death ? “ 

“Answer: 一 Thorough study of the classics wi banish such 
heretical doubts. The aim of both these systems iS to control 
the heart and clear the orieinal nature, and this when accom- 
plished is called 1ong tife and becoming a hotoke. But after 
all these men do not understand the holy heart and thus are 
one degree below the wise man. As the knowledge imparted 
by Confucianism is higher than that gained in the other 
syStems, So ijS its reward greater. As the sages have said, 
“Aoereement with the original principle is true reason. The 
erTeat Spirit of the Universe 則 ls all the sky, calm, imperturbable, 
the source of allthings. When man conforms to thiS great 
principle. though he 呈 sappear he does not become extinct. 日 e 
returns to the primal spirit as a drop of water into the sea, as 
a vVapor in the sky melts away. 日 e is not destroyed, but 
continues as fire entering fre. Nor is there reason why he 
should not appear again, as the scattered vapor gathers again 
in a different form. IMan at one with the spiritual 1aw behind 
the universe is as innperishable as the universe itself. True 
wisdom comprehends this truth and Knows perfect peace.” 

We have now surveyed brieHy the whole range of TGju's 
ethical teaching. There is certainly much to admire and Hittle 
to condemn. But perhaps the best thing we can say about 攻 
is that the Sage succeeded to an unusual degree in exemplifying 
it in his own Hife. 
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with contempt, but reverence them.” Tf aman of such position 
could use such an i 財 ustration to enforce this duty, no exhorta- 
tion can be needed by men of lower rank."“ 

Patience or Stoicisrmm. ToGju holds patience or stoicism, 
nin 怒 , to be the running-mate of humility. It not only begets an 
even temper but purges the heart of the impurities of the 1ower 
nature. His etymology of the term is striking and would seem 
far-fetched unless one recalled that the Japanese "nin "has a 
more PDoSitive content than the English “patience.”" Ni 
means to reject evil as well as to endureit. Hesays: "The 
ideograph 奴 nin jS composed of 肪 , a sword, and 心 the heart. 
年 hat iS, if the self-accusing heart, weighed down with its own 
wickedness, w 骨 make itself a sword to cut off the accretions cf 
wilful desire, then the result wil be complete.freedom. The 
heart wl be swept clean of the devil of fame-hunger and the 
thief of low desire. THence nin is the gate to all the virtues." 
With this etymology in mind the following poem by TGju 
becomes intelligible: “One act of patience harmonizes the 
seven Dassions : tyo acts of patience bring the fhve blessings in 
a troop : habitual acts of patience make one's whole nature 
beautiful as springtime, and Utopia is brought down from the 
clouds." 「 

On Worship. As we close this section on TGju's Ethics, 
it is interesting to notice his frank advocacy of the worshijp ot 
eods and spirits. "Belief in gods and spirits is a part of 
Confucianism.。 In the "Classic of Fiial Piety," to worship 
the father as Heaven and to serye the gods js considered the 
essence ot piety. In the "Book of Rites ” directions tor the 
worship of the gods are given at length. Emperor。 prince, 
ruler, scholar and commoner are to worship according to their 
Various ranks and possessions, each rank and place having its 
appropriate duties. JIn the worship of ancestors and the 
teaching of Shinto we fnd agreement. We must worship 
ancestors accordingr to rank and the customs of the country j 
which we dwell. The Buddhist exaltation of the hotoke above 
the gods js blasphemy." 
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Loyalty.。 TGju says- 1ittle about 1oyalty as.a 中 stinct 
virtue, for he considers to be a や art of 全 ial piety. 比 
remained for his successors to put loyalty above 公 jality and 
thus contribute to Japanese Confucianism Ss most sfring 
呈 作 erence from its Chinese prototype. Gu clearly gives 
precedence to iiality,。 holding that the most dnutiful. child 
would make the most faithful retainer. 。 Was in accord with 
this conviction that he left the service of his feudal 1ord 近 IYo 
and returned to Ogawa to give himself to the care of jis 
mother. In the letter justifying his act he wrote: 下 近 al 
piety is the weightier and 1oyalty the lighter duty.” 

Humnility. Tike all the old masters, TGiu gives a pro= 
minent, almost the frst place, to humility. “Unless the scholar 
frst purges himself of his self-suficiency and seeks the virtue of 
humilty。 with all his 1earning and genius he iS not yet entitled 
to a position above the slough of the commonalty." ツ And 
again, "True learning iS disregard of se せ , obedience to the Way 
and the observance of the fve relations. Its eyeball js 
humihty 党 。 is defnition and ustration of humility is 
interesting: “OOuestion 一 " What is the greatest virtue for men 
ofrankp Answer : 一 Humility. Not proud of rank, unselfish, 
considerate, benevolent, full of pity for .others, respectful, 
hearin advice, distrustful of ones own wisdom, loving good 
and hating evil 一 this is humility. Taishun was Daisei-jin, 
andl yet he asked for advice even in triHes and did not despise 
the counsel of men below him, but examined carefully to see 玉 
it conformed to the truth, adopting it 下 in accord,. and rejectngr 
it if opposed. . For this Confueius praised him as one of the 
sages. When the son of Shukotan went to his province, his 
father said to him, “ My father was the emperor, Bun-no my 
brother, the emperor, Bu-o my son iS the emperor, Se-o and my 
own rank is Sessho-chosai. There is no one my Superior or 
equal, and yet while my hair is being dressed 」 stop three 
innes to.receive guests, and while 1 eat 1 spit out my food 
_ three tmes that T may welcome the gentry who call : still more 
do +T fear to bs rude to a superior mman. Do not treat others 
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frst step in the way. The reason is clear, since our bodies are 
derived from them. We must clearly perceive that our bodies 
are a part of our parents, and then serve them with loye and 
reverence. JHf we seek for the origin of things we find that, as 
our bodies are divided from our parents but stll one with them, 
so are their bodies divided from the spirit of heaven and earth, 
and the spirit of heaven and earth js the offspringr of the Spirit 
of the universe : thus my body iS one with the universe and the 
gods. Clearly perceiving this truth and acting in accordance 
with it is obedience to the way. Thus we shall be loving and 
reverent to parents, respectful and loyal to master, true to 
friends, just to we, faithful to husband, not speaking falsely 
nor actng wrongfully even in Hittle things, obeying the way 
wih word and thought and deed 一 all this is included in the 
virtue KK. Even ftng hand and foot we must follow ko. All 
the errors of mankind arise from “sef” as we think “this S 
my body," “this iS mine ”: but ko slays self. Eyen learned 
men are not true scholars when ignorant of this philosophy, 
still more are ignorant men near to the brute." 

A jittle farther on he gives a quaint explanation of why he 
makes the care of parents the primary duty only in the case of 
the common people : " They are to take care of their parents, 
loving them better than their own bodies, and being ready to 
serve them even at the expense of sufering to themselves. 

『Ouestion 一 Why do you confine 名 iat obedience to the 
common people ? " 

“Answer : 一 Al above the rank of samurai cannot need 
this admonition. They have enough wealth and feel no 
temptation to neglect their parents : it iS only the poor who 
can need this counsel." ' 

The results of unfilial conduct Tu paints in dark colors : 
“jal piety iS the root of a man. he lets it die, he becomes 
jiks a rootless tree. It were better for hinn to be dead in truth 
and escape such a living death. 店 筒 基 人 根 若 滅 却 此 心 則 其 生 
如 無 根 之 草木 條 不死 者 . 幸 葛 両 巳 " 
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nothing mnore important than reverence to parents. We must 
put parents jn the place of Heaven. The gods admire a 介 ial 
spirit, and all virtue is included jn this. To love others with- 
out oving our parents is mistaken virtue: Thus 則 ijal piety 
fulfills the law.” And after exhausting his vocabulary 
in praising ko, he concludes his whole treatise with these 
words: “But when the sage appears, the 中 vine, his 
virtue unites with heaven and earth, his light is one 
with sun and moon, he ,knows good and evil ike gods 
and demons. Yet。 after all, Confucius said: “Eyen jn 
the virtue of a sage what is there beyond 苔 ial piety ? 
More definitely, he says that ko inmplies obedience, 
which is a debt we owe our parents. Consider how their. 
pains and anxietiies begin before birth, continue through child- 
hood and youth, and how innumerable are the blessings we 
receive fron them. Their love is higher 他 an heaven and 
deeper than the ssea. 人 AH men acknowledge the dnuty of 
gratitude, and 則 ial obedience isS merely showing the edge of 
eratitude. Even crows feed their parents, and 1ambs show 
their respect by stooping as they eat. It is the beginning of 
all the virtues, and when we forget it we cloud the soul with 
lust, dim the iustrious virtue, and are astray in the night. 
But man often forgets parents for the sake of (hose from 
whom he receives wealth, or for love of wife or concubine。 
forgetting that wealth is merely the ornament and the wife the 
pleasure of the body, while the body itself is the gift of parents. 
To neglect them is to show that we are not men. It follows 
that we are to be grateful and obedient even to those parents 
who forget therr duties. Our duties to parents are to both 
mind andd body. We are so to govern ourselves as to cause 
them no anxiety, to give them needful food, to provide medicine 
and nursing in 則 ness, to mourn at their death, to bury them 
with the customary rites, to hang up the tablet and give 直 due 
worship : this is all included in ia1 obedience." ツ 

TGju s natural philosophy of ko in its practical aspect iS a 
typical bit of naive reasoning: “Obedience to parents is the 
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is the elder, reciprocal affection is the child. Thus, when 
we look at all things in the light of this principle ko, we see 
that apart from it nothing has been produced. If we ap- 
propriate this principle in our own hearts, the result is pity 
(toward those below) and reverence (toward superiors)." 

' jn Okina Mond6, 1 he identifies the mysterious “ 某 法 
reiho” the fundamental virtue or treasure, with ko. "Original- 
1y reih6 had no name, but for the sake of teachingr the ienorant。 
the sagees calledit ko. Im these days, on the contrary, every 
one Knows its name, even the young and foohish: but those 
who know its true nature are Very few, even among the aged 
and 1earned. It may be considered as divided into “ai” and 
\ 人 ke の “Ai7 5 1ove and kindness to others, “kei is 
reVerence for superiors and consideration for inferiors. Ko 
js like a looking-glass: The glass refects many shapes and 
colors, but itself is alvays unchanged: so ko refHects all 
the virtues but is itself unchangeable. All the virtues, obedience, 


_ 1]oyalty, faithfulness, kindness, as they exist betwyeen the dif- 


ferent ranKs and relationships of society may be resolved into 
ai and kei, and these tvo are ko-the division into various 
duties being for convenience in teaching. And any one, even a 
jttle child fve or six years old, can learn about this virtue, 
but even the aged and 1earned find its practice difhcult. 

“ Ouestion : T had supposed that ko meant filial obedience 
but now T perceive 六 embraces all the virtues. 

“Answer : KO dwells in the universe.as the spirit dwells 
inman. It has neither beginning nor end : without it iS no 
tme or any being: there jiS nothing in al the universe un- 
endowed with KO6. Asman is the head of the universe, its 
image in miniature, ko endows his body and soul, and obedience 
to the way jiS the very pivot of existence." や " 

In. another place he says: “Ko jS the fundamental 
principle in the universe : it has neither beginning nor end." 

hese passages all present ko in is transcendental aspect。 
in which it may be identifed .with ryochi、 But Toju also 
makes it a Very mundane virtue,. second to none in practical 
jife. Thus, "There is nothing greater than ko, and ko knows 


45. Knox, op. cit. p. 1092。 ・ SH 
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The Divining Sticks and Hexagrams used by Toju in StudYing 
“The Book of Changes.” 


1 


40() NAkAE To6jU: Tj SAcE og Or 


may be seen in his “ Kokyo Shinpo 区 絹 心 法 " the fjrst few 
jnes of which are not unlike the prologue to St. John's (Grospel : 

“ Before the heavens and the earth were conceived k6 was 
the divine way of heaven. The Heavens, earth and man, yea, 
all creation、 were conceived by ko. Spring and surmmner, 
autumn and winter, thunder and rain and dew had not been 
exceDt for ko. Benevolence, righteousness, propriety and 
understanding are the principles of ko6.” 日 e continues : “The 
five relationships 五 典 , and the ten virtues of relationship 十 義 
(ie., lord and subject, parent and child, husband and we, older 
and younger brother or sisters, older and younger friends, and 
their appropriate virtues), are the seasons of ko6. The womb 
of divine reason was in ko. It cannot be expressed or narmed. 
But it is arbitrarily given a form, it is called ko.” Then 
follows this interesting etymological digression. "本 he 
ideograph for ko 茅 is composedl of the two ideographs, 老 and 
子 , i.e., an old man 老 leanineg onachild 子 . When they were 
written together they were abbreviated ( ヒ being left out) 
本 he reason of heaven before the heavens and earth were open- 
ed up was the elder 老 , and Ki 無 , the passionate DrinciD:e, WaSs 
the child 子 . When the heayens and the earth had been 
opened up, heaven was the elder and the earth as the child. 
The universe ( 乾 埋 the primitive cosmos) was the elder, 
and the six elements were the child. The sun is the elder 
and the moon is the child. EKki 易 “ isS composed of the 
characters 日 and 月 , sun andl moon. The meaning of 老 and 
子 is the same as 日 and 月 . 易 . “ The Book of Changes "and 大 
経 。" The Classic of Filial Piety,"” constitute one indivisible truth. 
Mountains are the elder : rivers. and the child. The Middle 
Kingdom is the elder: the eastern barbarians (Japan), the 
southern barbarians (India), the western barbarians (Europe ?), 
and the northern barbarians (Mongolia and Manchuria)。 are 
the child. The ruler is the elder : the subject is the child. The 
husbandli is the elder : the wife is the child. In the realhm of the 
shaping of another person's character,the man of benevolence 


44. The character used to cover the whole science of divination and the 
aws on which jit is supposed to be based: also、the title of the elassic,“ The 
-Bcok of Changes." . 





E ド rmicAL TEAcCHINGS 3 ひ ゆ 


water quiets the waves even below the surface, so the quiet 
heart calms allone'sdesires. 癌 な る 心 の 水 に 住む 月 の か く 
る ぁ ヽ 波 の 呼 に 定 む る. 

Perseverance. Perseverance alone will win the precious. 
fruits of self-discipline. "In order to cultivate virtue we mnust 
act rightly every day. Every Hme we gain one in goodness. 
we subxract one jn evil. Hf right is day by day pursued evil wi 
day by day retreat : the 1onger the day the shorter thenight. Hf 
this were kept up long enough, how could one help becoming a 
goodmanp 吾 人 徳 を 修 む る こさ な 思 ば ほ ゞ 日 々 に 善 を で せん 
西 巳 一 善 僅 すさ きい は 一 悪 損 す . 日 * に 善 を な さげ. 日 々 に 可 
退く べし . 基 れ 陽 長 ずる さき させ は 陰 滑 する の 理 な り ." 只 

Independence of Other's Opinions. What others 
think of us is often too strong a factor in determining our actionS. 
Toju rebukes such serviity in these words : “What the people 
of the age admire is done and what they disapprove is not 
done, without considering whether it iS right or wrong in itself. 
Such conformists are shojin, small men. Praise elates and 
condemnation worries them. They are anxious about the out- 
ward form, but know not the heart of the way." 

Repentance. “Repentance is the road which 1eads from 
misfortune. One should not brood over a misdee1 too long 
after repenting and making amends. When we recall our 
misdeeds after experiencing a change o} heart, they should 
seem unrelated to us : we should no longer have any pangs of 
remorse. But 計 the recollection of them arouses a sense of 
shame, the root of our misdeeds is stll hidden in us." 

Filial Piety. In Toju filial piety, 地 k6, holds such an 
important place that it w 過 be worth while to consider it at 
length. In the narrow sense, ko is reverence toward one's 
Parents. But TGju, enlarging upon the ideas of the Chinese 
work, “Kokyo Enshinkei 孝 経 授 御 委 ," interpreted it ij the 
broadest sense, making it a transcendental principle, eternally 
existent,。 but expressed and applied in human relationships. 
How deeply his mind was stirred by the contemplaton of ko 


41. Inouye, op. cit. p. 109. Cf. “Many sa mickle makes a muckle," and 
“* The jittle foxes spoil the vines." 

42. Op. cit. p. 111. 

43. Op. cit. p. 113. 
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nothing even were a Confucius to come to him. A true asDira- 
tion masters a man. Hence Confucius said,。 “AA commander 
of vast armies may be defeated, but the aspiration of the com- 
nonest person iS indomitab!e." 一 We must distinguish bstween 
the true aspiration after morality andd the false aspiration 
toward the mean objects of life, which have only a temporary 
charm and lead us into endless disgrace.” (Cf. John. 6:34.) 
“Think of yourself as a citizen of the universe (literally, a man 
jiving between heaven and earth) : 導 HHeaven is your teachar 
andl the divine light is your companion, You Will have no desire 
to make requests of other men." 
天地 の 間 に , 己 れ 一 人 生き て ある で 思ふ べし . 天 を 師 さ し . 弓 明 
を 友 さ すれ 中 外人 に 頼る 心 な し 

Enliehtenrment. Next to aspiratiion the mind must 
attain enjghtenment, that is, be made free from bewilderment 
and doubt. Passion and moral doubt may overcloud ryochi, 
but as soon as they are dispelled, ryochi sheds her bright 
jeht again like a cloudless sun. Im Okina Mond6, TGju 
declares, “Men may be divided into tyo classes, the darkened 
or bewildered 迷 , and the enlightened or understanding 悟 . 
The former includes ordinary, mean persons, while the latter 
ncludes the saint (seijin ), the kunshi, and the buddha. Bewilder- 
mient corme out of one and the same mnd. When over- 
clouded with passion, the light of conscience becomes indistinct 
and dark jke a moonless night. Then we call “mayoi no 
kokoro, the doubtful or bewildered mnnd. But when 区 iS 
purifhed through accumulated moral culture, 弟 1S clear and 
bright with the light shed by the full moon of the heart. Then 
we call it “satori no kokoro,” the enlightened mind.“ 

Sef-maastery. Enlightenment can only be won as the 
result of self-mastery, the taproot of all morality. “When 
we are tempted by external things, the fault is in us, and not 
im those things. If devils are driven out of our mind through 
self-denial, there is no demon under the sun that can disturb 
us や As in often the case, TGju best conveys the subrler 
shades of his thought in a verse : “ As the moon resting on the 


40. “But every nan is tempted。 when he is drawn away of his own lust。 
and enticed.? Tames 1 : 14. 
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hus he says : “There are six curses, viz, first, doing evil with 
abad heart and being cut of in the midst of life: second, 崩 ness: 
third,。 poverty : fourth, sorrow : fth, the wiling choice of sin, 
great badness : sixth, knowing the truth and acknowledging 
it but not obeying it. These are the six punishments the way 
of 本 eaven always decrees to the wicked. These awards are 
eternal, unchangeable like the variations of the seasons." But 
he believes that peace or pain is self-determined, for Heaven is 
generally only a name for the moral order. “The power of 
giving or denying gifts to men is in Heaven, but the secret of 
gaining or losing them is in one's own mind. If one innproves 
himself by self-examination and watchfulness, one w 骨 gain 
heavenly gifts. But i one deceives himself and is distracted by 
worldly things, Heaven wil take gifts away 丘 om him to hi, 
own loss." 

In other places he makes the punishment even more clearly 
subjective, as in this striking verse : 

“Tanoshimi mo mata. kurushimi mo yoso narazu. Tada 
ichinen no jigoku gokuraku. 

っ ーーYWaA る し まそ な 6 ず すず た だ 一 ね ん だ の ご く 。, こ 

This may be rendered : 

“Pain and pleasure only from oneself proceed : 
Hell and paradise are by the heart decreed.” " 

This sentence in Okina Mondo also suggests the same 
truth: “An evil heart includes all other curses. When the 
heart is darkened, sights and sounds are painful : even without 
outwyard sorrow there ijS norest. Thus it is that the law 
holds 一 virtue brings happiness and vice misery.“ 


THE PRACTICAL SIDE 
Aspiration. The frst essential in practical ethics js 
aspiration,that is, aspiring to be a seijin (saint) through moral 
culture. TGjiu says, “TE one have aspiration, everything in 
nature becomes his teacher, and one lack it, he could 1earn 


37. Knox。op. cit. pp. 170 一 1. 
38. This puts one in mind of Milton's lines : 

* The mind is its own place, and in itself 

Can make a Heavyen of Hell, and sa Hell of Heaven." Par. Lost. Bk. 1。 
39. IKnox,。 op. cit. p. 171. 
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ultimate source of evil and suffering. It iS evident, however, 
tha: neither of these attempted solutions is conclusive。 

When it comes to the overcoming of evil desire 丁 5ju parts 
company with Buddhisn、 and asserts that the wi is not to be 
destroyed, but made pure, by the cultivation of ryochi. And 
the best method of cultvating' ryochi is by "Chichi kaku- 
butsu 致知 格物 ”" “Chichi "means attaining suprennacy for 
ryochi over the selfish wi 帆 . "Kakubutsu "means making 
the five processes of seeing, speaking, hearing, thinking and 
appearance all correct. や 氏 akubutsu "ijS (he means : 「 chi- 
chi ? jis the end. 日 ence “Kakubutsu "may be considered the 
startinpg pojnt of practical morality. ToGju finds support for 
this rather Buddhistic doctrine in the Confucian classics them- 
selves, for instance, in the opening words of "Great Learning." 
"To rest in the highest excellence 正 於 至 善 . 日 e explains 
these words to mean the frm, motionless stare of the mind 
attainng to the substance of ryochi, a meaning not unlike 
“Shikwan 正 観 ” or “Sammai 三味 ” in Buddhism. But here 
again, despite apparent resemblances to Buddhism、TGju con- 
ceives 止 (to stop or rest) not as the stoppage of all desire at a 
certaim point, but as the determinaton of the right centre and 
foundation for all true desire and action.\ 。 著 is not with- 
drawal from the world, but taking a right attitude toward the 
world. This is quite different from the nihilism of Buddhism, 
indeed, more ike the positiveness of Christianity. 日 e quaintly 
Sums up the contrast in this verse : 

“" Shizen ni todomari nureba kurushimi no 

Umi no mizu hite tanoshimino kuni。 

玉 基 = 止 そ マリ ヌレ ぷ パ . 鞭 シミ ノ . 海 ノ 水 ヒモ テ タ フッ ノシ ミノ 冊 " 
which may be translated : “To attain to supreme virtue and 
rest there impassive, would be as joyless as a paradise whose 
seas had been dried up.” 

But 下 the evil will is persisted in, penalty is inevitable, for 
TGju beleves in 因果 應 報 Ingwa oho, the law of cause and 
e 圧 ect, or of retribution for the acts of all previous existences. 


_ 35. CF. the Yoga of India, in which these processes are controlled by 
severe self-discipline。 
36. He identihei 目 with 中 (the Mean) in “The Doctrine of the Mean.” 


「 
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角間 Oor 良 政 則 5 若 な た り : 良 知 た 数 で 
ば 善 和 常に 心 の 持た り .” Obedience to ryochi results in noble and 
transparent character: disobedience results in mean, deprave1 
character. The wide dference betyeen the superior man and 
the mean man all arises from self-watchfulness on the part 
of the one and self-deceptiion on the part of the other, 
and hence the latter can surely be trned- into the former 
注 he fully obeys ryGchi、 It js the shojin (mean man) 
who is afraid of the eye of others, and indulges in evil 
when alone. The very fact that he affects to be good and 
conceals his evil ways in the presence of a kunshi is proof that 
ryochi is not dead in him.“ But the kunshi is conscientious 
even when secure from the gaze of any other human being. 
The centre of the superior man is within. Conscious of the 
friendship of the divine light of heaven and earth, he acts with 
self-control because he reverences himself. Hence self-reverence"* 
or fidelity to his true self, i.e.、 obedience to ryochi, is the key- 
note in the character of the superior man. The question 
naturally arises, what leads a man to disobey ryochi, i it iS 
really the fundamental, inherent reality of his nature? How 
can the naturally good heart be the source of evil desire? Toju 
attempts two solutiions. The frst is that desire has nothing 
to do with ri, the noumenal, spiritual nature, but originates jn 
操 , the passionate, phenomenal nature. (Cf. St. Paul's “the 
Hesh and the spirit.") And yet he ヾ 則 not adnmit that ki js 
essentially evil. The second solution is that desire lies 1atent 
in the background of the mind untl aroused and brought jnto 
play by a selhsh thought. That is, Hike Shaka and Schopen- 
hauer, ToGju makes the wl in its biind and carnal activity the 








33. Inouye。op. cit.、p. 95. The conclusion of this passage is striking ・ 

The workings of ryGchi, though hidden jn the bosom,。 are really evident 
to the eyes of all men. 一 The trae nature of our mind, whether good or bad. 
can never remain long concealed. It may be hid for a while, but in the end 
it willbediscloscd 装 悪 共 三 内 = 誠 ア ) テ , 外 = 題 ハル ルコ コト, カ 
タレ ナシ ・. 外 ム 一 且 へ 警 悪 共 = ニ カク レ テ モ 其 寅 へ 衝 = 知 レ 
ヌ トニ 寺 フ コト スム ナミ キ ゾ メメ . Thisjisa remarkably close parallel to Christ's 
0 “* 下 ear them not therefore: for there is nothing covered that shall 
not be revealed : and hid that shall not be known." 

34. Reverence 散 secms to mean reverence for one's heaven-be- 
stowed good nature, to deble which would be impious, much like St. Paul's 
exhortation to be pure because we are the temple of the Holy Ghost. 
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and joy for a kunshi is within himself 妊 子安 軸 の 本 夏 は 理 人 
方 写 の 肉 に あわ あり”: and again, “ However 辿 ustrious Our 
teacher may be, he cannot divine our secret thoughts. Im 
distinguishing good and evil, 計 we revere the inner diVinity 
it will prove to be the best teacher. 明 師 わ りさ 避 6 も 
ーー 念 の 微 は 知 り が た し . 唯 我 ん ん に あり て 状 想 な 
知 る の 二 明 を 捧 持 す る 時 は 師 我 れ に あり て 克 
明 の 隔 な し だ In passing, we may observe that Tju asserts 
the brotherhood of man in as clear and eloquent form as any 
non-Christian thinker. He says: “Since all creation is fromn the 
same great root, all the men within the four seas are connected 
branches.” 高 の 物 皆 大 本 より 生 す れ げ 四 つ の 海 の 人 名 〈 連 
れる 枝 な り . “ 攻 we look upon Heaven and Earth as the 
ereat parents of all men, ihen we and other rmen, whosoever 
bears the human form, are all brothers. Therefore, sages 
welcome the thought that all within the four coasts are one 
family, that the Middle Kingdom is ike one man. To set up a 
barrier between ourselves and others and look upon them 
with aversion and contempt iS the sign of a mean, nisguided 
heart."“。 工 表 6 Confucius 一 "All within the four seas are 
brothers,” and Shaka 一 “Heart of pity toward all creatures,“ 
and Jesus 一 " Whosoever doeth the wi of my Fathor who is in 
heaven, the same is my sister and brother and mother.” Tju, 
in theory at least, 1ooks upon all races as equal. It would be 
interesting to know whether he literally believed this noble 
sentiment, or whether, jike some, 下 not all, of the Chinese 
sages, he Himited its apphcation to the “Greeks "” of the Orient 
and looked upon ali others as “barbarians.” As he never 
came in contact, so far as we know, with aliens, we can only 
say that his attitude toward ail classes of his fellow country- 
men, at least, was democratic and unbiassed. 

The problem of evil was the knottiest that Tu wrestHed 
mith. He faced it bravely, but with only partial success. js 
startng point iS that “ryochi is good : if we follow ryochi, good 








31. op. cit. p. 98. 

32. 天地 な 高 民 の 大 仙 母 さ な し て 見 れ げ ば, 我 も 人 も 人 間 な 
る 程 の 者 は , 皆 兄弟 然 る 故 に 構 人 は 四海 た 一 家中 國 を 一 人 ミ 
加 名 すさ な り . 召 れ さ 人 で さ の 隔 を 立て ゝ いけ わ し くぅ ) さ み 邊 9 
の る は 迷 へ る 凡夫 の 心 な り . Obkina Mond6, 1, Inouye, op. cit. p. 57. 
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The Theoret'cal Side. 1] cthics the first thing to be 
settled, says IDr. Tnouye, js the standard of good and evil. The 
idealist judges the goodness or badness of an action from the 
motive : the utilitarian, from the consequcnces. Toju belonged 
heart and soul to the iealist school. He write: Aloral 
worth jnheres in our heart and not in our acts. Every act 
centripetal to ryochi is good, and every act centrifugal from 
ryochi is bad."“ や Thus ryochi stands at the heart of his cth cs. 
Wherther expressed or not, 誠 iS the meridian base from which 
he surveys the whole field of morals. Let us now scan a few 
of the deductions he draws from ryochi. 


Toju holds that since ryochi is the groundwork of the 
worid all mankindl alike are possessed of it, much as conscience 
iS attrbuted to all men by modern intuitionists. If our ryochi 
were fully developed, then we would be divine. The voice 
within which cries out against our self-deception iS ryochi 
(reminding one of Socrates'ZgzzzoZ2). In "Great Truths of 
Shinto 御 道 大 義 ” he writes: “The kunshi or superior man 
is watchful over the workings of his own mind,。 knowmn 
alone to himseff. He denies himself all thoughts dis- 
pleasing to the 中 vine light of the world. He refrains 
from doing anything simply to win the praise of men. 
He may have evil thoughts and commit evil actions, but 
the divine jight will show their real nature to him sooner 
or later. Then he w 骨 recover his original purity of 
mind。 The Z2z Z//2,。 "bonpu, "think and act evil, and in 
shame conceal it from others bccause their own ryochi convicts 
them. There is in all men, whether good or bad, a 中 vinity Hike 
a clear mirror. や 。 TGu conceive this divine spirit as im- 
manent in us, somewhat 1ike Christ. whe He said : “" Behold。 
the Kingdom of (rod js within you." In a letter to Nakanishi 
he sums up the matter by saying," The real source of peace 

29. 1nouye,op. cit. p. 89. 
30。 lnouye。 op. cit. p. 90. Cf. Romans 2. 15. 
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includes both the transcendental and the empirical.。 人 After 
trying to amalgamate all the phases of ryochi into one clear, 
consistent whole, one is more convinced than ever that Tiu 
was more of_a mystic and poetic moralist than a critical 
philosopher. He is to be compared with St. John rather 
than with Descartes. Indeed, 慈 is not straining the point to 
sugoest that ryochi bears some resemblance to the presentation 
of Christ in the Gospel of John as the Way, the Life, the Truth, 
the Tight and the ILLogos. 

On Knowledse. TGus view of the origin of knowledge 
or wisdom is evident from his conception of ryochi. 氏 nowledge 
being derived through ryochi is, Hike ryochi, transcendental or 
intuitive. What iS not jnborn but comes from external 
experiences casts a shadow over true intuitive knowledge. 
The kingdom of wisdom is within, waiting for experience and 
the need of action to bring it to light. In “jind6 Tosetsu "he 
says。 in Substance: "The natural mind is a clear mirror 
uncrossed by any image, except as is full of the mivine 
spirit. Everything is reHected as ijS, without any action on 
the part of the mirror itself. It is better for the mind to be 
empty, since any acCcumulated knowledge hinders its natural 
action in reHectng things truly as they come". ぞ This resembles 
Spinoza's doctrine that knowledge is inborn, and 骨 retain 
its natural clearness Kept free from the disturbing infihuence 
of passion. Even 氏 ant and TGju, 中 胡 erent as they are in 
eeneral, are at one in their conception of the transcendence of 
knowledge. In this respect TGju most closely resembles the 
Vedantic concepton, that through self-knowledge we attain to 
suprerme and universal knowledge. We can imagine that 
Socrates,too, with his “Know thyself,” would be glad to 
own kinship at this point with Tu. 


28. Tnouye, op. cit. p. S5. 


』 
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and of the ivinely 則 umined mind." “One who js enlightened 


_ 明徳 者 is aperson in whom dwells Jotei.” And since ryochi and 


meitoku 明徳 are interchangeable terms, it follows that ryochi 


is equivalent to ]o.ei. As Jotei is the lord of.the world. the 


macrocosmos 大 剛 , so ryochi js the lord of man,、the microcos- 
mos 個 航 . In one of his letters Toju identfies ryochi and the 
Ta:hagata or Nyorai 如 秦 of Buddhisn. But he does not 
stick to any one meaning or term for ryochi, as wil be evident 
after glancing at the following terms, all of which he uses jn 
one place or another. 

1. Tensei 天 人 性 or Honshin 本 心 , heavenly or origiial 
natuTG. 

2. 民 j 理 or Tenri 天 理 , law, or heavenly reason. 

3. 人 Ki 気 , the passionate, or formative element in the 


4. Kokoro 心 or DGshin 同 心 , the mind or heart. 
5. Shingo 賢吾 , the true self. 

6. Makoto 設 , truth. 

7. Hitori 麹 、 the absolute. 

8. MMeitoku 明徳, enlightenment. 

9. Chu 中 , the central principle or the mean. 

10. Ko6 孝 , flial piety as a universal princjple. 

11. Tenkun 天 看 , the heavenly or princely man. 

12. Michi 道 , the way. 

13. Zen 善 、 the summum bonum, righteousnesS. 

14。 Setsuraku 説 繁 , joy oc bliss. 

15. 人 Konnei 光 胃 , Dure light. 

16. jin 侍 , bsnevolence. 

17. Kei 秦 , propriety or harmony. 

18. /enchi 全 知 , omniscience. 

19. KGdai Muhen 廣 大 無 導 、 omnipresence. 

20、 Chozai Fumetsu 長 在 不 減 , the everlasting. 

21. Seijin 聖 人 , the sage. 

The above list is enough to show that the ryochi of 
TGju is in some of its aspects not unlike " conscience "as used 
by some modern ethicists, except that “ conscience "is generally 
jmited more particularly to the empirical side, while ryochi 





Chi Ryochi, Attain Enlightenment. One ot Toju's basal precept8, 
written by himselif in his youth. 
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from, he replies, not unlike a HBuddhist : “ Desire is the source 
of all evil and passion. When desire is aroused the mind is 
darkened and confused. But when the mind iS not disturbed 
by desire, it is clear and every act is right and good." ダ 


Equality of Opportunity. The homogeneity of human 
nature implies that al men have an equal right to attajn 
superior character. TGju isS a democrat and holds that the 
humblest man ffers in no way from the noble in his capacity 
to become a superior nnan or a sage. While this suggests 
Rousseau's conception of equality, Tu never let his idea carry 
him into extreme individualism. He does, however, prepare the 
way for the fuller Christian teaching of the worth of every 
man. ln commentng on "Great Learning "he writes : 

“In aneient tmes the ideographs 人 (hito, man) and 民 
(tami, plebs) were not interchangeable. Persons of rank were 
called hito, persons without rank were called tami. Rank js 
determined by man. When nien are born, they are all, rich 
and poor ajike, Heaven's people (tami). 日 ence hito implies 
an artifcial lirmitation : tanmi implies no 1imitation ” "The son 
of Heaven, feudal princes, nobles, mministers, and the commmnon- 
alty, are the fhve ranks of society. They are ranked as honor- 
able or contemptible, great or small, but in character there ijS 
not a hair's breadth of inherent difference."“ Truly, Christian 
doctrine! Indeed, the similarity of parts of the Yomei teach- 
ines to Christiantty was one reason for the practical interdio- 
tion of Yomei in Japan. As Uchimura says : “When Takasugi 
Shinsaku, a Choshu strategist of revolutionary fame, frst 
examined the Christian Bible, he exclaimed, ′ This resembles 
Yanpg Mingism : disintegration of the Empire w 骨 begin with 
this.′ That something Hke Chrisianity Was a component 
force in the reconstruction of modern Japan is a singular fact.”" 

On Psycholosy. TGju teaches that ryochi is not only a 
heavenly gnft, innate in every man, but that it is FTeaven itself. 
For example, he says: "Heaven and our mind are of one 
origin.” Wisdom 知 iS the pure virtue of the heavenly reason, 


26. Inouye, op. cit. p. 82. 
27. Inouye, op. cit. p. 60. 
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in his conception of even the physical origin of man. He says : 
“It seems as 下 the infant were the production of its parents, 
but not so: the ruler of the universe, Jotei, gives the command 
to heaven and earth, and from these man is born." 


The Natural State of the Human Heart. Both Men- 
cius and Juncius agree in holding that al men are endowed with 
the same fundamental nature : but Mencius considers human 
nature to be inherently good, while Juncius* considers it to 
be inherently bad. TGju agrees with Mencius that “ Everything 
done according to innate human narure js good.” He SaVS。 
“Tet us take counsel from our original nature, for it is shll 
pure though we be ignorant and wicked." "The heart by 
nature is fxed neither on good nor evil, but it learns unthinkingly 
as it sees and hears and imitates those about it, as we color 
water red or green, though naturally it iS neither. When the 
coloring matter sinks to the bottom, the natural color appearSs. 
So as evil settles to the bottom, (he original nature apoears、" 
As we shall see further on, this view gave rise to TGju's chief 
metaphyvsical problem, one which he never solved. 


The distinction betwyeen the superior man (君子 ) and the 
small or inferior man ( 小 和信) consists in the deeree to which a 
man opens his nature to the guidance of ryochi、which is 
infalliibly right. If the heart cZ2oyZy evil、the native goodness 
of ryochi is neutralized, declares Tojiu. Here is the nft in his 
monistic lute. 日 e lets evil g、t jnto his system by admitting 
that the naturally good heart, straneely enough, naturally 
chooses evil. Kight here he parts company with his master、 
Oyemei, who allowed no evil to grow out of ryochi. Toju would 
fain rest jn the same “closed system": he dreads to seize 
either horn of the dilemma, but the facts of his own experience 
and observation compel him. Hence we find the not unusual 
phenomenon of a monist in theory stooping to dualisn in 
practical ethics. When TGju is asked bluntly where evil comes 


23. 氏 nox, op. cit. Dp. 254. 
24. ]uncius。 茶 子 , 。 Chbinese pbhilosopher who lived some time betwecn, 
Mencius。371 B. C., and the destruction of the classics in 213 B.C. 


25. 氏 nox。op. cit. pp. 348-49. 
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man, are proud by nature. The fruits of the proud heart are an 
evil nind, discord, crime and madness. let us beware lest we 
tread this terrible road leading down to the brutes and the 
dominion of the devils. Pseudo learning greatly fosters such 
pride but never awakens the deternmination to root it out. 尼 , 
either with pseudo learning or With none, we invite the devils 
to our darkened hearts, our pride becomes mnore set : it sends 
forth evil habits like rank leaves and branches. Men become 
to us ike dead worms. No one iS worthy to hold up his head 
beside us. Intolerant toward our equals, scornful toward our 
paren's, reviling our lords and ridiculing our friends, violating 
the precepts 'of filiality, of respect of loyalty and of fidelity, we 
come to keep company with devils and to act jike them. We 
fall under the sway of devils. This tendency is especially strong 
in the case of men naturally clever and free from gross desires." 


On Man. The universe is made up of the tyo principles 
ri and ki. Man partakes of ki in his physical form and of ri 
his mental and moral nature. Of all the creatures man alone 
can have ri in its fulness, with the consequent possibihty of 
moral perfection. IMan alone can hold ki under control。 j 操 
pertect equihbrium. 日 ence man is the master of all nature, 
and can help determine the evolution of the worid. The 1ower 
creatures also embody both ri and ki, but their spirit is blurred 
and cannot clearly perceive ri. Engrossed with carnal appetites, 
they are virtually bhnd to spiritual things. IMan knows both 
jife and death : i he dies, he knows it is not the end. Animals 
know neither jfe nor death : hence death is the end. They only 
kaow enough by virtue of their ki nature to grieve over death. 
Birds have even less understanding than beasts : they suffer, 
but they do not fear death. Fish have feeling but no under- 
standing. Trees and plants have ie only and not even feeling. 
Thus man is at the top of the ladder. There are, however, 
saintly and common men. The sage is one in whom the 中 vine 
jight, i.e., ryochi, shines forth. The common man is one 
whom the saintly has not yet been brought to light. The vein 
of idsaism and spirituality which runs through TGju crops out 


22。 。TImouye,、Nihon Rinri IThen,p. 47。 
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within our own minds. 我 心 ほ 則 ち 太 護 な り 天 地 四 海 も 我 
心中 に 在り " Thus all distinctions between lite and death, be- 
tveen existence and non-existence, are submerged. He holds 
that rue insight would ]ead every one to the perception of 
one jife and law underlying all phenomena. ln all this we see 
his dependence upon Laotze and Buddhist philosophers. But 
jis practcal nature and his hatred of Buddhism kept him from 
falling,、 jike them, into the snare of nihilism. 

On the Divine Spirit. Though under various appella- 
tions," he conceives Jotei as the omnipresent, omnipotent creator, 
and the dispenser of judgment. Hence, reverence toward the 
divine iS an important element of his doctrine. But as we might 
expect, in yiew of his pantheistic 1eanings, TGju blurs the distinc- 
tion between otei and man. "Man jis heaven jn miniature : 
Heaven js man magnifhed." Heaven or Jotei js the pervading 
self: Heaven in us js the jimited self. And the Heaven in us is 
our heart, or conscience, i.e., ryochi. Heaven, earth, man 
are called the three ultmates. They differ in form but the 
divinity jn them is the same. 天地 人 な た 三橋 ヾ 云 ふ . 形 【 異 な 
れ ざ も 其 末 は 一 貫流 通 隔 な し 

Toju's view here js quite similar to the Vedantic concep- 
tion of Brahm as both the substance of the world and the 
spirit of the individual. 日 olding ]Gtei to be thus immanent in 
man's consience, TGju fnds 光 natural to believe in the possi- 
bility of perfect communion by man with the divine spirit. 
Although 」Gtej isS sometimes represented by TGju as "our 
grand-parent ” (Okina Mondo, TIT), and therefore, in a sense, as 
personal, he js really Hittle more than the personifhicaton of the 
moral order. 日 e has no concrete being. He isS the world- 
soul、the governing principle of the universe、 just as the mind 
is the master of the body. 

On Evil Spirits. For the most part LTGju ignores evil 
spirits, notably in his developed doctrine of evil. But in Okimna 
Mondo, III, we have what may be considered his earlier ideas 
on the subject: “All men, except the sage and the superior 





21. For example: 天 Heaven: 舞 上 帝 Divine Sovereign : 太一 信和 締 
Opnly Great Revered Disinity: 太 上 天 信 大 一 衛 Only Great Revered 
Diwinity in Highest 日 eavcn. 人 き 、 
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Heing, or Sovereign (JOtei 上 帝 )," a reality which may be called 
(he world-soul. While he appears at frst sight to be a dualist 
jke Shushi, the world being conceived as composed of the two 
principles, ri and ki, a close investigation shows that he differs 
from Shushi, in making ri and ki proceed from Gtei。 of whom 
they are attributes. TGju is thus kindred to Spinoza。 who 
conceived mind and matter as attributes of the substance of 
the universe. 


But sometimes, with characteristic indi 作 erence to the charge 
of inconsistency, TGju seems to hold the unity of ri and ki as a 
merely logical necessity, and to rule out any personal source 
and centre of the world. Stil, on the other hand, he tries to 
steer clear of a vague pantheism. He recognizes the distinction 
betwveen the individual and the whole, as in this passage : 
“ AIthogh the universe ( 太 庶 ), heaven, earth, man and nature 
are one, we can discriminate between them just as we can 
between the roots, trunk, branches, Howers, fruit and leaves of 
a singole tree.“ 


Toju's decided tendency toward idealistic monism is seen in 
these nes : “The heart js the summary ot all forms, another 
nanme for infnity. It unites ri and . It coordinates the 
mental powers and is called the 1ord of the body, but 交 really 
exists outside the visible world. There is nothing greater nor 
smaller. Indeed, Ten, the Creator, may be said to be within 
ourselves 心 は 統 器 の 線 競 に し て 太極 の 異名 な り . 理 無 を 合 し 
て 情 を 統 ぶ 一身 に 主 た り さ 難 も . 其 人 は 天地 有形 の 外 に 通 
に . 其 大 外 な く 〈. 其 小 肉 な し . 即ち 造 化 の 天 れ に 在 る を 得る 
も の な り 。2220 

How near his idealism, 1ike Yomei's, verges upon absolute 
ideahsm may be seen again in these sentences : “Our mind is 
the universe. Heaven and earth and the four seas are all 


19. Jotei carries a different connotation from God, being less dehnite 
and personal、as will appear later, but it clearly implies a spiritual。 inhnite 
nature, and so。 for convenience, may be rendered God. Legge, however。de- 
clares with reference to the same tern in the Chinese classics 』 “T can no more 
translate Gi 帝 or shangh 上 帝 by any-other word but God than I can trans・ 
jate zan 人 by anythinz else but man." Vol. III, Pk. 1, S. B. E., Preface. 


20. Inouye, op. cit. p. 48. 
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loss of ]apanese ethical thought,。 he lived only eight years 
after this。 yet in that tme he wrote several profound 
works. His philosophical attitude jiS marked by unusual 
impartiality。 Although an earnest follower of COyomei, he did 
not depreciate his earlier master, Shushi. He critcised bo-h of 
them, but reverently, as among the wisest of the sages. Thus. 
he writes : "Shushi was a great Confucianist and a wise man. 
Yomei was a knightly scholar and jikewise a wise man. HBut 
Shushi was too broad : he leaned toward natural science and 
got far from the laws of the heart. Yomei was too concise 
( 約 ) : he was too tolerant and generous ( 仁 ) and leaned toward 
the heresies of Buddhism. But they both were wise enough to 
make heavenly reason (天理 ) the heart of their teaching, 
eschewing lower motves. Both alike would have rejected the 
lordship of the world 下 .its acceptance were to cost the life of 
a single innocent person." 

His independence and eclecticism are further shown in 
these lines : “ 1 follow Oyomei in the old manuscripts (of Confu- 
cius), but adhere to Shushi in the selection of the later commnen- 
tators ( 経 億 ) This shows that I am not a partisan. 1 simply 
wish to take my stand on what iS genuine. If atext is not 
true 『T would be a fool to accept it It was in conformity 
with this higher critical attitude that he expurgated the texts 
for use in his school. 

His teaching is almost all of a practical turn, but is so 
tinged with mysticism and reverence toward the supsrnatural 
as to rise frequently into the realm of religion. It has, indeed, 
more in common with refigion than with speculative philoso- 
phy. Students who can put up with his inconsistencies wil 
fnd some of his philosophical views striking and worthy of 
Study even to-day. 


On the World. TGju held a monistic world-theory with an 
idealistic tendency. "The universe, heaven, earth and man, 
are all one, and the study of them is the supreme, tTue hap- 
piness. To teach this is called the true teaching : to learn this. 
is the true learning.” He conceives an infnite and truthful 





18. Inouye。op. cit. pp. 3-44. 
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had given hin、 the manuscript of a new work, “Kanso," 
to reimburse hinn for the unused blocks." 

The most authentic complete edition of Tju's works js 
the one compiled by Okada Kisei, with a preface by Miwa 
Shissai、 When the frst collection of Kisei was sent to the 
third and only surviving son of TGju to receive his final 
reVision and a preface, the mnanuscripts were burned up in a 
great fre, but the patient compiler laboriously collected the 
mnanuSscripts again. The result is the thirty-five volumes 
which we now have. A newer edition of ten volumes was 
published in 1893, but it iS not trustworthy. 

There are many poems, both Chinese and ]apanese, scat- 
tered through Tjus works. But 巡 most of them the 
artistic fnmish so highly esteemed by other jjrerati of 
the tme isS sacrihced to the clear conveyance of mnoral 
ideas. There are, however, a few worthy to be memorized 
for their form as well as thought. As a prose writer, his 
style was 1ucid, and at times trenchant, especially when attack- 
imgr cant. For example, he fayed 日 ayashi KRazan, a Confucian- 
ist, for shavine his head upon receiving ofce, as though he were 
a Buddhist. In “Okina Mondo ” he directed similar sarcasmnS 
aeainst Buddhism. Indeed, the Sage of Oni was by no means 
the personihcation of meekness alone. or meanness and sham 
he had vials of stinging invective at his cormmand. 「 





17. A fuller account ijS given in this note appended to some editions of 
“Okma Mondo.? “The Okina Mondo was written by our brother Toju. 日 e 
went to KKyoto and retired from active jife. We, his brethren in Yashiu。haying 
]ost our example and teacher。asked him to write a book for us. So he wrote 
this Okina Mondo and sent it to us im the eighteenth year of 氏 anyei (1641). 
However, he was still dissatished with it and when 六 was given secretly to 
the printer he was disspleased and had the blocks destroyed. He made 
certain revisions。but want of strength prevented him from thoroughly correcting 
it. After his death his pupils respected his wishes。 but someone gave the 
book to the printer in the year 1650. WWe did not feel authorized to suppress 
the work。 but made several additions and wrote this explanation of the Master's 


PurpoSe."* 
TOJU'S PHILOSOPHY。 
Toju was a devout adherent of Shushi up to his 


thiry- second year,。 when he was converted to the Yomei 
sch-ol and became its foster father in japan. To the great 
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_ 。 含 mong the other treasures the most noteworthy are the 
portrait of Tu painted about 1640 by Obara Keizan of 
Nagasaki, and the laree, closely written tribute to TGju by Oshio 
Chusai。 based upon the motto,。 mentioned above, 致 良知 、(hi 
Ryochi. In the godown are several suits of Tju's very clothes, 
both cotton and silk, some of them presented to him by princely 
admirers, but few of them as fine as every middle class gentlsman 
OWnS noOW-a-dayS. 

It was somewhat of a shock to find that the villagers 
living near the Shoin to-day were, for the most Dart、ignorant 
of the life and teachings of the Sage, a modern instance of the 
old proverb, “" Todai moto kurashi.。 IPs darkest at the foot of 
the lieiht-house." 

Writinges and Style. The works by TSju may all be classi- 
fied into ethical, Hterary and medieal. The ethical predominate. 
The five(in one editon, four ) volumes of “Okina Mond6,” were a- 
mong the first from his pen. They are in the clegant colloquial ot 
his time, the contents being moral talks fictitiously represented 
as taking place betveen Tu and a friend in a neighboring 
vilage. The views, with the excepton of the Supplement, are 
those which he had before his conversion to the Yomei school. 
The central theme is jal piety, and the secondary aimn is to 
criticise Buddhism in relation to flial piety. An exposition of 
Toju's key doctrine, ryochi, 良 知 , conscience, was aDpended to 
the last volume. The whole work is called in “Seji Hyaku 
Dan ” “the best of all the works of shingaku, 心 學 "“". 
But with the flater progress of his thought, Toju 
became dissatisfhed with and was about to revise it 
when to his dismay he learned that the manuscript had 
already fallen into the hands of a Kyoto printer and 
been published. ToGju begged that the blocks might be 
destroyed, but the publisher would not consent until TGju 


16. Shingaku means。 generally。 moral philosobhy, but refers particular- 
jy to the intuitive school of thought represented by Toju. Hie himself dehnes 
it thus in Okina Mendo, IT (Knox's translation P. 1G3) : “Trae learning 症 
so to upderistand this explanation that our actions shall be like the actions of 
the sages snd our hearts 1ike theirs。and hence the true is called heart learning, 
shin gaku, and sage leain ng, for by it help the common man becomes a 


Sage." 
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The Shrine Room of Toju Shoin. In the upper foreground is shown Toju's crest, a Wreath of 
wistaria sprays. In the background is the shrine. Directly above the shrine ig 
the inscription 稚 本 堂 ,“ Hall of the Source of Virtue." 
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stands the Tu Shoin on the very spot where Tu was born 
almost exactly 300 years before : Unfortunately。the original 
house was destroyed by fire some twenty-Seven years ago, but 
the present building is a close reproduction of . The Shoin 
and the nearby godown in which the relics are kept stand jn a 
plot of perhaps half an acre, which was no doubt part of the 
family farm in ancient HrmeSs. 

The entrance gate iS of red stained keyaki and not remark- 
able except for the fact that TGju's crest, tvvo Wistaria SDrays 
bent into a wreath, appears in the carving, as does also jj 
the house itself. At one corner of the enclosure, near the street。 
still climbs the famous wistaria Vine, said to have been planted 
by the Sage himself, and under whose shade he undoubtedly 
intoned the classics and composed some of his poems. 

Entering the house, one finds a four-roomed structure。 
difering but Hittle from an ordinary house except that the 
drawine-room contains ashrine. The shrine is sirmply a smal 
cabinet in which hanegs a tablet inscribed “Tu Sensei Shin 1 
藤樹 先生 御仁 ,。 To the Spirit of TGju Master". Just below 
tse tabler are the forty-nine stHcks in a bamboo cup and the 
thin blocks inscribed with hexaerams, which TGu used jn 
studving the mystifying “Book of Changes ". To the left of 
the shrine hangs a tablet to his son, inscribed : “ Josho Shin Shu 
常 省 御 主 , The Spirit of ]6sho ". 

The most precious reic in the room iS the motto “ 致 長 知 
Attajn Kyochi,” ie., Enlightenment, written in his early mman- 
hood by Tju himself. Fragments of his later writing have 
been preserved, but they are now nearly 辿 egible. To me, one 
of the most interestng relics was the copy of the “Classic on 
Fiial Piety,” written out by TGju in a stiff, uprigiht hand, the 
very Copy, 1t is believed, which he used to read and ponder the 
frst thing in the day, as a Christian reads the New Testament、 

Over the shrine is the inscription 「 徳 本 堂 , Toku Hon D6,”" 
written by order of Emperor Kokaku by Fujiwara Tadayoshi. 
On pillars near thc shrine hang tvo bamboo hai cylinders with 
inscripdons by ItO Togai, a later disciple. One of them Ss 
from the “Doctrine of the Mean ”: 種 乏 格 思 不可 度 IKami no 
Itaru, Hakaru Bekarazu.” It is translatred by Legge.: "The 
_ approaches of the spirits, you cannot SurnniSe.” 
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children through his teaching, and our parents have taught us 
to honor him."” The samurai had visited the town out of mere 
curiosity。Dbut this experience flled him with such awe and 
admiration that he, too, worshipped Tju and returned home 
feeling that he had been on holy ground. 


The same writer had a friend, Murai of Higo, who had a 
simlar experience. JMr. Murai called one day on a minister of 
the Kumamoto daimy6 who had a son adopted from Omi, near 
Tjiu's village. Murai asked the son: “Don't you happen to 
possess any hand-writing of Tju?” The young man drew 
himself into a respectful attitude and replied: "My ancestors 
have all held Toju in great reverence. 1 am the fortunate owner 
of a roll of the hand-writing of the noble Master, which I 
received as a precious gift from my aged father when T was 
leaving home to come here. IF you wish 1 will let you look 
upon 計 .′ Thereupon he left the room to fetchit. When he 
came back he was dressed in ceremonial dress. He hung the 
scrol up in an alcove and drew back to the other end of the 
room and worshipped with every mark of reverence. _ At sight 
of this, Mnurai washed his mouth and hands and joined in the 
worship. The recorder of these incidents, Nankei, fourishsd 
more than a century later than ToGju, which sbows his lasting 
hold upon the popular mind. In “ Lives of the Old Miasters,”" 
also compiled over a hundred years afte- Toju's death, it is 
said that in Ogawa Miura even the merchants were not salves 
to self-interest and that hotels kept forgotten tobacco pipes 
until their owners returned to claim them. IT myself,adds Ir. 
Inouye, visited Ogawa Mura in 1897, tvo hundred and hfty 
years after the death of the Sage, and saw the Shoin and its 
reucs andl felt the spell of his enduring moral inHuence. 


It was the writer's good fortune to visit Ogawa (more exact- 
7 KKami Ogawa) Mura in January, 1908、 By the courtesy of 
the Secretary of Shiga 氏 en. an o 抽 cial accompanied me on the 
trip and procured the photographs which iustrate this Dapsr. 
Taking a lake steamer at Otsu, a two and half hcusrs' sail 
brought us to _Takashima. After a ride of twenty minutes by 
jinrikisha we reached the farming village in the midsr of which 
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And even as a vilace teacher Tu found occasion to 
show his moral courage, for as his own unfettered thought led 
him to see that the precepts of the holy men of old could not 
all be applied to men of his day, he had the audacity to 
expDurgate the classics, as i Were, for the use of his pupils. 

It is not strange that a man of such a character came to 
wield a strong infhuence, especially over the unspoiled peasants 
around (Ogawa, from whom modesty and poverty could not 
hide true greatness. Miwa Shissai bears testimony to this as 
follows : 

“Ogawa Mura of Omi had the privilege of being the home 
of TGju. His literary remains are preserved there to this day. 
Although it is over seventy years since the master died and no 
one is Hving who over saw his face, for tyelve or 后 teen miles 
around men think of him with an afection ike that they feel 
for their parents. Even the most unlettered men and women 
reverence him so much that they cannot bear to see his old 
home-school decay, and so they have cared for and have 
repeatedly repaired it." 

The famous pedestrian, Nankei Tachibana, writing of a 
visit to Toju's grave, in his “Eastern Travels,” narrates the 
following incident : 

AA samnurai of ひ wari Was passing through Ogawa Mera and 
asked a farmer where the grave of TGju was. The farmer con- 
sentedito act as guide, but first he retired into a hut near by. 
When he came out he had on a new kimono with a haori (a 
short cassock worn only on important occasions) over 誠 . The 
Samurai was Suprised, but supposed that the peasant must be 
overcome at the honor of piloting such a distinguished person- 
aee. When they reached the grave-yard, the peasant opened 
the gate of the bamboo fence, and told the sarmmurai to enter 
and worship Toju. He himself sat in a reverential posture 
facing the srave. Thereupon the samurai, discovering that the 
peasant's haori and reverent air had been in honor of TGju 
rather than of himself, asked the farmer せ he had been 
a servant of Toju. “ No,” the polite farmer replie“ but all 
the people of this village have been blessed by the honorable 
Nakae. We have all learned our duty toward our parents. and 
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本 ow joyous the heart that could sing on a winter day : 


* When fading fowers ceased to be 
The objects of my heart's desire, 
How everlasing bloomed the spring 
本 hat all my quivering breast doth fre." 


The following js in a similar strain : 


“How Hittle knew T that my 1ife, 
With sorrows sadly pressed!, 

By learning's help benign could be 
Of deathless peace possessed."『 


It js refreshing to find that Tju not only faced the world 
with a calm, contented spirit, but that he carrie1 over into his 
morality some of the mtant temper that had been fostered 
by the samurai discipline ot his youth. As we shall see later, 
this may account tor his well-defhned ideas on the art and 
character of the warrior。 One can imagine that beneath the 
ashes of his firm self-control there slumbered the fiery passions 
of a son of battle. Once a friend was telHng him of a clever 
way of avoiding hostile arrows. Hepbrokein: "TIhave my 
own secret for doing that-simply go strajght on and avoid 
nothing. Only one arrow of fate out of a thousand wi hit 
me. If I try to avoid that one, then the 999 unfated arrows 
wl strike me.“ 

Hehasexpressed a similar sentimnentinthese spiritedl stanZas: 

“” Press right on : though the way be drear, 

Ere thy course be done, the skies may clear." 

“ Tightly draw, man, thy heart's string, 

Prepare for a resolute march. 

内 case iS known of an arrow piercing through a fnty 

OCR 

"He oves his life who his j 坪 e forsakes 

For the Way that no jke or higher knows." 


14. Uchimura、op. cit. p. 175. 
15. TUchimura、op. cit. p. 169. 


18 Tk YoOwr Scioor 


Toju's deference toward his aged mother is one of the 
most nnarked and beautiful traits in his character. JHBut, ac- 
cording to tradition, he dared to cross her in regard to one 
thing, and for it he deserves all honor. It seems that he was 
married, in accordance with Confucius'′ injunction, at the age of 
thirty. It so happened that his wife was not remarkable for 
her beauty, and the mother, anxious for the family's reputa- 
tion ureedl him to remarry, 3S Wa4S not uncormmon under 
similar circumstances. But TGju Hatly refused, defending him- 
self by the maxim, “Even a mother's behest is not valid 下 
contrary to Heaven's law.” So the lady remained his plain 
but faithful helpmeet all her days, and brought up their three 
boys well- 一 one of those wives “who shun all honors that 
their husbands may be honored thereby. 

Time was so precious to Tju that he lectured to his. 
disciples until far into the night, sometimes even untl four 
the morning. His central themes were drawn from the charac- 
ter and teachings of Confucius and Oyomei, but as his mother 
was an earnest believer in Buddhism, he someimes discoursed 
on the Buddhist scriptures for her sake, and even observed 
Buddhist festivals with her. His versatility and industry are 
also indicated by the fact that he studied and wrote 
about medicine, according to the crude notions imbibed from 
China. 

The morbid undertone of TGju's earlier writng, due 
perhars to his study of the Shushi philosophy, ceased from the 
day he came under the spell of Yomei. No despondent note 
mars his ]ater writings. He seems to have enjoyed 1ife thorough- 
ly, nm his quiet, unrufHed way. He has himself voiced his 
contentrment m several poems that are worth quoimng. 
This one was sung as he plied a Boat on a mnoont 
nicht ・ 


"AA Haw in thought an inchlet long 「 
A wake of a thousand leagues doth leave. 


Let peace possess the depths of mmindl 
' - Let waves the cloudless moon not cleave.” 
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known integrity enabled hin to achieve indirectly what a 
more assertive man might have failed jin. This is 骨 ustrate] 
in the following anecdote : 

There was a ruler of (gawa Mura, named Beppu,。 who 
imprisoned a vilager on account of a certain unintentional 
misdemeanor. His friends begged ToGju to intercede for the 
offender. So Toju called on Beppu that evening and talked 
with hin 印 1 midnight. But not a word did he say of the 
prisoner. The friends anxiously awaited his return. In reply 
to their questioning Toju said: “Beppu's face became mild : 
have no further anxiety.” And 1o, the next day the prisoner 
was Set free. Beppu told a friend who asked him how it had 
come about : “Mr. Nakae visited me last night, and T received 
him rather coldly, supposing, of course, he had come to apologrze 
and intercede for the offender. But, to my surprse, he said 
not a syllable about the matter, out of respect toward me as 
ruler of the village. 1 was so impressed by his delicate con- 
sideration that there was nothing for me to do but pardon the 
prnsoner." 

For his pupils Tju showed the tenderness of a father. 
One of them, Nakagawa, became enamored of an eccentric 
treaitise by Soshi 意 子 、 and was being carried away into fanati- 
cism. Tiu was greatly troubled about him and toid Naka- 
nishi。another pupil, that he would rather lose his own child 
than see Nakagawa go astray、 When this reached Nakagawa's 
ears he was of 持 ended and went forthwith to TGju and said : 
“rom my youth 1 have behieved in you, Master, and sub- 
mitted myself to you. 」 have not done this to gain favour but 
to discipliine my character. 〇 Master, why, 下 you saw any- 
thing amiss in me, did you not at once correct me, instead of 
letting me fall into this error?" TGju's face fhnshed、but he 
replied with tender gravity : “ A gentleman (kunshi) should not 
speak to another of his faults. With all my own short-comings 
1 am striving to be a kunshi, and so 1 forbore to speak jncon- 
siderately of your error. JBut at length my conscience forbade 
my remaining silent any longer and 1 spoke to Nakanijshi. 
Ponder these things, my child." Nakagawa was deeply 
mnoved and repented of the error of his ways. 








La 


YY EE で 





Toju Shoin, or Tojn 導 cwordie) built in 1882, on the site and aey the な of the house 
occupied by Toju and preserved by the villagers until burned in that Year. 
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a farewell message. With a sigh he said : “Now T am 1eavying 
you. Who will take the burden of our doctrine upon hinmn ? 
See that my teachings be not lost to the and.” 本 hen he 
expired. Another account says that when he felt badqly he 
usedl to lie with several pilows under his head, probably to ease 
jis breathing. When he got better he took out the pillows one 
by one. Just before he died, his mother asked him how he felt. * 
Dreading lest she should be Worried over his condition, he took 
out one pillow with a feeble hand and replied, "Somewhat 
better, thank you.” She was overjoyed at this and told him 
that he would be all right in a few days. But she had hardly 
left the room when he breathed his ast. His fellow villagers 
showed every marK of reverence at the funeral, and his house, 
called TGju Shoin, has been preserved and rebuilt agajn and 
aeain by the people, as the best menorial to their beloved sage. 
Fiis simple, modest character had been to them a jiving ideal。 
They revered him ike a god and called him Omi Sejjin, the 
Sage, or Saint、 of Ormni. 「 
| Although some ot the most striking Fa connected 
with TGju doubtless have a considerable legendary element 
still out of them there looms up a strong,。consistent charac- 
ter. In his writings TGjws plainness sometimes makes 
his thought seem trite, but in his actions his very ingenuouS 
_simplicity gave distinction to whatever -he.did. For the 
.most part his conduct forms an admirabie embodiment of 
his philosophy. He Hived up to one of his ruling principles, 
that Thought and action are one and inseparable 知行 合 一 
Toju's sincere devotion to the doctrine that he preached, as 
- well as his democratic temper, are shown in his incident : Once 
- when traveling over the shoulders of Hiei San from Ogawa to 
人 Kyoto, he opened conversation with the porters of his palanquin, 
. and led them on so impressively yet simply'into his high concep- 
tions ot conscience and the inherent goodness of human nature 
that his untutored hearers were moved to tears of wonder and joy。 
ToGju was undoubtedly the frst citizen in his vilage, yet he 
seems to have arrogated to himself no arbitrary authority, but 
rather to have done all i his power to strenethen the 
- hands of the authorities. At the same Hme, his tact and 
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infHuence was felt there for at least a century after his death. 
At Osaka also, TGu's disciples spread the inHuence of the 


school. 

The famous Arai Hakuseki was indirectly infHuenced by 
Toju through “Okina Mond6," which he happened to read in 
his seventeenth year. Dazai Shundai, Kawada Yukin, Oshio 
Chusai。 IMiwa Shissai and Sat6 Tssai were also much indebted 
to Toju, the 1ast tvo being converted to Yomei by his works. 
But the very orieinality and independence fostered by Yomei 
principles mtated against the buildine up of a compact school 
ruled by a single standard of orthodoxy. Hence we see not a 
few of TGjiu's disciples, 1ike Banzan and Chusai, divereing from 
their master. In later tmes we find such masters as Sato 
Tssai,。 Miwa Shissai。and Oshio Chusai acknowledging their 
indebtedness to TGju, the frst tyo being converted to the Yomei 
school through studying him. 

After the master's death, the school of TGju was divided 
into tyvo branches. One branch emphasized introspection 
and the cultivation of personal morality, the other tried 
to apply his ieas to state affairs and the improvement 
of public morality. One was iealistic and subjectVe, 
the other utiitarian and objective. TGiu himself was 
of a reHective, saintly temper,。 and hence became the 
founder rather of the iqealisic branch. Banzan was a 
practical economist and statesnnan and founded the utilitarian 
branch. 

Character and Influence. 一 TSju's personal appearance 
does not suggest the ascetic sage and philosopher, for his jj に eness 
in “Tives of the Old Masters "and the description of him by 
Oki Geppo agree in representing hin as quite Heshy. 1his may 
have been one reason why he became such an early victimn to 





bronchial asthma. It was on his second and 1ast voyage 


back from Ogawa to Osu that he had his frst attack of the 
disease,、 but from that tme he had more or less constant 


_trouble, unGl finally he died from it on Aueust 25、 1648、 at the 


aee of forty. His behavior on that last day was characteriStiC. 
With reverent composure he seated hinnselt before his table, 


bade all the women withdraw, and summoned his discip'es for 
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would have become of him. You are all naturally much mmore 
gifted. You can do anything you make up Your mnindSs to. 
Whnat you lack is only perseverance.” For a wile during His 
later years ToGju yielded to the desire of friends and conducted 
an institute at Yoshiya-machi,。 Kyoto, which was revive4 and 
continued for several decades by his descendants. But je 
preferred the quieter Hfe of Ogawa. At no one time did the 
nunnber of his pupils exceed thirty-five or forty. He was 
indifferent to numbers : what he loved was to develop mnen. 
One of his most important methods of moulding men was by 
letters to former pupils, a sort of university extension syStem. 
These letters, indeed, constitute quite a Valuable part of his 
published works. 


With the exception of Banzan, the earlier disciples of ToGju 
wrote few noteworthy works, 代 enshuku's “Zen jin Ron ” is 
one of the best. But they showed a marked aptitude for 
administration,in strange contrast with their retiring master. 
人 A nunber of them, including Tu's three sons, served the Lord 
of Bizen (Okayama). One of the ablest disciples was Idzumi 
Hachiemon, generally known as Chuai, the youngrer brother of 
Banzan, a calm, silent, clear-headed man. He early rose to the 
hiehest post in the Bizen government. 1n connection with his 
taciturnity this incident is told: 人 At the couneil table, even 
when the discussion waxed hot and views opposed to his own 
were ureed, he spoke but seldom. A fellow councillor, irritated 
by his very calmness, sputtered: “What moved our Lord to 
put this toneue-ded fellow over us?” After a pause an elder 
statesman fierily retorted: “Our Lord is far Wiser than other 
men. For with Chuai in the chair men beware of disorderly, 
boisterous languaee and keep a watch on themselves. This 
means that he js a powerful teacher, and a strong cable for the 
maintenance ot order and government. What can be greater 
thanthis?5 Wherein has our Lord erred 『 ” 

で TSju's tpree sons, tyo died comparatively young. The 
third lived to rhe ripe age of sixty-four, serving in turn the Lord 
ot Bizen, and the Lord of Tsushima. TGu's descendants made 
no special contributions to his system. But one after another 
succeeded in keepimne up the Institnte in 氏 yoto, so that his 
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He finally relented and welcomed Banzan into his inner circle. 
It js safe to say that his formative influence over the future 
fnancier and administrator of the powerful Okayama clan 
during those few months at Ogawa, constitutes one of Toju's 
chief contributions to his country“. 

His Disciples. 一 ToGju's fame steadily grew, drawingr to 
hinn a large circle of disciples, amone whom, next to Banzan, the 
most noted were Nakagawa 代 enshuku、1dzumi 日 achiemon, 
Nakamura Matanojo, Kase Hachibei and Tanikawa Grizaemon, 
Kenshuku was his very first disciple, having become attached 
to hinn at Osu and having followed him to Ogawa. Kenshuku 
married Toju's niece and served him like a son for many years. 
But ToGju showed little 下 any partiality toward his more 
prilliant pupils. He was singularly patent with dullards, 
provided they were genuinely earnest, as the following story 
will show : 

One of TGu's friends at Osu had a son, Ryosa, who was a 
hopeless blockhead. The father was chaerined at the thought 
ot making such a son heir to his samurai Dosition, and deter- 
mijned to put him to a humble occupation. 民 yosa, cut to the 
quicK by this humiation, asked TGu to tutor hinm privately in 
medicine. Out of pure sympathy, TGu consentedl and under- 
took to teach him to readl and memorize a certain medical work. 
The opening tvo or three sentences were frst repeatedl to him 
about tvo hundred tnnes, beginning at ten in the morning. 
By four in the afternoon the passage seemed to have been 
roughly conmmitted to memory. But after supper i was found 
to have been entirely forgotten. Days, months and years were 
spent over , but all in vain. When TGju returned to Ogawa, 
Krosa followed hin. Being convinced of the futility of the 
ordinary ways of teaching him, TGju went so far as to conripile 
a medical boc especially for his use, and gave hinn lectures 
upon i。 His patience was at 1ength rewarded by seeing Ryosa 
blossom out into a medical practitioner. TGju toid thiS once 
to his disciples and said: “1 have spent al my energy on 
Ryosa, If he had not been so diligent。 T cannot tell what 


18。 Uchinxnra。 pp. 155 一 -161。 
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yours.′ trjed to force fifteen DieCes, (hen five, then tyo, and 
fnally one piece upon him, but in vain。 Atlasthesaid: "As 
'am a DooOr man, Dray giVe me four ZZ の 7 for a pair of straw 
sandlals, as T came all the way from my home, ten miles awWay, 
to return the bag.′ Try as T might, T could only persuade him 
to take tvo hundred 2ZzgZz (equivalent to perhaps ffty szzz 
to-day). He was on the point of going gladly away, when 
stopped hinn and said : * Pray tell me what mnade you so honest 
and unselfsh 2 Such virtue 1 never thought to find on earth.* 
* There Hives in my village, the peasant replied, ” a man named 
Nakae Tju, who teaches us villagers these things. 日 e says 
gain iS not the aim of lite, but honesty, righteousness and 
benevolence. We all walk by hs teaching.* 

Banzan drank in the story. He clapped his Knee and 
exclaimed : “Here is the sage 1 am seeking. 1] 崩 go to jim 
to-morrow mnorning and become his servant and discipje.”" 
Accordinegly, at daybreak he started for の Ogawa, inquire1 the 
way to TGju's house, and found him in. Forthwith he confess- 
ed his purpose in coming and humbly begge1 to be taken in as 
a disciple. Tu was surprised-he, a Village teacher, sought 
out by a Knight from a distant province! He denied the 
requcest, but Banzan was nportunate, and refused to move 
away from his sworn master. TGju was also obdurate. 
became a rivalry betwyeen importunity and hunmility. 

As neither arguments nor entreaties availed to move the 
master, Banzan made up his mind to win his case by sheer 
perseverance. So by the gate of the master's house he spread 
his upper garment, and there in the posture beftting a gentle- 
mnan, Swords at his belt and hands on his Knees, he sat, expose34 
to the sun, the dew, and the comments of passers-by. It was 
summer, and mnosquitoes are troublesome in those regions, but 
nothing could break his dignihed posture nor his stedfast 
resolvye. For three days and three nights his nnute prayer Was 
thus made, but the master within rennained silent and infexible. 
It was then that Tiu's mother used her great inHuence in the 
youth's behalf. 日 er appeals to Tu's sympathy and homour 
face of such noble perseverance led hinn to reconsider the 
question。 Surely his adored mother must after all be right。 
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jife,。 unknown outside his own county and caring nought for 
fame. But his virtues coul4 not be hid and pupils flocked to 
hin more and more. His most famous pupit came to him in 
this Wise. 

A young retainer oi the daimyo of COkayama, Banzan by 
nane, set out for a town in Omi not far from Ogawa to study 
arms and ]jterature. On the way he stoppe1 at a country 
inn。on the borders of Omi.。 In the room next to his, separat- 
ed only by the thin partition, were tvo travellers,evidently of 
but recent acquaintance. Their conversation attracte] Ban- 
zan's attention. One of them, a samurai。 was telling hiS 
experiences。 as follows : 

“Thad gone up to the capital (Yedo) on my 1ord's business 
and was on my way back carrying several hundred pieces of 
gold。 These 1 usually kept close to my body : but on the day 
』 reacned this village, contrary to my custom, 1 fastened the 
money bag to the saddle ot the horse which 1 had hire1 for the 
afternoon。 .Arrived at the inn, 1 foreot the treasure on the 
saddle and dismissed the horse and groom. Only some time 
atterward did 1 discover my tearful loss、 1 was beside myself 
1 knew neither the groom's name nor his address. Even 下 1 
could have found him, of what use would it have been, せ he 
hadl already squandered or hid the gold! 1 was tormented 
with remorse and fear as + tried to think how TI could explaim 
the loss to my master. wrote letters,、one for the chancel 
lor, others for my relatives, and prepared for my last hour. 

” While in the grip ot these agonizingr thoughts, suddenly, 
about miidnight、T heard somebody pounding at the hotel gate、 
Jn a.moment 1 was told that a peasant wanted to see me. 
Fle was shown to my room and, to my astonisShment, he was 
none other than my eroom of the afternoon. * Sir Knight,′ he 
began, 1 believe you left an important parcel upon the sadld1e. 
] jave come back to handl it to you. Here it jis. 1 was 
transportedl with joy.、 Collecting myself, 1 said。* Man, T owe 
my je to you. Take a fourth of this as the price of my 
existence. You are mny second father.′ But he replhed, un- 
moved,。* 1 am not entitled to any such thing. The purse iS al 
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It was not till 1641、 jn his thirty-thirdd year, t 山 at Tju 
was directly introdluce1 to the Yomei philosophy by "Oryukei 
Goroku” 王 龍 決 諾 多 (Menorable Words of Oryukei." which 
was written by a disciple of YOmei。 

Finally, in 1645、TGju acquired and read the complete 
works of COyonnei,a red letter event in his life. 丁 he story ij 
best told in his own words: “1 had been for many years 
a devout believer im Shushi. When, by the mercy of 
Heaven,、 the ' Collected Works of Oy6mei′ were brought 
for the first time to Japan, 1 bought and devoured them. 
Had it not been for the aid of this teaching, mny life would 
have been empty and barren. T am led with graGitude." 
This was the greatest turning point in his career. The three 
renaining years ot his Hfe he spent in propagating his new- 
found cospel by voice and pen, planting the ageressive Yomei 
principles deep in the congenial soil of apan. But with gll his 
enthusjasm for Yomei, he still saw some good points in Shushi 
and used them to supplement Yomei. The efect of Yomei on 
his character was to mnake him mmore optimistic and Hiberal 
and, at the same Hme, more spiritual"。 

As a Teacher. 一 TGju was tyenty-eieght when, 1eaving his 
peddling, he opend a school in his own vilage. His own 
house served as 1ecture-hall, chapel and dormitory, all in one. 
Confucius' eness“ was hune up in the place of honor, and to 
him incense was burnt by the master and his pupils. The 
curriculuni consisted solely of the Chinese classics, calieraphy, 
poetics,。and history. Foz years he led a “mute, inglorious ” 


10 The Zen elements in this work may partially account for the Buddhist 
ideas in 十 Oju. 1 

11 it would be impossiFle to say just how much *originality TOju showed, 
without comparing him in detail with Oyomei. This must wait until Oyomei 
has been rendered into some European lansuage or mmust be done by someone 
who can read both Tapanese and Chinese. TIt is。however。safe to assert that 
Toju's title to greatness rests upon his saintly character far more than upon his 
philosophical originality. 

12 Tt may have been the kakemono portrait drawn by TGju's own hand。 
which is stll preserved at Osawa. Over the portrait this poem or 中 tty appears- 
Confucius: Confucius。Confucins ! Great is Confucius : . Before thee was none 
jike thee: After thee there has been no successor. Confucius。 Confaucius。 
Confacius ! Great js Confacius !? 
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five sez in the present currency) left. With it he bought a little 
sake, and the scholar, turne1 pedlar, went round the country- 
side sellingitataslight proht. He also disposed of his sword, 
“the samurais soul," getting ten pieces of silver for 誠 , which 
he lent out at interest to the vilagers. For tvo years he eked 
out a humble existence in these menial ways, Keeping his self- 
respect and enjoying his mother's smiles. 

7z を ZZcZzz2/ の cze/2Z2zez た 一 From his tyentieth year Toju 
ha1 made the “Four Classics ” his daily companions,。 Darti- 
cularly,the “Analects "and “treat Learning," which were law 
and gospel to him. Only second to Confucius himself as a 
formative infhience in these earlier years was Shushi, who 
accentuate41 TSGju's naturally refHective temper and made him un- 
duly introspechve. His first Work, “Notes and Comment on (rreat 
Learning," written in his tventy-frst year, betrays this morbid 
tendency. 日 is dissatisfacion with himself only drove him to 
harsher self-discipline, and made him cold and stoical. But the 
sterner his regimen and the deeper his study became, the fuller 
of sceptical unrest he grew, untl he came to doubt whether the 
Precepts of the masters were not counsels of perfection, after all. 
He was in this frame of mind, in his thirty-frst year, when he 
began the study of the “Five Classics” 五 程 . The Books of 
Odes, of History, of Rites, of Music and of Changes. How 
deep an impression they made ijS evident froni tvo Volumes 
they inspired, in which he 1aments haying been engerosse] with 
the outyard forms of the teachingr of the masters, to the neglect 
of their inner spirit. 

The first defnite stage in his conversjon to the Yomei 
school was marked by the reading, about 1639, of the classic 
“On Filiial Piety ” 孝 経 . He made it a practice to recite it 
every morning.* One of his finest works, "Okina Mondo " 
鞭 問答 (Dialogues with an O1d Man), reHects his thought at this 
period, and contains suggestions of Yomei views." 

8 Itwas with something akin to awethat、onarecentyisit to “Tojn Sho the cellection 


of relics at Ogawa、1 tirned the worn 1eayes of the copy of this clsssic、 jn Tojn Ss own heiid- 
writing、which he used jin his moring orisor. 


9 See Dr.G. Y.Knoxys excellent abridged trnnslation jn “The Chryswnthemnm.!′ Yol. 3. 
wmnder the ttle “ A System of Ethics.) With Dr. 氏 nox's kind FermniSsion 【I have tsed seyerul 
mections of his transiation ini this paper. Although written before Tojn's conyersion tn Yorie1 
Okina Mando " fairly represents his matnre yiews、for the ressons that it deals chiefy with 
etihical qunesGonms、on which his yijews changed but slighY. 
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unlettere] samurai is a chattcl, a slave. 人 Are you content to be 
a slave?” TSGju's outburst had its e 寿 ect. 華 he fellow owned 
his icnorance and thereafte- held his tongue./ 

In 1625, in his seventeenth year, his father died and he 
longed to go home to Ogawa out of respect for hinm and solij- 
tude for his mother. But his 1ord objected and he stayed at Osu 
for nine years more, only making two brief visits to his mother 
during his fifteen years' absence. We have few data for the 
later years at Osu, knowing only that he was a strict disciple 
of Shushi and that he grew daily in fame for learning and 
purity of character. Honors an3 emoluments Were waiting for 
hin, but he could not be content away from his 1onely mother. 

Finally, in 1634 he made up his mind to leave his 1ord and 
c'eave to his mother, 辿 ustrating in practice what all his 1]ie he ' 
held in theory, that filial duty takes precedence of loyalty. 日 e 
reached this decision only atter severe struggles, which can best 
be described in his own words in the letter which he left to 
explain his departure. "1 petitioned for release in part because 
my poor health prevents me from serving my lord as well as 
my associates can, and in part because miy mother has for ten 
years jived a 1onely lite with no one to comfort her. My 1ord 
can hire any number of servants such as 1, but T an her only 
son and support. She cannot trust any of her relatives. She 
pines for me and more than once she has been at the veree of 
starvation. Last year T planned to bring her hither, but she 
was too old and feeble to stand the journey, for she can hardly 
walk. Moreover, being a woman, she cannot bear to go so far 
from her old home. 1 have had tvvo fathers and tvo mothers, 
but three of them passed into the other world in my youth, and 
my mother il soon follow them. So 1 am set on going home 
to ease her last years. 1 wi return and serve my lord again 
after she passes away. This is my only motive in deserting. は 
IT have told any lie in this letter, Heaven 出 surely punish me, 
and wl not let me meet my mother in the next world.“" ' 

The happy hour that brought him to his mother's side 
found him with only a hundred gz (worth, perhaps, tveuty- 


7。 DUchimura op. cit. pb. 148. 
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about this time to one Tenryo、a Buddhist priest of great 
learning, to be trained in the arts of poetry and caligraphy. 
(Of the many questions that the precocious youth put to his 
teacher。 the following was characteristic: "You tell me said 
Tju, “that when Buddha was born, he pointed one hand 
heavenward and the other earthward、 and said,。* 1 alone of all 
beings in heaven above and under the heavens an worthy of 
honor.′ Was he not the proudest of all men under heaven ? 
Tiow is possible for my Reverend MTaster to own such as he 
as his ideal?”" 。TGju never iked Buddhism after that. His 
ideal was perfect humility,and Buddha lacked it.* 

When he was about sixteen TGju sufered one of the 
seVerest sorrows ot his jife in the death of his grandfather. 
- But he set himself all the more intently at his books and his 
duties as a retainer of Lord Kato. Fortunately, in the sum- 
mer of this year, 1624、a Zen priest was invited to Osu to 
lecture on the “Analects "of Confucius. Tu became a regular 
attendiant and almost the only one, for the people in general 
thought that a samurai's business was to fight and despised 
book learning as 拭 only for priests and recluses. After the 
priest had eone, TGju, then aged seventeen, as able for the 
first time to obtain a complete set of Confucius” “Four Books " 
四 和書, showing the scarcity of books at the tme. Such was the 
popular feeling that Tju had to study in secret, applying 
himself by day to martial discipline, and by nieght to his 
precious books. One day one of his comrades addressed 
him as “Confucius,” in evident derision of his nightly devotion 
to his booKkSs, as well as of his even self-control, a contrast to 
the ordimary quarrel-loving youths about him. You ieno- 
ramus,。you! ” was the gentle lad's indicnant retcrt. Holy 
Confucius has been dead now tvo thousand years. ATean you 
by that epithet to blaspheme the Sage's name, or to deride me 
for my love of knowledege? Poor fellow! War alone is not 
the samuraiYs profession, but the arts of peace as well. An 


6. Cf. “Representatve MLen of Tapan," by Uchimura 氏 anzo, p. 137。 an 
interesting appreciation embodyinz some semi-legendary mateiial, which is, how- 
ever, so true to life that we shall quote several more passages further on. 





リ 
M し あい す ] 
し 3 。 
7 
が まい (/ 
4 い Dr 
6 が 7 
) 時 二 そ Ni AM ' 2 
ピ PE 
』 ga の し 7 各 
ま き す 
を 
3 
6 

き 日 

『4』 1 

L] " ま ぼ 
0 
( 
生 
『 さ 
由 

3 日 
- ・ 


や や ーー で や ーー 









_ R の 


The Wistaria Vine (Jap. toju) to the near of Toju Shoin, from which Toju took his name. 
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rulers, and the caln and impressive scenery around his fathers 
farm may possibly have fostered in the future sage a refHective, 
reVerent frame of mind. 

Although only a farmer's son, Tju had a quick, retenHive 
mind. Fortunately, perhaps, for his intellectual development, 
he was adopted in his ninth year by his grandfather, a sannurai 
in service to the daimyo, Lord Kato6. Common as adoption 
has ahways been in Japan, 光 seems strange that TGju's parents 
should have thus given up their only son. We only know 
that they did it after a severe struggle with their a 作 ections. 
They may have allowed ial deference to the grandfather's 
wish to outweigh their parental a 括 eciion, or they may have 
seen in it a better opening than they could hope to make for 
him in the rice fields of Ogawa. Be that as may, under the 
encouraginc guidance of his grandfather, who regretted keenly 
his own lack of education, 芽 u made rapid progress in learn- 
inor to read and Write. 

Within a year or tyo the grandfather was transterred to 
Osu 大 洲 near Matsuyama., and Tu went, too. It was there 
that the 1ad was given Confucins'” "Great Learning”? 大 學 to 
read for the frrst time, and he came across those words in the 
frst chapter: "From the Emperor down to the connmonest 
person, the cultivation of character is the chief business of jife.”" 
It seemed to him Hike a special revelation. “Heaven be thanke43!" 
he exclaimed, with tears of rapture, and why cannot 1] by 
study and efort become a saint myself!" 

Not long after this。 while eatng in the silence prescribed 
by Confucius, he was deeply moved, at the thoueht of the three 
great blessings given him by Heaven : his parents, his grand- 
father, and his feudal 1ord. It is said that whenever he was 
told of his 1ord's approach, even when lost in. his books, he 
would kneel and bow toward the point where the lord yas 
expDected to DaSS. 

But the boy was by no means a mere sensitive weakling, 
bent upon books and devotions. When he was but thirteen, 
and a nnob attacked his grandfather's house, he was among 
the frst to rush into tieir midst, sword in hand, and beat 
them o 持 : and “then was as calm as before.” 旦 e was sent 


TE Yomwrkr Scgmoorz ' も 


- 2. Shushi held that the fundamental principles of the 
Mniverse are two。 ri and Ki law and its embodiment, or 
thought and energy. He was, therefore,a dualist. Yomei, 
on the contrary, declared that ri and Ki are one and in- 
separable. He was what we might terim a mnonist. 

3. Shushi distinguished between the natural mind or heart. 
kokoro 心 , andl eternal law or reason, ri 理 , holding kokoro to 
be dependent upon ki 気 , the active, passionate element in the 
universe.。 Yomei explained kokoro as being the same as Ti, 
that is, 下 the mind and heart were only clear and bright。 
reason would be self-evident.。 Hence, Yomei did not investigate 
the outer world to find ri: to hm the one thing needful was 
to make the kokoro clear within. 

4、 AsShushi held that ri could only be comprehended by 
a ereat number of experiments, he tended toward experiment- 
alisn 総 験 論 。 whereas Yomei declared that pure wisdom only 
existed in Kokoro, and therefore tended toward idealism 路 心 論 . 

5. Shushi said : First know, then do. Yomei would put 
neither knowing nor doing st, but asserted that they were 
at bottom identcal 知行 一 致 . Hence, Shushi exalted mental 
culture, but Yomei deeds. The natural result was for disciples 
of Shushi to show the broader, more varied learning,often in 
combination with an oily,。devious temperament. Yonnei 中 S- 
ciples, on the other hand, however narrow their culture, Were 
apt to be upright and downright, to use a short sword and 
thrust strajicht 短 刀 直入. 


NAKAE TOJU, THE SAGE OF OMI. 


了 2zzZZ ZZ の Zzzg7227Z 一 Nakae TGju was born in the open- 
ing years or King james the First's reign, in 1608, in the 
remote village of Ogawa, Omi Province, on the western shorc 
of lake Biwa, under the shadow of Mount Hira, The country 
was at peace under Hideyoshi, the frst of the Tokugawa 


5 ご = Based chieHy upon “Nihon Yomei Gaku Ifa no Tctsueaku," by Dr 
耳 。1nouye, 43th editon、1908. 
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Ethics not Philosophy the Central Interest. 一 he 
subtle and, to a westerner, almost umintelligible controversies 
which raged around these categories in both China and Japan 
were almost as fierce as those between nominalist and realist 
in Europe. But these controversies may be practically ignored 
by the ordinary student of Confucianism, for the central 
interest of the philosophers themselves was after all not in 
metaphysics but in ethics. And in ethics the differences between 
Shushi and Yomei, between Tu and KKyuso, are insignificant 
in comparison with their agreements. Indeed, the dominance 
of the ethical over the metaphysical interest in Japanese 
Confucian philosophers iS only 1ess marked than in the Hebrew 
prophets. The metaphysical backeround of all the Confucian 
schools grew up long after the ethics of the fyve relations and 
the frve virtues had become the warp and woof of Chinese 
society. And fortunately, the ethics came to Japan centuries 
before the metaphysics. So it comes to pass that Shusi and 
Yomei chamrions, spar as they may over ri and ki, are as 
much at one in their practical ethics as Calvin and Arminius. 
Individual teachers have their pet terms, e. g. Tu his Con- 
science 良 知 and Banzan his 日 umane Grovernmient 人 政 。 But 
all alike exalt obedience to the way 道 , the obligations of 
loyalty 思 and flial piety, propriety 如 station and 如 
denneanor 選 , benevolence 仁 , righteousness 義 , understanding 知 , 
and faith 信 , just as unanimously as Bentham and 十 . 是 . Green 
preach self-control, patriotism, honesty and justice. But second- 
ary as the metaphysics is, in order to appreciate fully the lives 
and teachings of Toju and his contemporaries we must at least 
glance at the metaphysical principles of Shushi and Yomei. 





SOmne Tvietapnysical Points of Difference._-_Accord- 
ing to Dr. Inouye, the d 紅 erences between the Shushi and 
Yomei schools were as follows :- 一 


1. Shushi exalted 1earning, holding that the laws of 
morality could oniy be truly discovered through 礼 . Yonei 
put morality frst and iearning second, even goingr so far at 
times as to hold that morality itself is the only learning, thus 
outdoing Matthew Arnols “Conduct is three-fourths of life.” 


間 
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Hife for this and other acts of hostility to the Tokugawa 
_ Shogunate.* Naturally, Shushi was favored and Yomei reDreSS- 


ed by the Tokugawa, for the double purpose of preventing 
rebellion and of stiHing criticism of their shaky title to power. 


On the other hand。patriots eager to buttress the Imperial 


throne were for similar reasons also champions of Shushi, so 
that Shushi would seem to have been impregnable. But the 
spirit of popular rights, imbibed from Confucius himself, and of 
freedom of thought inmbibed from Yomei, defhed all these 
barriers and found powerful expression in a chain of Yomei 
scholars, statesmen and moralists, whom Dr. Inouye considers 
Superior in loftiness and vigor of character to the exponents of 
the Shushi teachings. As Prof. Lloyd says, “1he tendency of 
Shushi disciples is to become gentle。 humble and truthfu1." 
Yomei, on the other hand, added an infusion of originality and 
activity,。 and hence attracted the nnore Virile, aogreSS1ve 
natures。 The democratic tendency of Yomei is seen im the 
adoption,。by Banzan, even more than by TGu, of a style 
intelligible to the common people, even at the cost of bitter 
taunts from the vast majority of the Hiterati。 who clung to 
stilted Chinese. 

The Chief Catesories the Same in Both Schools. 一 
Differ as the two schools may in their philosophy,they both deal 


in the same terms or categories, nanmely、 ri 理 , Ki 気 , ten 天 , and 


taikyoku 太 舞 , for both of them hark back to MLencius. These 


.terms cannot be accurately rendered into English, but approxi- 


mately, they mean: ni 三 fundamental and unchanging 1aw and 
ethical order: Ki 三 the actve, passionate element in nature and 


in man, which determines the embodiment of g: ten 三 the 


impersonal, passionless over-soul, a perfectly just providence 


and fate combined : taikyoku 三 Hiterally, the great limit, or mmore 


freely, the infinite potentiality of what ri and ki evolve in the 
uniVerse.* 


8。 Dr. Inouye's “Nihon Yomei Gaku Ha," 4th ed. pp. 440-8。 


*。 4 Eor a complete treatment see the admirable essays by Dr. 岳 nox and 
Mr。 芋 aga in 械 . A.S. 丁 Vol. 文 文 。 pp. 1-24 , 134-192. 


THE YOMIEI SCHOOL 


HE Yomei philosophy owes iS name to itS founder, 
O-Yo-Afei 王 陽明 (Chinese, Wang- Yang-Ming 1472 一 - 
1528)、a contemporary of Sir Thomas More, yndale 
andl Descartes. He was thus three hundred years 

later than Shushi 朱子 (Chinese, Chu Tf 1130 一 1200)。 the 
Martin Luther of Chinese Confucian thought. 芽 下 e Shusi, 
O-Yo-Mei dared to think for himself, while believing himset to 
be loyal to the old maste:s. 

In Japan duringr the seventeenth ai cghteerii CenturieS 
the Shushi schoo1 was recognized by the Tokugawa rulers 
tor pojhtical ends as the orthodox teaching, and all other 
schools Were proscribed.* Hence, when Nakae Tu about 1640 
became a convert to Yomei doctrines, he espoused a branded 
cause. 1t jiS this element of daring to defy the ban of the State 
and the opposition of the orthodox that gives a dramatic 
interest to the school. TGiu and his followers rendered a 
priceless service to Japanese thought, for as Dr. Inouye suggeStS。 
they saved from the deadening clutch of a single school, so 
baneful in China, and gave new room and stimulus to 
erowth. One result of the opposition of the offcials and 
jiterati as to drive Yomei doctrines through the 1ower social 
strata and to make them the vehicle of a sort of gospel of 
democracy. Shushi stood for the inviolability of the powers 
that be: Yomei stood for the rights of the people, especialy 
the rieght of protest and even of revolt aeainst a bad ruler. 比 
was a noted Yomei representative, Oshio Chusai, who was so 
wroth over the refusal of the ofcials in Osaka to remit taxes 
durine the scarcity of 1839 that he riHed the Government 
granaries and distributed rice to the people, paying ヾ ith his. 


2 This may have been first sugcested to the Tokugawa by the fact that 
in China it was for centuries forbidden to quote from any school but Shusi 
in the examination essays 


INakae Tojiu, The Saee of Omi 


BY 
GALEN IM. FISHER, IM. A. 


INTRODUCTION 


昌 太 essays by Tr. Knox and Prot. oyd in volumes べ 代 
and XXXIV of the Transactions of this Society 
constitute the major part of the comparatively scanty 
material in English on the Confucian philosophy mm 

Japan Of Confucianism in China we have an abundance of 
translations,。but i iS strange, in view of the divergent and 
varied evolution of japanese Confucianism and its dominating 
infiuence over the nation's modern development, that has 
hitherto been so inadequately studied by Europeans.、 What sa 
godsend 近 Would be 立 the trilogy of works by Dr. Inouye 
Tetsujiro, covering the three chief schools of Confucian thought 
in japan, Shushi。 Yomei, and Kogaku, could be made accessible 
to foreign readlers ! 

The mention of the Shushi school at once suggests its 
greatest rival, the Oyomei, or Yomei school. It is to be hoped 
that someone w 骨 write an historical sketch of the Yomei 
school im Japan corresponding to Prof. Lloyd's sketch of the 
Shushi School. But meanwhile 1 propose to present the lives 
and teachings of the introducer of the school into Japan, Nakae 
Toju 中 江藤 樹 , and of his most distnguished disciple, Kuma- 
zawa HBanzan 熊澤 蓋 山 . For, apart from the high interest of 
Toju and Banzan as moulders of the thought and Hife of the 
nation, they illustrate the salient ideas of the Yomei school and 
thus form a fitting introduction to a fuller study of it. 1 desire 
to acknowledge here the espert assistance of Prof. Uraguchi 
Bunji in preparing this paper. 


1 Since the above was written。the Socicty has been fortunate enoueh to 
secure for publication reviews of these three volumcs by Prof。 W. Dening. 








Nakae Toju, drawn by Kano Yuho of Kyoto. The inseription isa 
< poetje eulogy of Toju, composed by SatQ Tan。 
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I am now commissioned to inform you that the Council js 
willing to grant the desired permission on the understanding that due 
acknowledgment is made to the Society. 


Yours faithfully, 
NN. KK. KRoscoe, 


Hon. Treasurer, 
The Asiatic Society of Tapan。 
筆者 G. M. Fisher 氏 の 履歴 及 現在 に つい て 京都 基 折 族 青年 剣 弧 主 事 梅村 
英 氏 より 傘 正 委員 井上 正男 君 に 宛て た る 秦 示 わり 。 併せ 附 し て 参考 に 資す 。 


Gr. M. Fisher, 


i。 Born in Berkley。California。about 1872. 
2, Educated,。 Umniversity of California。 A.B.: 本 arvard,、M. A. 
3, Came to Japan, 1899 j departed, rgro. 


, Served the National Committee of Y.AM.C.A. i ]apan as 
Honorary Secretary. 


5, Member of “ Asiatic Society " of Tokyo. 


6, Now General Secretary of The Institute of Religious and 
Social Survey,。New York, a Rockfeller insttution. 


印刷 に 際 し て は 一 行 中 の 字 敷 及び 一 真中 の 行 鼓 に 至る 迄 原 娘 の ま 
ゝ に 韓 載 し て 原本 の 中 を 俺 へ ん こさ に カカ め た り 。 され ば 明か に 原文 の 
誤 西 な りさ 断 ず べき も の 、 ゝ 外史 宮 の 誤 れ る も の こい へ ざさ も 之 を 訂正 
せ さ ざ りき 。 讃 者 幸 に 之 を ミ せよ 。 

底本 も ミ Contents な し 。 今 之 を 際 加 す 。 


喉 章 三 年 主 且 一 財 加藤 盛 一 座 議 


- 近江 可 人 中 江藤 樹 の 偉 記 さ 数 説 
“ 解 題 普 過 例 


本 書 の 原文 は 明治 皿 十 一 年 凶 ち 西 紀 1908 年 誤 行 に 係る Transactions 
of the Asiatic Sodiety of Tapan vol. べ ぶ くべ VI, Part T に 載せ られ た る 
も の な り 。。 

編者 大 正士 年 の 比 , 職 を 奉じ て 滋賀 明 立 今津 中 了 校 に 在り し 時 , 限 
校内 に 設け た る 週 研 究 党 に 出席 せる 郡 内 小 蛋 校 訓 導 沙 田 基 氏 あ り 。 
外 園 人 が 藤 税 先生 を 研究 し た る 成績 な りさ し て 雑誌 一 本 を 示 し , 耳 つつ 
語る に 編者 に 寄 す べき を以て す 。 就 いて 観る に 著者 G. M.Fisher 氏 
が 徒 音 藤樹 書院 に dedicate し た る も の に し て, 一 時 散 佐 に 外し た る も 
の が 偶 , 前 記 緒 田 氏 に よ つ て 編者 の 手 に 入れ る は 人 奇 線 ミ も 調 ふ べし 。 
且つ 同氏 に よ つ て 新 か る 研究 の 存 する を 知り 得 た る は , 次 に 編者 の 
み の 幸 度 に 非 ざ る な り 。 

内 容 を 徹 する に , 時 に 史 賞 を 誤 6 た る も の 無き に 非 ざ れ さ も , 埋 快 
の 筆致 を 以 て , 座 樹 先生 の 俺 記 ミ 其 の 教 説 の 大 要 を 解説 し た る は 喜ぶ 
べく , 特に 他 國 の 言語 を 以 て 記載 せ られ た る 穫 め , 難 知 の 事 賀 に し て 
獲 且 つ 特 殊 の 感 興 あ 引 え し むる も の 多々 これ あり 。 

原文 の ま ゝ 全集 中 に 採 多 せん 入 め 昭和 二 年 九 月 , 東 京 駐 在 の 語 維 硬 
協會 信 計 主任 Roscoe 氏 に 書 を 致し 韓 載 方 を 明 請 し た る に 菊 の 如き 書 
を 寄せ て 快諾 せ られ た り 。 


N. 区. ROSCOE, B.A., HONORARY TREASUREK'S OFEFICE。 
P.O. Box ioS Central Osaka Building, 
OfHce, Ote 4872 (L.D.) 3 Uchisaiwai-cho,Ttchome。 
6 の 民 esidence,Aoyama 507 3 KKojimachi-ku。Tokyo, 
Japan 
Morikazu 氏 ato,。 sq. October 6th, rg27. 
Io Nishi Machi。 
Kita Shirakawa, 
人 KYOTO. 
Dear Sir, 


At a Meetne held yesterday 1 brought before the Society your 
letter of the 22nd ultimo, applying for permission to reprint Mr. G. 
M. Fisher's article on “The Life and Teaching of Nakae Toju, 
the Sage of Omj,” which oneinally appeared in Volume XXXVI 
Fart 1 of the Transactions. 
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THE LIFE AND TEACHING 


OF 


NAKAE TOJU, THE SAGE OF OMI 


BY 


CALEN ML FISHEK. 
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